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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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十八年前




　幼い頃ころのわたしは、とても泣き虫だった。

　体が丈じよう夫ぶで、楽しいことが何よりも好きで、なんにでも首を突つっこみたがる、快活な子供だった。人が好きで、大人でも子供でも、人が集まるところには好んで寄っていき、その場を賑にぎわせては満足していた。

　けれどちょっとしたことで、わたしはすぐに泣いた。

　転ぶと泣く。叱しかられて泣く。喧けん嘩かをして泣く。

　わたしと違ちがって彼は、わたしよりもずっと強い人だった。

　臥ふせがちな床とこの中から、いつも空ばかり見あげている彼だったが、時折、わたしと共に庭に出て遊んで転んだときでも、けして泣かなかった。

　わたしと二人して叱られたときも、わたしはすぐに泣き出すのに、彼は唇くちびるを嚙かみ、けして涙なみだを見せなかった。

　わたしは臥せっている彼の代わりに、虫を探して御み簾すの中へ持ち込み、花を摘つんで夜具の傍かたわらにまき散らし、彼と共に楽しみを共有しようとした。

　どこかで何かがあって、めそめそ泣いて帰るわたしを、彼は「泣かないで」と言って、いつも励はげましてくれた。「君は強いから」。「泣かなくて良いよ」。「君は誰だれからも好かれているから」。

　そんなふうに慰なぐさめてくれる彼の存在が、頼たのもしかった。

　ろくに屋や敷しきから出られない彼に、わたしは支えられていた。彼とともにいれば、彼が言うように、わたしたちは、強く、賢かしこく、この国を支える人間になれる気がした。

　わたしたちが五つの年だった。

　ある日、彼の臥せているはずの床へ行くと、まるで最初から、そこには誰もいなかったかのように、彼の夜具も、筆も硯すずりも、衣装箱も、一いつ切さい合切が消えていた。

　彼はどこへ行ったのか。そう父に問うと、彼は死んだ、と言った。







七日前




　上じよう弦げんの月が美しかった。

　上かみの東とう国ごくの都である永なが冶やも、真夜中過ぎには、大路でさえ人通りが絶える。時折、お忍しのびの貴族の若様が仕立てた牛ぎつ車しやと、行ゆき逢あう程度だ。

　今夜も一人、牛車を仕立てた男が、身分違いの女のもとへ忍んでいこうと、大路を下っていた。月が美しかったので、牛車の御簾を巻き上げ、彼は月を見ていた。

　春の夜風が牛車に吹ふきこむ。

　男は、目をすがめた。

　見あげる月を横切るように、ふわりと青白いものが舞まったのだ。

　春風にあおられて、どこぞの廂ひさしから舞いあがった衣ころもだろうかと、男は一いつ瞬しゆん考えた。だが、その青白いものは、人の形をしていたようだった。確かめようと、彼は身を乗り出し、青白い影かげが舞った方向を目で探さぐる。

　大路脇わきにある屋敷の屋根に、ふわふわと風にあおられながら、すっくりと立つ人ひと影かげがあった。

　彼は目を見開く。人が簡単に上れる場所ではない。

　屋根の上の人物は、月光を織り込んだような薄うす青あお色の狩かり衣ぎぬを身につけ、顔を隠かくすように白の衣を被かずいている。朱しゆをひいたような、赤い唇だけが見えた。

　男はまさかと、我が目を疑い、

「止めよ！　止めよ！」

　と、命じた。牛車は歩みを止め、従者が訝いぶかしげな表情で、牛車の背後に回ってきた。

「あれだ、あれを見よ。あんな所に誰かが」

　主人が指さした方向をふり返り、従者も目を丸くした。すると、屋根の上にいた青白い衣の人物が、唇をにっと笑いの形に変えた。そしてするりと、被かぶっていた衣を外す。

　主人と従者は息を吞のんだ。

　外した衣の下から現れたのは、人にはあり得ない、鬼おに火びのような薄青色の髪かみ。そして白い額には一本、磨みがき抜ぬいた骨を鋭するどく削けずりだしたような、純白の角がある。

「鬼だ……」

　主人が絶望したように呟つぶやき、従者は震ふるえ、牛車の壁かべにしがみつく。

　一いち陣じんの風が吹き、鬼の青白い髪が月光を散らすように舞い踊おどる。鬼は笑ったまま、不意に、風に散らされる霧きりのように輪りん郭かくがぼやけた。と思うと、鬼の形が崩くずれた。

「……消えた」

　主人と従者は、呆ぼう然ぜんとして動けなかった。鬼のいた場所には何もない。ただ上弦の月へ昇のぼろうとするかのように、白い塵ちりのようなものが、風と共に夜空に舞いあがっていた。

　都に鬼が出た。上弦の月が輝かがやく夜の、これが端たん緒ちよだった。







　一花　仮妻なればこそ




　春の光は、はらはらと散り急ぐ桜の花びらにかき乱される。ぴんとした、わずかな冷たさの残る春風は、曉あかつき宮のみやの、白木の柱の隙すき間まを吹き抜けていく。

　曉宮は、上東国の次期上じよう主しゆたる者の住まい。それに相応ふさわしく、磨き抜かれた床ゆか板いたの艶つやも、くゆる香こうの薫かおりも、なにもかもが整えられ、美しい静せい寂じやくの中にある───かのように思えた。

　突とつ然ぜんだった。

　端たん正せいな静寂を粉々に砕くだく、ふぎゃーとも、みぎゃーとも言えない小動物の鳴き声が、曉宮の内部にこだました。しかもその声の数が、半はん端ぱではない。檜ひ皮わだ葺ぶきの大屋根が、音圧で持ち上がりはしないかと、咄とつ嗟さに天てん井じようを見あげる程ほどだ。

　あまりの大音量に、門番の衛え士じが庭に駆かけ込み、槍やりを構えた。さらに寝しん殿でんから、曉宮の主あるじである、曉宮・刀とう火かも、側そば仕づかえの高たか月つき雅まさ近ちかを従え、簀すの子こに飛び出してきた。

「何事だ!?」

　切せつ迫ぱくした声で問い質ただしたのは、普ふ段だんは愛あい嬌きようのあるはずの垂れ目なのに、異様に目つきを鋭くした雅近だ。腰こしにある黒くろ鞘さやの太刀たちの柄つかに手をかけ、既すでに身構えている。

　駆けつけた二人の衛士たちも槍を構えていたが、彼等は目を丸くして硬こう直ちよくし、雅近の問いに答えられずにいる様子。だが問いかけた雅近もまた、庭の光景を目にするなり、身構えたまま動きを止める。そして、

「なんだ……これは……」

　理解の範はん疇ちゆうを超こえているらしく、呆然と呟く。

「………………猫ねこ。……のようだな」

　雅近の隣となりに立つ刀火は、戸と惑まどった表情ながら、冷静に、自分が見ているものを言葉にした。

　寝殿の庭先には、百匹ぴき近い猫がいた。うじゃうじゃいた。

　猫は地面を埋うめつくし、さらには庭木の松の枝にも、鈴すずなりになっている。寝殿の軒のき端ばにもいる。太った猫もいれば、瘦やせた猫もいる。仔こ猫ねこもいれば、毛が半分ほど抜けた老猫もいる。三毛、虎とら、白、黒、斑まだらと、毛色も様々。

　興奮して毛を逆立て、低い声で唸うなる猫あり。落ち着いて寝ねそべる猫あり。草葉にじゃれる猫あり。周囲を嗅かぎまわる猫あり。やたらめったら、発情したように鳴き続ける猫あり。

　まさに、混こん沌とんここに極きわまる光景だった。

「し……しまった。しまった……。やっちゃった……やっちゃった……」

　男たちが呆然とする中、一人の少女が、東の対たいの屋やの簀子に這はいだしてきた。

　一見すると少年かと思えた。それは彼女が、白の水すい干かんを身につけているからだった。しかしよく見れば、単衣ひとえも袴はかまも朱しゆ色いろで乙女おとめらしく、髪には愛らしい髪かみ帯おびもある。

「姫ひめ様！　姫様！　これ、これを！　お願いします、なんとかしてください！」

　這い出てきた少女を追って、もう一人、山やま吹ぶき色の袿うちきを身につけた侍じ女じよが飛び出してくる。少女と同い年の侍女の名は、柚ゆずの葉はという。彼女の頭上と背中には猫がしがみつき、ぶらぶら揺ゆれていた。

「あ、ああ、ごめん！　柚葉。ちょっと待ってて。先に、庭のこれをなんとかしないと！」

　柚葉はひしっと、水干の少女の背にしがみついた。しがみつかれた方は、慌あわてふためき、おろおろと周囲を見回す。

　目を白黒させて立ち尽つくす衛士たちに向かって、刀火が、追い払はらうように手を振ふった。

「騒さわがせたこと、許せ。我が妻が、ちょっとした失敗をしたらしい。下がって良い」

「ちょっとした？」と、問いたげな顔をした衛士たちだったが、そこは躾しつけられた衛士。余計な突つっ込みは入れず、頭を下げると、自分たちの持ち場に戻もどった。

　それを見届けると刀火は、呆然としている雅近の肩かたを叩たたく。

「おまえも、太刀を抜く必要はない」

　雅近は「はあ」と気の抜けた返事をし、構えを解く。が、庭の惨さん状じように呆あきれかえっているらしく、声もなく立ちつくしているのみだ。

　刀火は、柚葉が背中にしがみついたままになっている、水干の少女に向き直った。

「わたしは、猫が嫌きらいではない。どちらかというと好きだ。が……、これは度を超している。これは何事だ？　説明してもらおうか、我が仮かり妻づま。千せん樹じゆ姫」

　と、嫌いや味みたらしく告げた。

　刀火に睨にらまれて顔を引きつらせた水干姿の少女こそ、曉宮である刀火の仮妻。千樹姫だった。




　　　　○




　──わぁ、怒おこってる。……当然か。

　刀火の視線で、千樹の背中に冷や汗あせが滲にじむ。

「絵を描えがいてたの、猫のね。興が乗ってたくさん描いていたら、柚葉も面おも白しろがって。それで二人で盛りあがって、『じゃ、わたしが百匹の猫を描いてみる』ってことになって。上じよう白はく紙しをつなげて、大きな上白紙にして、百匹の猫を描いたのよ。室の半分くらいの大きさになった。しかも成ったものだから、室の半分の紙の上で、猫がわんさか遊ぶ様は、なかなか壮そう観かんでね」

「大作なわけだな。で？」

　と、褒ほめているような言葉のわりには、先を促うながす刀火の声は尖とがっている。

「で、百匹の猫を描いたから、今度は百匹の犬を描いたらどうかってことになって。猫百匹を描いた上白紙に、さらに上白紙を継つぎ足して、そこに犬を一匹描いた。でもそれが成った瞬しゆん間かん、ひと声『わん』と吠ほえてしまった。そしたら成っていた絵の猫たちが、一いつ斉せいに具現して、紙から飛び出して……」

「それで、猫の雲海になったわけだねぇ」

　頭痛を堪こらえるように額に手を当て、雅近が庭先を指さす。

　すがりつく柚葉の重みも背中にずっしり感じつつ、千樹は半笑いで、室の中をふり返った。

　室の中は刀火に話したとおり、床ゆかの半分が紙で埋まっている。その紙の上には、猫たちが百匹蠢うごめき、それぞれが、具現した猫と同様の動きをしている。

　紙の端はしには、なにもない空間にぶら下がっている猫がいた。それは、柚葉の背中にぶら下がっている猫そのものだった。

　柚葉の姿は、紙の上にはない。描いたもの以外は、紙の上に出現していない。

　しかし具現した猫たちの様子は、寸すん分ぶん違たがわず、紙の上の猫と同じ。

　室の奥の隅すみっこで、ぶんぶん尻しつ尾ぽを振っている犬の様子も、継ぎ足しの紙の上に描いた犬と、全く同じ。

　──さっきまで具現なんかしてなかったのに。『わん』のひと声で、具現しちゃった。

　それを思うと、成る絵の不可解さに首を傾かしげる。

　──どうして成る絵は、時々、具現するんだろう？

　むくむくと、好こう奇き心しんとも探求心ともいえないものが湧わいてくるが、

「この状じよう況きようを収しゆう拾しゆうする気があるのか？　我が妻？」

　刀火の冷静な問いに、はっと我に返る。

「え、ええ！　もちろん！　すぐに消す、すぐに」

　飛びあがって、猫を背中からぶら下げた柚葉を、自分の背中にぶら下げたまま、室の中へと引き返した。







　百匹の猫と一匹の犬を描いた大作は、消すのが惜おしい気もした。

　だが曉宮の庭先や、柚葉の頭の上でみぎゃみぎゃ鳴いている猫たちを、放置出来ない。

　描いた紙を丸め、火ひ桶おけの中で燃やした。すると百匹の猫と一匹の犬は、太陽に照らされた霧きりが晴れる時のように、色と輪りん郭かくを滲ませ、あっという間に消えた。

　しかし百匹の犬を描けなかったのが、どことなく心残りだ。

　手がうずうずするので、硯すずりと線せん描ようび筆、上白紙一枚を持って、刀火のいる寝殿へ向かう。

　室に踏ふみこむと、雅近は外出しているらしく姿がない。

　刀火だけが几帳の陰かげに脇きよう息そくを引き寄せ、うつらうつらしていたが、すぐに千樹の気配に目を覚ました。そして彼女が手にしている画材を見ると、あきれ顔で呟つぶやく。

「ほとほと、懲こりない質たちだな」

「懲りる質なら、とっくに筆を持つのを止やめてるわ。雅近様は？　さっきまでいたのに」

「先刻、雅近の屋や敷しきから遣つかいが来た。父君が取り乱して、雅近を呼べと言っているらしい」

「雅近様の父君といったら、太だ政じよう大だい臣じん様よね？　そのお方が取り乱すって、何事かしら」

「雅近のことだ。手出ししてはならない姫ひめ君ぎみに、手を出したりしたのではないか？」

「さもありなんね。柚葉が気の毒になるけれど、それでも彼女、やる気は満々だから見あげた根こん性じようよ。ま、他人ひと様さまの色いろ恋こいは置いといて、ねぇ。描いていい？　あなたの姿」

「存分にと許した。かまわない。だが、さっきの猫のような有様には、してくれるな。わたしが百人庭に飛び出したら、さすがに騒そう動どうになる」

「大だい丈じよう夫ぶよ。あなたを描いても、具現したことないし」

　と言いつつ、床に紙を広げ筆を持つ。線描筆に墨すみを含ふくませると、筆先を紙に走らせる。

　──そうだ、具現したことがない。点てん睛せいさせていないから？　でも、先に賢けん夕ゆう先生に取り憑ついた春しゆん鬼きを描いたときは、点睛していないのに具現した。なぜ？　具現にはきっかけがある？

　そんなことを考えつつ、気け怠だるげに脇息にもたれかかる刀火を見つめて、筆を走らせる。しかし筆が走り始めると、具現のきっかけだのなんだの、そんなことはどうでもよくなってくる。

　刀火のなめらかな頰ほおの線と、睫まつげの濃こさ。指先の端たん正せいさ。額にかかる髪かみの流れ。魔ま王おうの種を宿す者特有の、魔ま性しようの緑を秘ひめる瞳ひとみ。幾いく重えにも首に巻く、珠たま飾かざりの多た彩さいな輝かがやきと、着き崩くずした狩かり衣ぎぬの光こう沢たく。

　──ああ、綺き麗れい。……強くて、しなやかで。……好き。この人、好き。

　肩にかかる髪の流れを、一本一本、くしけずる丁てい寧ねいさで描きこんでいたら、

「わたしが好きか？　まだ」

　何気なく問われた。

「うん」

　と、筆を動かすのに引きずられるように、自然に無意識に答えた。が、次の瞬間、はっとして筆を放ほうり投げた。

「違ちがう！　違う、今のは！」

　転々と、墨の跡あとを残しながら筆は転がっていくが、それを目で追う余よ裕ゆうもない。笑いをこらえるように、艶つやっぽくこちらを見つめる刀火の視線から視線を外せず、赤面する。

「なにが違う？」

「だから気の迷い……」

「なるほど、迷いは続いているようだ」

　その場に突っ伏ぷしたくなった。

　──屈くつ辱じよく！　なんて屈辱！　一言も反はん撃げき出来ない！

　刀火を前にして、彼を好きだとうっかり告白して以来、千樹の立場は圧あつ倒とう的に不利になった。自分の粗そ忽こつさにほぞをかむしかないのが、またどうしようもなく情けないところ。

　おもむろに刀火が膝ひざを立て、千樹の方へ身を乗り出した。何をするつもりかと千樹はひやりとするが、恥はずかしさのためにか、身動きがとれない。

「な、なに？　近いんだけど、距きよ離り」

「たいしたことではない。すこし、触さわろうかと思っただけだ」

　と言うなり、刀火は千樹の首筋にそっと触ふれた。その途と端たん、一気に全身が火ほ照てった。背筋に痺しびれるような震ふるえがきて、思わず尻しり餅もちをついて背後に後あと退ずさった。

「なんで触るの!?　わたしは仮妻でも、それは体てい裁さい上の話で、本当は、あなたに仕えることを許された臣下なんでしょう!?　その臣下になんで触るの！　理由は!?　理由！」

　すると刀火は小首を傾げ、それもそうだと言いたげな表情になる。が、すぐに理由に思い当たったらしく、自信満々に答えた。

「臣下との交流を図はかるためだ」

「臣下との交流って、あなた、雅近様にもこんなことしてるの!?」

　仰ぎよう天てんして問い返すと、刀火は眉まゆ根ねを寄せる。

「まさか。気味の悪い」

「じゃなんで、わたしだけ」

「おまえが臣下として、新参者だからかもしれない。……わたしにも、よく分からない」

「よく分からないくせに、触らないでよ！　動どう揺ようしまくる、こちらの身にもなって！」

　その時、千樹の耳元を、なにかがかすめて飛んでいった。目を瞬またたき、気配の飛んだ方向を見やる。

　すると、刀火の背後にある几き帳ちようの陰に、白い紙人形が滑すべり込んでいくのが見えた。

　紙人形は、法術士が法術に利用する道具の一つ、参さんとよばれるものだ。

　刀火の表情が、一変して引き締しまる。彼は几帳の陰に滑り込んだ参を視線で追っていたが、すぐに不ふ愉ゆ快かいそうな目の色になると、自分の円座わろうだに腰こしを戻もどした。

「おまえも動揺するらしいし、交流は止めた。気が削そがれた。鬱うつ陶とうしいことだ」

　呟く刀火に、千樹は眉根を寄せつつ問う。

「ねぇ、今の参は、あなたが放ったものじゃないわよね？　幻げん繕ぜん様？」

「そうだろうな」

「今の参、もしかしてわたしの背中にでもくっついていたの？　近ちか頃ごろずっと、妙みような気配を感じるの。いつもよ。幻繕様の参に見張られているの？　わたし」

　冬の終わり。常じよう宮ぐう絵師の賢夕に鬼が取り憑き、刀火に成敗された。

　それ以降、千樹は自分の周囲に幻繕の気配を感じるようになった。あの老法術士の姿を頻ひん繁ぱんに目にするのみか、東の対たいの屋やに籠こもっている間でも、幻繕の視線や気配を感じるのだ。

　賢夕の事件の直後、刀火は千樹のことを火種だと言った。その片へん鱗りんを、あの一件で見せてしまったのだ、と。

　そのことと、幻繕に見張られていることには、関連があるのだろうか。

「気にするほどのことではない。まだ」

　刀火は軽くいなすように答えると、懐ふところから一枚の参を取り出し、それを自らの背後に向けて放った。それは宙でくるりと一回転すると、幻繕の参が滑りこんだ場所に滑り込む。

　几帳の陰かげで、紙を引き裂さく音がして、静まった。

「わたしが幻繕様に見張られるのは、わたしが成る絵を描えがくことと、関係があるんでしょう？」

「だったら、なんだと？」

　刀火は、はぐらかす素そ振ぶりだ。

「それなら一層、意識的に、絵の魔性について探求する必要があると思っただけ」

　刀火がこんな態度を取るときには、どれほど食い下がっても、満足の得られる答えを返してくれないのが常だ。だから千樹は早々に追つい及きゆうを諦あきらめたが、不満はない。

　もし千樹に差し迫せまった危険があるなら、刀火は必ず知らせてくれるだろうという確信がある。

　千樹は、刀火の仮かり妻づまになった。

　しかしそれは、刀火に全すべてを捧ささげる臣として仕えるのと同義。

　自らに仕える臣に対して、刀火は主人として、けして無む慈じ悲ひな真似まねはしないはずだ。

　なんとなく不気味なものを感じながらも、千樹は描きかけの刀火の絵を見おろす。自分になにがあるのかは分からないが、とりあえず、今は、なすべきことをするだけだ。

　絵の魔ま力りよくを知りつくし、自在に操あやつる者になること。それが千樹が目指す場所だ。

　賢夕を助けられなかったと知った瞬しゆん間かんの、絶望と苦い後こう悔かいは、まだ胸の中に黒くわだかまっている。

「あなたの絵は、成っても具現しないしな……。成った絵が具現するきっかけを、知らないといけないかも……。ごめん、わたし出かけてくる。気になることがあるから、彩さい遊ゆう先生の所へ行きたいの。絵は、このままでいい？　描きかけだけど」

　思い立って立ちあがった時、

「お邪じや魔まいたします。千樹姫ひめ様に、宮みや裏うらからお文が届いております」

　簀すの子この方から声がした。ふり返ると御み簾す越ごしに、簀子にひれ伏ふした柚葉の姿がある。

「ちょうど良かった、柚葉。わたし出かけるから、暫しばらく東の対屋で、身代わりをお願い！」

　御簾をまくり上げて簀子へ出ると、ひれ伏した柚葉の背中をぽんとたたき、千樹は早足で東の対屋へ向かった。その場に取り残された柚葉が、「えっ!?」と声をあげたのが、背中越しに聞こえた。




　　　　○




　千樹は、外出の許しを刀火に請こいながらも、彼の返事も聞かずに飛び出していった。その後ろ姿を呆あきれながら見送りつつ、刀火は一枚の参を懐から出し、床ゆかに滑らせた。

　参はするするっと床を滑すべり、千樹に追いつき、ふわりと飛びあがる。そして幻繕が張りついていた参の代わりに、千樹の背にぴたりと張りつき、彼女の水すい干かんと同化して見えなくなる。

　──まったく騒さわがしい姫ひめ君ぎみだ。しかも厄やつ介かい。参でも貼はりつけておかなければ、気が気ではない。そのくせ、ときおり可愛かわいい顔をするせいで……。

　がさつで、粗忽で、色気のかけらもない姫君だったが、まだ気の迷い真っ最中らしい千樹は、そのことを指し摘てきした時だけ可愛い顔をする。

　──だから妙な気分になる、こちらも。

　千樹は刀火にとっては、表向きは仮妻。しかし実際は、雅近と同様の、自分に仕えることを許した臣下だ。

　臣下に妙な気分をかき立てられるというのは、主人としては良くない傾けい向こうだ。

　臣下にしてしまったら、それはそれで悩なやましい存在になる、厄介な姫君だ。

　千樹の後ろ姿が消えた方向を、柚葉は呆ぼう然ぜんと見ていた。

「姫様……お文が……」

　と、柚葉は聞こえるはずもないのに呟つぶやき、手にした文を捧げ持ったままだ。

　その呆あつ気けにとられた柚葉の横顔を見ていると、さすがの刀火も、この侍じ女じよが、わずかばかり気の毒になる。彼女も刀火と同様、千樹に悩まされ通しだろう。

「柚葉。宮裏からの文ならば、公おおやけのもののはず。わたしが姫君の代わりに受け取ろう」

　声をかけると、柚葉は顔色を変え、怯おびえたような表情になる。が、怯えているわりには、どことなく目つきが鋭するどい。手て強ごわい仇きゆう敵てきに相まみえたかのような、その表情は気になった。

　だが柚葉は強こわばった顔をしたものの、躾しつけの行き届いた侍女らしく、しずしずと中へ進むと、刀火に文を手て渡わたした。

　文を開き、ざっと文面を確かく認にんした刀火は眉まゆをひそめた。

「厄介な姫君に、またさらに厄介なことを」

　その呟きに、柚葉は鋭い目つきで警けい戒かいしつつも、問いかける。

「あ、あの。如何いかがなさいましたか？　姫様に何か」

「仮妻なればこそ、当然だが。これは千樹には荷が重いだろう」

　文を床に滑らせると、刀火はため息をついた。




　　　　○




　柚葉が身につけているのと似た、山やま吹ぶき色の袿うちきに着き替がえると、裾すそをからげ、市いち女め笠がさを被かぶる。

　市女笠には虫むし垂たれ衣ぎぬがつけられているので、腰辺りまですっぽりと包まれ、顔どころか、体型すらもほとんど分からない。この姿であれば、曉宮の仮妻である千樹姫だと気づかれない。

　千樹は侍女・柚葉になりすまし、そそくさと御お渡わたり橋ばしを渡わたった。見張りの衛え士じには「姫君の御ご用ようで外出です」と告げ、刀火が作ってくれた割り符ふを見せて通り過ぎた。

　存外あっさり、常宮の外へ出られることに、最初は拍ひよう子し抜ぬけしたものだ。

　刀火の正式な仮妻になってから、二月あまり。

　本来、曉宮の仮妻であれば、曉宮から外へ出ることは、ほとんど許されない。

　許されるのはせいぜい、曉宮の周囲の、決められた散歩道を散策すること。あるいは、上主やその周囲の者たちに呼ばれ、新しん宮みやを訪問する程度だ。

　だが千樹は、自分付きの侍女となった柚葉と入れ替かわり、彼女のふりをして、こうやって度たび々たび常宮を抜ぬけ出していた。

　その間、柚葉が千樹姫の身代わりとなり、千樹の衣装を身につけ、東の対屋の御簾の奥に引っ込んでいる。

　時折、世話役の侍女がやって来て、柚葉の肝きもを冷やさせたりするらしい。そんなとき彼女は、

『曉宮様のなさりようのせいで、声が出ません。そっとしておいてください』

　と、したためた紙を、御簾の下から侍女たちに向けて、差し出すらしい。

　世話役の侍女たちは頰ほおを染め、ごにょごにょと囁ささやき交かわし、おとなしく東の対屋から出て行ってくれるという。

　それを聞いたときには、微び妙みように笑え顔がおが引きつった。

　だが柚葉に身代わりをさせている手前、彼女の機転を褒ほめこそすれ、「それは如何なものか」と、意見するわけにはいかなかった。

　そして、こうやって常宮を抜け出して千樹が向かう場所は、いつも決まっている。

　師し匠しよう、彩遊の屋や敷しきだった。

「お腹なか空すきました！　先生、なにか、まともに食べられるものをください！」

　勝手知ったる師匠の屋敷。

　彩遊の屋敷に到とう着ちやくすると、千樹は庭を一直線に横切った。階きざはしをあがり、彩遊が常つね日ひ頃ごろ、ごろごろしている室に踏ふみ込みながら要求した。すると、

「な、なんだ!?」

　室の中にいた人物が、驚おどろいたようにふり返った。そして千樹の姿を認めると、目を三角にして苦情を言った。

「食い盛りの子供かよ、おまえは！　いきなり、飯を出せはないだろう！」

「あ、純じゆん鉄てつか。純鉄でもいいけど、なにか食べるもの、ちょうだい」

　虫垂れ衣のせいで、そこにいる人物が誰だれなのか、はっきり見えていなかった。

　市女笠を脱ぬぐと、視界がはっきりした。室の中央で筆を手にして紙に向かっていたのは、青い直垂ひたたれ姿の少年。野生の狐きつねのような爽さわやかな容よう貌ぼうは、絵師・純鉄だった。

　千樹は彼の傍かたわらにぺたりと座ると、手で胸むな元もとを煽あおぎながら、紙を覗のぞきこむ。

「これ、ぷくね。可愛い」

　描えがかれた太った三み毛け猫ねこを見て微笑ほほえむと、純鉄は怒おこったような顔をする。照れのために、頰が赤らむ。

「褒めるな。気持ち悪い。とにかく、いきなり飯を出せってのは、仮にも曉宮様の仮かり妻づまの態度か？　しかもここは、師匠の家だろう。師匠に対しての礼れい儀ぎをわきまえろ」

「知ってるくせに、仮妻は形だけだって。しかも彩遊先生は、礼儀なんか気にしないし」

「気にする気にしないの問題じゃない！　師匠に対する、尊そん崇すうの念の表現だ、気持ちだ！」

　先の騒そう動どうで成敗された常宮絵師、賢夕の弟で子しであった純鉄。彼は今、体てい裁さいばかり彩遊の弟子となり、正道の常宮絵師として召めされるのを、待っている状態だった。常宮絵師の選定には、なかなか時間がかかるらしい。

　しかし純鉄は焦あせった様子もなく、日々、彩遊と共に暮らし、絵を描いている。

　純鉄は彩遊に対して、色々思うところはあるはずだ。だが形ばかりの師匠とはいえ、純鉄はそれなりに彩遊を立てて生活している。そして純鉄は、それがあまり嫌いやそうではない。

　そんな彼の落ち着いた様子が、千樹は嬉うれしかった。

「心から尊敬してるから、礼儀なんかいいの。ねぇ、歩いてきたらお腹空いたの。食べるものちょうだい」

「本当に、色気のかけらもないな、おまえ」

　文句を言いながらも、純鉄は厨くりやの方へ行ってくれた。

　千樹は純鉄の描いた猫ねこの絵を見おろし、首を傾かしげる。

　純鉄の絵はひっそりとした風情ふぜいがある。静せい寂じやくの中に、欠伸あくびする太った三毛猫の絵は、髭ひげ一筋すらも動かない。

　千樹が今朝描いた猫のように、騒がしく動くこともないし、ましてや具現し、紙から飛び出してくることもない。

　──成らない絵と、成る絵との違ちがい。成っただけの絵と、成って具現する絵の違い。不可思議な違い。でもほんの些さ細さいな違いで、そうなっている気もする。

　さやさやと、庭先から風が吹ふきこんでくる。新芽の薫かおりが強い。少し冷たい爽やかな風に、床の上に文ぶん鎮ちんで留めてある紙の端はしは、ひらひら動く。そこにある謎なぞに首をひねる千樹を、からかうようだ。

「千樹、よく来たね。お芋いもがあるよ」

　簀すの子こを巡めぐって、優やさしい笑顔の彩遊がひょこりと顔を出した。手には芋を盛った鉢はちがあったが、

「彩遊先生、駄だ目めです！　それは腐くさってます！」

　という純鉄の声が聞こえ、直垂の背中を摑つかまれて、曲がり角の向こう側に引き戻もどされた。

　そしてしばらくの静寂があった後、再び、

「千樹、よく来たね。筍たけのこがあるよ」

　と、さっきの一いつ瞬しゆんはなかったことにしたいらしく、彩遊がいつもの笑顔で、室の中に踏みこんできた。背後には純鉄も付き添そっている。

　純鉄がこの屋敷にいる限り、黴かびの生えた芋などを、振ふる舞まわれることはなさそうだ。

「お邪じや魔ましてます、彩遊先生。大好きです、筍。ありがとうございます、頂きます！」

　目の前に置かれた鉢の中には、薄うす味あじながらもこくのある、鰹かつお出汁だしで煮にた筍が、白い肌はだをさらしている。ほんのり温かく立ちのぼる出汁の香かおりに、千樹は手を合わせ、箸はしに手を伸のばす。

　ほくほくと筍を口へ運ぶ千樹を目の前にして座り、彩遊は満足げな様子だ。純鉄は、取り散らかっていた絵の道具を手早く片付ける。

「成る絵と、成らない絵の違い。成っただけの絵と、成って具現する絵の違い。どんな違いで、そうなってしまうんでしょうか。ちょっとした違いのようにも、思えるんですけれど」

　猫の絵に視線を向け、千樹は、先刻疑問に思ったことを口にした。

　すると彩遊は笑みを深くした。

「さては、それが気になって、今日は来たんだね」

「はあ、まあ。そうです」

　彩遊の顔を見たくなるのは、絵の不可思議について頭を悩なやませた時だった。

　さすがに師匠は、それを見み抜ぬいている。

　賢夕の事件があって以来、千樹は焦るような気持ちで絵の不可思議と向き合っている。早く、全すべて、絵の魔ま性しようと謎を知りたいと。そして、それを御ぎよする方法を知りたいのだ。

「そんなもの、早々におまえの頭で分かるようなら、もうとっくに誰かが理解して、きちんとした書物にでもまとめてるだろうよ」

　片付けを終えた純鉄が、もっともなことを言いながら腰こしを落ち着ける。そして考える素そ振ぶりで、床ゆかの上に何かを描くように指を滑すべらせつつ、続けた。

「俺には、成る絵が具現する、なんてことは想像の範はん囲いを超こえてる。けれど成る絵と成らない絵の違いなら、そこはかとなく感じる。もちろん、成る絵には、恐おそろしいほどの完成度が要求されるってのは分かる。けれどもし、同じものを描いた二枚の絵があって、双そう方ほうの完成度に差異がなくても、成る絵と、成らない絵があるような気がする。なんていうか、描えがき手の持っているなにかが、反映するような感じだな」

　成る絵をものする絵師を邪じや道どうとし、自分は正道の絵師でありたいと願っていた純鉄は、今もまだ、その思いを捨ててはいないはずだった。

　けれどその彼が、こうやって冷静に、成る絵と成らない絵の違いについて、考えを巡らせているのが頼たのもしい。

　師匠である賢夕を失った経験が、純鉄にすこしの大人らしさを与あたえたのかもしれない。

　邪道だ、魔性だと、成る絵を毛け嫌ぎらいするばかりでは、対局に存在する正道の絵師としての立ち位置を見失いかねない。冷静に考えることは、正道の絵師であり続けるためにも、必要なことだろう。

「描き手の持っているものの反映？　じゃあ成っただけの絵と、成って具現する絵の違いも、描き手の持つ何かなのかな？　分かりますか先生？」

「描き手が……持っているもの……」

　彩遊が、眉まゆ根ねを寄せる。

「なにか思い当たりますか？　先生」

　問うと彩遊は、肩かたをすくめて破顔した。

「いや、駄目だね。よく分からないよ、わたしも。わたしも絵が成ったことはあるが、具現したことはないし。しかも描くの一いつ本ぽん槍やりで、考えることを放ほう棄きしていたからね。それこそ取り憑つかれて……。ああ、そうだ」

　そこでなにか思い出したらしく、彩遊が表情を改めた。

「千樹。君は徒歩で、ここまで来たと聞いたけれど。帰りも徒歩なのかい？」

「そうですけれど、なにか？」

「帰りは純鉄君に、常宮まで送ってもらいなさい。七日ほど前から、都に鬼おにが出たという噂うわさがあるらしい。さっき、隣となりのお屋敷で耳にしたんだ」

「鬼!?」

　千樹と純鉄は同時に声をあげ、顔を見合わせた。

　たった二月前、鬼に翻ほん弄ろうされた二人には、聞き捨てならない噂だ。

「でも桜の屛びよう風ぶ絵えの向こうにいる春鬼は、右みぎ腕うでも完かん璧ぺきに封ふうじられました。桜の屛風絵にも、異変はありません。また出てくるはずはないんですが」

　千樹が呟つぶやくと、純鉄が千樹の耳元で、

「曉宮様のご様子は」

　と、囁ささやく声で問う。千樹はそれに小声で返した。

「いつも通りよ。わけがわからない意地悪だけど、いたって普ふ通つう」

　もし春鬼がこの人界に出現したならば、必ず、刀火の中にある魔ま王おうの種が暴れ出すはず。

　しかし刀火にその気配はない。ということは、その噂は単なる、たちの悪い噂に過ぎないのかもしれない。

　──でも、鬼だなんて。

　上東国の都である永冶は、平へい穏おんな都だ。この国そのものが、いたって平和なのだ。

　千樹はこの国に来て以来七年、「鬼が出た」というような、物ぶつ騒そうな噂話は聞いたことがなかった。だから刀火に召し出され、鬼が出現する屛風絵を封じろと言われたときの衝しよう撃げきは、相当なものだったのだ。

　しかし不ふ穏おんな噂は、不穏な空気から生まれてくる。

　春鬼を封印し、刀火の魔王の種が静まった今でも、永冶の都にはまだ、なにやら不穏なものが存在するのだろうか。

「彩遊先生。その鬼の噂、具体的にはどんな？　誰だれかに被ひ害がいがあったとか」

「特に悪さをしたとか、被害が出たとかではないらしいけれど。七日前に現れて、日に日に、目もく撃げきする者が増えているようだよ。とうとう昨夜ゆうべは、衛え門もん府ふの役人が呼ばれたと聞いたから、衛門府のお役人に伺うかがえば、詳しよう細さいが分かるかもしれないけれど」

　衛門府の役人が呼ばれた鬼がらみの騒そう動どうであれば、おそらく幻繕法術士には、報告が入っているだろう。常宮に帰ったらすぐに、刀火に確かく認にんしてみる必要があるかもしれない。

　ただの噂にしろ、鬼がらみというところが不安だ。

　純鉄はちらっと外へ視線を向けると、千樹に向き直った。

「おい、おまえ。もう帰れ。ここから歩いていたら、常宮に到とう着ちやくする頃ころには、夕暮れになる。おまえを送って帰り道、俺だって夜道は歩きたくない」

「そうね。そうした方がいいかも」

　素す直なおに、千樹は頷うなずいた。お互たがい、やはり、鬼についてはどこか神経質になっていると思う。だがそれは当たり前のことで、千樹は、互いの過か敏びんさを尊重したかった。

　千樹は彩遊に頭をさげると、立ちあがった。

「帰ります、先生。筍おいしかったです。ごちそうさまでした」







　常宮へ帰る道すがら、純鉄は、人通りの多い都大路を選んで歩いてくれた。

　人でごった返しているので、うっかりすれば人と肩がぶつかるし、騒そう々ぞうしくて、砂すな埃ぼこりがたちこめている。けれどなんとなく不安を感じて歩くときは、この賑にぎやかさがありがたい。

　春の風物。筍に白しろ味噌みそを塗ぬり、炭火で焦こがして焼き売りする香りが、食しよく欲よくを刺し激げきする。

「ああ、美味おいしそう」

　思わず呟くと、純鉄が嫌いやな顔をしてふり返る。

「筍は食っただろう、おまえ。しかも鉢はちの半分ほど、ぱくぱくと遠えん慮りよなく。形ばかりとは言え、曉宮様の仮かり妻づまが聞いて呆あきれる」

　そうやって苦情を言ったが、彼はすぐに、なんとも不安げな、気落ちしたような表情になる。

「でも、また鬼か。嫌になるな」

　純鉄は師し匠しようを失ってから、まだ二月。やっと気持ちも落ち着いた頃だろうに、その時に、師匠を失うきっかけとなった鬼の噂を耳にするのは、苦々しいだろう。

「でも曉宮のあの人は、いつもと様子が変わらない。鬼の噂は、ただの噂なんじゃない？　本当に鬼がいたら、あの人が敏感に感じているはずだもの」

「そう願いたいけどな」

　また前を向いて歩き出した純鉄と並ぶと、彼は、ちょっと目をすがめて前方の人ひと混ごみに視線を注ぐ。なにか不ふ審しん者でも見つけたような素振りだったので、千樹は思わず虫むし垂たれ衣ぎぬの隙すき間まを開き、彼が視線を送る方向へ目をやった。

「なに？　誰かいるの？」

「あれは高月様じゃないか？」

「え？」

　純鉄が指さしたのは、低い軒のきが連なる飯屋の角だ。立ち食いの椀わんを手にした男達が群がっており、その男達が堰せきになって、その周辺の人通りが淀よどみになったような混雑ぶりだ。

　その中に、地味な灰色の直垂ひたたれを身につけ、頭に紗しやの衣ころもを被かずいた青年の姿があった。

　彼はその辺りで人を待つ素振りで、飯屋の隣にある、櫛くし屋を覗のぞいていた。長身で細身、目立たないように振ふる舞まっているが、身ごなしは粗そ野やな男達の群れにあっては、隠かくしようもなく洗練されている。そして紗の陰かげから見え隠れするのは、愛あい嬌きようのある垂れ目ながらも、目の奥にどこか鋭するどさのある顔の半分だ。

　刀火の側そば仕づかえである、高月雅近に間ま違ちがいない。

「雅近様だわ。間違いない。でもなんでこんなところに、しかもあんな身なりで？　確か、父君の太だ政じよう大だい臣じん様に呼ばれてお屋や敷しきに帰ったと聞いてたのに」

「曉宮様の密命か？　もしくは逢あい引きか？　市し井せいの女と。それとも太政大臣様の遣つかいとか」

「密命だろうが、逢い引きだろうが、遣いだろうが、あのお方が、派手な衣装と堂々とした振る舞いを止やめるとは思えないけれど。なんだか怪あやしい。行ってみましょう！」

「おい、いいのか!?　もし逢い引きだったら」

　腰こしが引ける純鉄の手を引っ張って、ずんずんと人混みを搔かき分け、雅近らしき青年に近づこうとした。しかし彼は誰かに呼ばれでもしたかのように、顔をあげてふり返ると、器用に人の隙間をぬって、飯屋の角を曲がり、細い路地へと入り込んだ。

「ああ、もう！」

　舌打ちし、千樹はさらに足を速め、飯屋の角を曲がった。しかし、そこで歩みが止まる。

「行き止まり……」

　永冶の都は整然と路みちが通され、大たい概がいの道は縦横に交わるので、行き止まりというものがほとんど存在しない。しかしそこはなんの加減か、飯屋の裏側に大きな屋敷の塀へいが立ちはだかっていた。藁わらと土を固めた塀は、貴族の邸てい宅たくを囲う塀ではないだろう。商人かなにかの屋敷だ。

　その屋敷の中に入ったのかとも思えたが、塀には潜くぐり戸のようなものはなく、土色の、のっぺりとした壁かべが立ちあがっているだけだ。

「消えた？」

　千樹の呟きに、純鉄は、

「まさか」

　と、答えた。だがその答えは、自信がなさそうだった。
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　二人の背後からは、喧けん噪そうが途と切ぎれることなく聞こえている。
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「なんでしょうかねぇ、参りました」

　高月雅近は曉宮に帰ってくるなり、不満たらたらの表情で、刀火の前に腰を下ろした。

　春とは言え、未いまだ日の入りは早い。薄うすら寒い冷気と共に、太陽は山の端はに沈しずむ直前、橙だいだい色いろの光を曉宮の庭に落としている。

「太政大臣は、おまえになんの急用だった？」

　刀火は文ふ机づくえに向かっていた。法術の術式をまとめた糸いと綴とじの本から、目をあげずに訊きく。どうせ雅近の愚ぐ痴ちを聞くのならば、読書の片手間でよいと思えた。しかし、

「それが、俺が屋敷に帰って父君の所へ参上すると『呼んだ覚えはない』と仰おつしやる。俺を呼びに来た家人も同席していましたが、呆あつ気けにとられていましたよ」

　妙みようななりゆきを話し始めたので、刀火は文字から目を離はなした。

「呼んだ覚えがないと？」

「ええ、耄もう碌ろくする年でもないので、どうにも腑ふに落ちなくて。追つい及きゆうしましたが、呼んだ覚えはないの一点張り。しかしどうにも顔色が悪く、目も泳ぎがちで、おかしな様子です。今夜は宮様の許しを得て、こちらに留とどまろうかと申し出ても、宮様のもとへ帰れと、けんもほろろで」

「……おかしな話だ」

　太政大臣と上主は、雅近と刀火の間あいだ柄がらと同じだ。

　太政大臣は、刀火の父上主が幼い頃より側に仕え、上主が即そく位いしてからは、彼も太政大臣となり、政まつりごとを支えている。

　太政大臣は刀火にとって、生まれた頃から、父上主と同様に近しい存在だ。

　不ふ真面目まじめで、ゆるやかさのある息子むすこの雅近とは違ちがい、父親は真面目で厳格な男だ。上主の意を、間違いなく左右大臣以下に行き渡わたらせることが大きな役目なので、言葉の使い方も、命令の出し方も慎しん重ちようだ。

　その男が息子を呼べと命じたのに、息子がやってくるなり、呼んだ覚えはないという。

「俺もおかしいとは思いますが、追い返されてしまったもので」

　雅近がおどけて肩かたをすくめたとき、威い勢せいよく簀すの子こを踏ふむ足音が近づいてきた。巻き上げてある御み簾すの向こうから、ひょこりと顔を覗かせたのは千樹だった。

　千樹は雅近の姿を見ると、なんとも不審げな表情になった。そしてそのまま、雅近を横目で睨にらむようにして、室の中に踏みこんでくる。

「帰ったか千樹」







　二花　薫物合わせ




　千樹は雅近と少し離れた場所に端たん座ざすると、隣となりにいる彼が心底胡う散さん臭くさく思えた。

「なに、どうしたの？　千樹姫ひめ。いまさら俺の色男ぶりに気がついたりしてるの？」

「そんなものには、百年経たっても気がつかないと思います。雅近様、どこかへお出かけでしたよね？」

「ああ、自分の屋敷へね」

「それだけですか？　ふらふらと、市井の女性を追っかけて、出歩いたりしてませんか？」

「やりたいと思ったことは何回かあるけれど、今日はそんな暇ひまなかったな。なに？」

「……いいえ。じゃあ……人ひと違ちがいだと思います、多分」

　と答えながらも、千樹はどことなく腑に落ちなかった。しかし、にっこりと微笑ほほえむ愛嬌ある垂れ目を見ていると、毒気を抜ぬかれてしまう。

　冷れい酷こく非情な本ほん性しようを隠し持っている雅近だが、それが発揮される気配が微み塵じんもない。ということは、あの人混みで見た青年は、別人だったのだろうと思う。

　それよりも千樹が気になっているのは、彩遊から聞いた鬼おにの噂うわさだ。幻繕から刀火に、なにか情報が伝わっていないだろうか。

「まあ、雅近様のことはいいです。それよりも、あなたに訊きたいことがあるの。今日、彩遊先生のところで、妙な噂を聞いたの。それについて」

　と、身を乗り出した。すると刀火が、

「その様子では、時間がかかりそうだ。その前に、これを済ませる」

　続けようとする千樹の言葉を制して、彼は、文机に置いてあった文を千樹に差し出す。

「おまえが外出する直前、新宮の宮裏から届いた文だ」

「宮裏から？　いったい誰だれが？」

　受け取りながら、千樹は目を瞬またたく。

「仁に真ま様だ。綾あや峰みねの御ご生せい母ぼ殿どのからだ」

　千樹はひっと息を吞のんで、文を取り落とした。

「なんでそんな人が、わたしに文を!?　これ、毒が塗ぬられたりしてない!?」

「そこまであからさまではないが、似たようなものだ。明日、薫たき物もの合わせをするから、曉宮の仮かり妻づまである千樹姫も、是ぜ非ひ参加して欲しいと誘さそいの文だ」

「薫物合わせ!?　明日!?　冗じよう談だんでしょう!?　どうせなら、あなたが行ってよ！」

「残念ながら、女君だけの催もよおしとのことだ」

「わたしの袿うちきを貸してあげるから！」

　千樹は、十歳までしか貴族の生活をしていなかった。それでも、薫物合わせなんて催しは、つるし上げの刑けい場じようみたいなものだと知っている。そこで血祭りに上げられる恐おそろしさは、十歳の子供にでも分かった。絶対にそんな所へ行きたくないと、動どう揺ようして声が震ふるえた。

「なかなか面おも白しろい提案だが、わたしが袿を着て出向くのは、立場上難しい」

　冷静に突つっこまれ、頭の上から冷水が降ってきた気がした。

　──そりゃそうか。曉宮が女装で出席したら、それこそ大だい珍ちん事じだ。わたしが行くしか……。

「ですが宮様、薫物合わせの準備なんぞ、一日、二日ではできないでしょう。無む茶ちやですね」

　さすがに雅近もあきれ顔だ。

「わざわざ日付を書き込んである。日付は、一月前だ。文は一月前に渡したと、言いふらすためだ。猶ゆう予よは一月与あたえたのに、曉宮の仮妻は、薫物すら用意出来ずに顔を見せなかったと、笑いの種にする算段だ。もし顔を出せても、ろくな薫物が用意出来るわけはない。薫物のまずさをあげつらって、また笑いの種にする。見え透すいた嫌いやがらせだが、常宮の女君の間では、当たり前のように横行している」

　綾峰の母・仁真の声や話しぶりを、千樹は一度間近で聞いた。言葉のきつさや、他者を切って捨てるような冷たい声は、とても気位の高い女性のようだった。

　仁真は、綾峰が刀火に対して膝ひざを折り、彼に仕えると父上主に宣言したことが気に入らないのだろう。そこで刀火の仮妻をいびることで、間接的に刀火に意い趣しゆ返がえしをしたいに違いない。

「行けとは言っていない。一応、おまえ宛あての文だから、このような文が届いていると知らせただけだ。行きたくなければ、体調を崩くずしたと文を書いて、宮裏へ送れ。それだけだ。それで、おまえの話の続きは？　噂と言っていたな？」

　絶望感で愕がく然ぜんとしていた千樹に、刀火が意外なことを言ったので、目を丸くする。

「え、ちょっと待って。行かなくていいって、そんなわけないでしょう？　これはわたしを馬ば鹿かにすることで、結局は、あなたを馬鹿にしたいからなんでしょう？　違う？」

「そうだが？」

「じゃあ、行かなきゃ！　なぜ行けって言わないのよ、あなた」

「ろくな準備もなく行って、恥はじをかかされるのであれば同じだ。同じならば、行く必要はない。しかも、わたしの評判など、七つの年からたいして良くはない。今いま更さらだ」

　七つの年と刀火が言ったことに、胸をつかれる。それは彼が母である白しら船ふねを失った年だ。

　──馬鹿になんか、させない。

　不意に、怒いかりが湧わいた。

　相手を貶おとしめる場を作り、それを楽しむ低てい俗ぞくさが許せない。それは残ざん酷こくな娯ご楽らくだ。

　生まれ持ったものを御ぎよし、人らしく、立場に相応ふさわしくあろうとしているだけの人を、なぜ明るい場所に引きずり出し、罵ののしるような真似まねをしたいのか。残酷な娯楽の餌え食じきにしたいのか。

「行きます。行かせて。準備をするわ、今から。出席しても、あなたに恥なんか、かかせない」

　刀火を睨ねめつけるようにして要求すると、彼は心底驚おどろいたように、千樹を見つめ返す。

「なぜ行く？　血祭りに上げようと、手ぐすね引いて待っている連中のところへ、わざわざ」

「行きたいからよ。あなたは曉宮。この国で二番目に身分が高い人。さらに雅近様は太だ政じよう大だい臣じん様の嫡ちやく子し。お二人が手配すれば、今夜一晩しかなくても、上等な薫物が準備出来るはず。後は、明日の薫物合わせの場で、わたしが、どれほどそつなく振ふる舞まえるかにかかってる。それは今夜、柚葉に教えてもらう。そうだ、いっそ綾峰様を呼んで欲しい。あのお方なら、仁真様のお気に召めす作法や、やりとりを御ご存ぞん知じのはずだから。隙すきを作らなくて済むもの」

　答えてから、雅近と刀火を順じゆん繰ぐりに見やる。

「わたしは、曉宮の臣下よ。主人であるあなたを、けして貶めさせはしない。わたしがどんなに嫌いや味みを言われようとも、馬鹿にされようとも、あなたの仮妻がどれほどそつないかを見せつけて、あなたを馬鹿にする材料なんか与えない。だから行く」

　刀火は、何度か目を瞬いた。それからゆっくりと顔を伏ふせ、くっくと声を殺して笑い出す。そして「怖こわい姫ひめ君ぎみだ」と、笑いの下からそっと呟つぶやく。

　雅近はからかう調子で、

「曉宮様の姫君は、怖い、怖い」

　と歌うように言いつつ、心底おかしそうな色を目に浮うかべた。

「怖くて、結構。あなたの臣下だもの。そして、雅近様とも同類です」

　不ふ穏おんな噂について相談するのは、この厄やつ介かいな問題が終わった明日へ先延ばすしかなさそうだ。




　　　　○




　蔀しとみを閉じた真っ暗くら闇やみの室の中。そこに座った幻繕法術士は、数種の多た彩さいな珠たまを両りよう掌てのひらに包んで軽く振ると、床ゆかに落とした。そしてまたそれらを拾い上げては、同様に振って床に落とす。

　暗闇に響ひびくのは、ぱらぱらと、幾いく度ども続く、珠が床で跳はねる音のみ。

　珠そのものがほんのりと蛍ほたる火びのように、薄うす紫むらさき、薄うす赤あか、薄うす青あおと、光を放っているので、幻繕の顔に刻まれた皺しわの凹おう凸とつがぼんやりと見て取れる。

　幾度目か、珠を床に落としたその瞬しゆん間かんだった。床に跳ねたと思った珠が、突とつ然ぜん、一いつ斉せいにちりっと小さな音を立て、真っ二つに割れた。幻繕は、白髪しらが交じりの眉まゆをひそめる。

「これは……なんじゃ？」

　そして暗闇に目を据すえ、呟く。

「気の乱れ。これはなかなか怪あやしいのぉ、姫君」

　その時、

「御ご法ほう」

　閉じた蔀の向こうから、ひそめた低い声が聞こえた。高月雅近の声だった。

「特に変わった気配はないですか？　今こ宵よいも」

「異変なしとは言えぬ。気の乱れがあるようじゃ」

　幻繕は雅近の来訪を予期していたらしく、驚くこともなく、当然のように返事しながら、砕くだけた珠の一つを指先で摘つまむ。

「千樹姫ひめは明日、新宮に薫たき物もの合わせに呼ばれている。それに関する事では？」

　それを聞くと、幻繕は声を出して笑った。

「その程度のことで、気は乱れまい。もっと怪しげななにかが、姫君の周囲にはあるようじゃ。気をつけよ、太政大臣の嫡子。宮様にその不穏の気の害が及およばぬよう」

「もとより承知です」

　すっと雅近の気配が遠のく。

　幻繕は、砕けた珠の、ぼんやり光る断面を見おろした。

「さてのぉ、姫君。厄介ごとでないことを、願っておりまするぞ」




　　　　○




「本当に行かれるのですか？　千樹姫」

　不安げに問いかけたのは、刀火と面おも差ざしは似ていないものの、端たん整せいで品の良い顔立ちの二に之の御み子こ、綾峰だった。

「わたしは曉宮に仕える身として、行く必要があります」

　迷いなく答えた千樹は、袿うちき姿だった。

　襲かさね色いろ目めは雪の下。深い青の単ひとえの上へ、あるかなきかほどに薄うすい色の、紅梅の袿。その上へ淡紅梅の袿と、さらに中紅梅の袿を重ねる。そっと眠ねむる植物の青葉を、ほんのりした春の色が覆おおう趣しゆ向こう。そしてその上に、白糸で梅の小花を刺し繡しゆうした地模様のある純白の袿を、二枚重ねる。

　これが春の襲色目で、雪の下の梅を表現する。

「衣装は、間ま違ちがいないですよね。新参者の仮かり妻づまらしくしましたし」

　雪の下の襲色目を身につけて、千樹は落ち着いて己おのれの身なりを再点検して頷うなずく。

　髪かみ帯おびは外してある。夫を持つ女が、髪帯が必要なほど髪を乱す行いなど、するべきではない。と、それが仁真の持論であると、綾峰が教えてくれたからだ。

　綾峰は千樹の姿を見つめると、ほんのり頰ほおを染めた。

「そうですね。仮妻らしく……清せい楚そで、初うい々ういしい。綺き麗れいです、千樹姫」

　千樹と目が合うと、彼は悪いことでも見とがめられたかのように、慌あわてて視線をそらす。

　そこは新宮の奥まった位置にある、宮裏の一いつ郭かくだった。

　千樹は、渡わた殿どのの手前で立ち止まっていた。

　多くの建物が整然とならび、渡殿で繫つながれているので、宮裏はちょっとした迷めい路ろのようだった。だがこの渡殿を渡わたり、まっすぐ行けば、目的の建物だと教えられていたので迷う気き遣づかいはない。

　傍かたわらには綾峰と共に、これから薫物合わせに同行する柚葉がいる。

「姫様、本当にお綺麗です。雪の下、姫様に相応しいです」

　着付けを手伝ってくれた柚葉は満足そうだが、いつものような、はしゃいだ雰ふん囲い気きがない。これから千樹のお供で向かう場所で待つものが、彼女も不安でたまらないのだろう。

「ありがとう柚葉。では行って参ります、綾峰様。昨夜ゆうべから、ありがとうございました。助かりました」

　昨日の夕暮れ、綾峰は刀火に呼び出された。そして、薫物合わせの場での振る舞い方と、そして彼の母親である仁真の性質などを千樹に教えろと、命じられた。事情を知った彼は快く引き受け、徹てつ夜やで東の対たいの屋やに籠こもり、あれこれと指導してくれたのだ。

　綾峰は、さすがに二之御子だった。刀火よりも雅みやびな遊びに慣れた様子で、振る舞いから身ごなしに至るまで、事細かに教えてくれた。

　それでも不安が尽つきないらしく、彼はここまで付き添そって来た。

「千樹姫。今なら、まだ体調を崩したと文を出せます。なにも強しいて行くことは……」

　綾峰は再度、千樹を説得しようとした。昨夜から何度も、彼はこうやって千樹が薫物合わせに出席することを、止めようとしている。

「いいえ。行きます。薫たき物ものも、良いものを準備してもらえたし」

　と、柚葉が捧ささげ持つ塗ぬり盆ぼんの中に置かれた、香こう壺ごを見やる。

「昨夜から何度も申し上げましたが。あなたが素す晴ばらしい薫物を持参し、その振る舞いが完かん璧ぺきだとしたら、兄君の体面は保たれる。ですが、どんなに完璧に振る舞っても、その場にいるあなたに向けられる悪意は、防ぎようがありません。それでも行くのですか？　その場であなたに向けられる悪意は、恐おそろしく理り不ふ尽じんで容よう赦しやがないはずです」

　綾峰の身につける狩かり衣ぎぬは、地模様が美しい繊せん細さいなもの。その衣装を纏まとった姿は、物慣れぬ若々しい二之御子そのもの。不安げな様子すらも、母性の強い女なら魅み力りよく的に思えるかもしれない。

　綾峰は遠えん慮りよするように、扇おうぎで口元を覆っている。無む駄だと理解していながら、決意を翻ひるがえせないかと重ねて問うその様子は、心からの心配が伝わってきて嬉うれしかった。

　しかし千樹は刀火の臣下だ。

　自分よりも、まずは主人を守るために動く。それが臣下の務め。

　そしてこれが千樹の、刀火に対する恋こい心ごころをなだめる、唯ゆい一いつの方法なのだ。

「ありがとうございます。気にかけて頂いて。でも行きます。わたしは曉宮の臣下ですから。行こう、柚葉」

　礼を述べ、千樹は一つ頭をさげると、柚葉を伴ともなって歩き出す。

　──さあ、いよいよ血祭りに上げられるわけね。

　緊きん張ちようで顔が強こわばらないように気をつけながら、千樹は宮裏の、仁真の住む建物へと向かった。




　　　　○




「行ってしまわれた……」

　綾峰は一人、渡殿に取り残され俯うつむく。

　──千樹姫はどれほど、傷つくだろう。

　自分の母親の性質を、綾峰はよく知っている。そして薫物合わせで標的になった者が、どれほどえげつない真似まねをされるかも、幼い頃ころから散々見ていた。

　──行って欲しくなかった。なのに、兄君の名めい誉よを守るためにと。兄君のために。

　それを思うと、自分が屈くつ辱じよくに耐たえなくてはならないかのように、はらわたが煮にえくりかえる。

　──姫ひめ君ぎみにあんな真似をさせて、平気な顔をしている兄君が信じられない。

　拳こぶしを握にぎりしめた時だった。鼻先に、刀火の使う香こうの薫かおりがしたようだった。

　顔をあげると、庭を挟はさんだ渡殿から歩み去る、狩衣の背中が見えた。それが刀火の後ろ姿だと気がつくと、綾峰はかっとした。

　──見ているならば、姫君に、止やめろと一言言ってくださってもいいものを！

「兄君！」

　宮裏であれば、刀火よりも綾峰の方が間取りは詳くわしい。先回りして、簀すの子この曲がり角の先に立ちふさがると、刀火がいつものように涼すずしい顔で綾峰を見つめ返していた。

「兄君！　千樹姫は行ってしまわれました、兄君のためにと！　なぜ止めよと命じられない！　あのような場に行けば、どんな目にあうか。兄君も御ご存ぞん知じのはず！」

「知っている」

　刀火はなおも表情を変えない。

「では、なぜ！」

「あれはわたしの仮妻だが、実際は、わたしの臣下であると誓ちかった。その決意は受け入れたからだ」

「しかしだからと言って、無む慈じ悲ひな……！」

　声を荒あららげていた綾峰だったが、刀火の衣装が、いつもの着き崩くずした狩衣ではないのに気づく。狩衣をきっちりと端正に着こなし、髪も結ゆっている。

「……兄君。その衣装は……なにか、されるおつもりですか」

　すると刀火が、口元にあるかなきかの微び笑しようを見せた。

「気がついただけ褒ほめてやる。通せ、綾峰。わたしは急ぎ、向かわねばならない場所がある」

　そこで綾峰は刀火の意図を悟さとり、「あっ」と声が出た。

　──兄君は、おそらく。

　怒いかりが、潮のようにひく。自分が短たん慮りよで刀火に嚙かみついたことが恥はずかしくなり、耳が熱くなる。綾峰は、しおれたように項うな垂だれると道をあけ、さらに頭をさげた。

「無礼を申し上げました。すみません……。お供をいたします、兄君。お邪じや魔までしょうか……？　けれどわたしも、共に」

　歩き出しざま、刀火がするりと綾峰の肩かたに触ふれた。

「許す。来い」

　刀火の背中が、ふと笑った気がした。




　　　　○




「曉宮様のもとより、千樹姫ひめがお見えです」

　案内の侍じ女じよに導かれ踏ふみこんだ室内には、既すでに十人ばかりの女君と、その付き添いの侍女たちが端たん座ざしていた。

　室の最さい奥おうには、ふっくらと肉付きの良い体型でありながら、温和さのかけらもなく、どちらかと言えばぎすぎすとした尖とがった気配を発する女性がいた。たいがい肉付きが良いと愛あい嬌きようがあったり、優やさしげに見えたりするものだ。だが彼女は、細い目の冷れい淡たんさが、ともすれば丸くなりがちな印象を全すべてぬぐい去っている。

　座っている位置から、彼女が綾峰の母、仁真であるとわかった。声を聞いたことはあるが、顔を見るのは初めてだった。

　綾峰とはあまり似ていない、自信にあふれた、高圧的な雰囲気の女性だ。

　蔀しとみも御み簾すも全てあげられ、春の日の光にあふれる庭が見通せて、爽さわやかな風が吹ふきこんでいる。そんな心ここ地ちよいしつらえの中、一いつ斉せいに千樹に向けられた視線は冷淡だった。

　末席、と思われる端はし近い位置に座るように導かれた。

　着席すると、背後に座った柚葉が悔くやしげに囁ささやく。

「なぜこんな端近い場所に？　失礼です、曉宮様の仮かり妻づまである姫君に」

　さっそく、相手の対応が癇かんに障さわったらしい柚葉に、千樹は苦く笑しようしてふり返った。

「まあ、この程度は当たり前よ」

　こっそり答えながらも、これ以上に、あからさまに酷ひどいことをされないようにと、願わずにいられなかった。

「では、礼をわきまえない遅ち参さんの者もありましたが、薫たき物もの合わせをはじめましょうか。判者は誰だれにいたしましょう？」

　ちくりと嫌いや味みを交えながら、仁真が口を開く。

　遅参は千樹のせいではない。仁真の遣つかいが、わざと遅おそい刻限を知らせたのだろう。

「この顔ぶれですと、見識の高い仁真様をおいて、判者を務められるお方はおりますまい」

　柱近くに座る女が、織り込み済みらしい提案をする。

　それに応じるように、一斉に皆みなが頷うなずく。

「困りましたね。けれど皆の推挙を無視するわけにもいきませんので、及およばずながら、わたくしが判者となりましょう」

　告げると仁真は、てきぱきと指示を出す。

「ではまず、岐き内ない様から如何いかがでしょうか？　お薫物をご披ひ露ろう願えませんか？」

「恥ずかしながら」

　と告げ、仁真を判者に推挙した女が、持参した香壺を侍女から受け取り、仁真の方へと差し出す。

　香壺は、薫物を保存してある陶とう磁じ器きの壺の総そう称しようだ。しかし薫物合わせに用いられる香壺は、保存を目的としたものではなく、薫かおりを嗅かぐことを目的としたもの。そのために掌てのひらに収まる程度の大きさで、蓋ふたの部分には、香こう炉ろのような隙すき間まがある。

　薄うすい陶磁器で作られた香壺を両掌で包んで温め、中にある薫物の薫りを吟ぎん味みする。

「これは春らしい。春の薫り、梅花を基本に、芽め吹ぶく草芽の薫りに似た、爽やかさも混じる。岐内様のご出身、西にし山やまの鄙ひなの風情ふぜいを洗練されたものへと変化せしめる。控ひかえめでありながら、心こころ延ばえの華はなやかさをうかがわせる薫物です。感服しました」

　岐内という女君の香こう壺ごを手にすると、仁真はすぐに、すらすらと判じた。

　薫物合わせとは、私的な遊びだ。

　薫物を持ち寄り、皆で薫りを楽しむ。そしてそれを、その場で判者と決まった者が、判詞として感想を述べるのだ。その際の判詞は、純じゆん粋すいに薫りの感想が述べられるだけではない。その人の人ひと柄がらや、心延えまでも織り込むのが常。

　──ああ、なんて標的をいびりやすい構造の遊びなの。

　仁真の判詞を聞きながら、千樹は心の底からうんざりした。

　こんなことに血道を上げるとは、常つね日ひ頃ごろが、よほどお幸せでお気楽なのだろう。

　次々と薫物が、仁真に回される。仁真はあるいは絶賛、あるいはちくりと嫌味を交えながら、すらすらと判詞を述べた。そしていよいよ、千樹にも順番が回ってきた。

「それでは最後に、曉宮様のもとより、特別にお招きしました千樹姫に、お薫物をご披露願えませんか？」

　仁真の声に、千樹は軽く一礼し、姿勢を正すと、柚葉が差し出した香壺を手にした。

　壺にかけてある錦にしきの布を取り去ると、両手で捧ささげ持ち、立ちあがる。

　仁真の前に近づき、もたつくことなく、さっと座る。座ったとき、香壺の位置が、仁真の胸辺りに合うようにした。

　綾峰から教えられた作法を、千樹は完かん璧ぺきにこなしていた。

　指先まで、これ以上ないほど緊きん張ちようしていた。しかし春鬼を前にしたときの恐きよう怖ふを思い出せば、この程度の緊張感であれば、冷静に制せい御ぎよ出来る自信があった。

「お心延えに、添そえますれば」

　と、これも綾峰から教えられた口上を述べた。

　その口上に、仁真はむっとした様子だった。

　通常であれば「恥ずかしながら」といって差し出すが、これは略式の口上で、古くは「お心延えに、添えますれば」と言ったという。それを知っている者が少ないので、仁真は必ず気に入らない者があれば、言葉の意味を知らぬと、その者だけをあげつらい、非難するらしい。

　しかし綾峰のおかげで、仁真が非難する隙すきがない。

　仁真は香壺を受け取ると、両手で包んで鼻を近づけた。

　その目が、大きく見開かれる。驚おどろきの気配に、顔を伏ふせたままの千樹は、内心ほくそ笑えむ。

　──どれほど物ぶつ騒そうで、怖こわいと評判の一いち之の御み子こ様でも、お相手は、この国で二番目に高貴な曉宮様。そしてその腹心の部下は、太だ政じよう大だい臣じんの嫡ちやく子しよ。彼等が本気になって手配すれば、並なみ大たい抵ていの薫物など、消し炭にしか思えないような代しろ物ものが、手に入る。

　薫物は、練り合わせて完成させるまで、一月はかかる。

　手持ちの薫物で、どの程度のものを持参出来るかが、勝負どころと言っていい。

　刀火は常日頃、自分のための薫かおりは決めていて、それ以外を無む闇やみに蒐しゆう集しゆうしたりはしない。

　その刀火の習慣を見み越こして、仁真は、準備期間を与あたえないような小細工をしたのだろう。薫物を手配する期間は、ほとんどない。ろくなものを準備出来ないはずだ、と。

　しかしそれは、甘かったのだ。曉宮の本気を、彼女は計りそこねていたのだ。

「これは……春の薫物、梅花が基本。しかしそれに、安あん息そく香こうを加え、さらに鬱う金こんも強めにしたもの。それにわずかな、落ち着きを添える薫りが」

　苦しげに、仁真は、薫物の客観的な薫りだけを述べようとしていた。

「それはわずかな霍かつ香こうです」

　伏したまま千樹が答えると、仁真はさらに苦い顔をする。

　回されはじめた千樹の香壺が、群を抜ぬいて華やかで、そして春めいているのに気持ちを和なごませる、上質の薫物であることは隠かくしようがない。

　仁真は一呼吸置き、戸と惑まどいを振ふり払はらうように口調を変えた。

「良き薫りやもしれませぬが、あまりに良すぎて、不ふ穏おんです。害毒になるほどに、人を魅み了りようするに過ぎるきらいがありますね。常宮を乱す、高貴な薫りとでも申しましょうか」

　暗に告げられた刀火への批判に、千樹は唇くちびるを嚙む。

　刀火の身分では、仁真も正面切って文句を言えないから、薫物にかこつけているのだ。さらに、

「亡国の姫ひめ君ぎみには、不相応なる高貴さにも思われます。いえむしろ相応ふさわしいのでしょうか？　常宮を乱す恐おそれある薫りなれば、自国を滅ほろぼした上主の血族には？」

　薫物の質のよさに驚いていた周囲の者が、仁真の判詞を耳にして、くすくすと笑い出す。

　判詞が述べられる間、千樹は顔をあげられない。それが作法だが、忌いま忌ましい。

　──この程度のこと、我が慢まんする覚かく悟ごで来たんだ。

　仁真が判詞を続ける。

「いったいなぜに、亡国で枯かれるが妥だ当とうな花が、上東国へと流れてきたか。本来の花であれば、そのたおやかさ故ゆえに露つゆと消えても不思議ない。この薫りの暗示するように、人を惑まどわせ、利を得てこちらに辿たどり着きましたか。これは不穏なる、怪あやしげなる、薫り」

　その尻しり馬うまに乗るように、誰かが言った。

「まあ、女の身で、人を惑わせ利を得るとは。それは春を売るような？」

「違ちがいないでしょう」

「まあ、汚けがらわしい」

　えげつない想像を口にする下げ劣れつさに、千樹はかっとした。

　しかしここで一言でも反論すれば、躾しつけがなっていないと、さらに批判される。その時、

「七年前の姫君は、御おん年とし十歳の子供でございます」

　さらりと、けして声こわ高だかではないが、きっぱりとした声が割って入った。柚葉だ。さすがに礼節をわきまえながらも、擁よう護ごする方法を心得ている。だが、それがまずかったらしい。

「では姫君とご一いつ緒しよに逃のがれられた姉姫ひめ様には、さぞご負担がかかったことでしょう。阿あ樹じゆ様はその時、花盛りの十七歳と、お聞きしております」

　仁真の声に、周囲がざわめく。

「なれば阿樹様は、誰だれともしれぬ者どもをお相手にして逃にげ延びたのかしら？」

　囁ささやかれた声を耳にした瞬しゆん間かん、全身の血が逆流したような気がした。

　今までの比ではないほど、怒いかりで頭が真っ白になった。

　逆に目の前の視界は、見ている板目が消えて、真っ赤になるような怒りだった。

　──なにを言い出すの!?

　床ゆかについていた手を、強く握にぎりしめた。

「上主様は御ご存ぞん知じだったのかしら？　阿樹様がそのような」

「どうりで、宮裏でも大人しくしていらしたわけですわ」

　自分のことならば、いくら罵ば倒とうされようと構わない。覚悟をしてきた。けれどか弱い体と心で、懸けん命めいに幼い妹姫を守った阿樹をこれほど辱はずかしめられ、黙だまっていられるわけはなかった。しかも今は亡なくなって、この世にすらいない人だ。反論の一言も出来ない人だ。それに対して、なんたることを言うのだろうか。

　──この連中、全員。全員、呪のろわれればいい！

　我慢の限界を超こえ、千樹は、礼を失するのも承知で顔をあげようとした。声を限りに呪いの言葉を吐はき出したかった。しかし、

「おや、よい薫りがするね」

　庭の方から、穏おだやかで落ち着いた声が割って入った。

　その場にいた全員が、凍こおりついたように沈ちん黙もくする。

　千樹もその声ではっとして、かろうじて顔をあげるのは止められた。だがその分、全身は怒りに強こわばり、震ふるえた。

「上主様……」

　恐れるような仁真の声がして、周囲の者どもが一いつ斉せいにひれ伏したのが気配で分かった。

　衣きぬ擦ずれの音がして、上主らしき気配が階きざはしをあがり、中へ踏ふみこんできた。そして仁真と少し離はなれた場所に、腰こしを下ろす。

　千樹は顔を伏せたまま、肩かたは怒りに震え続けた。指先も震えていた。唇をきつく嚙かみ、上主の登場などほとんど意に介かいさず、内心がぐらぐら沸わき立っていた。

　──ここにいる、女君。全すべて。全て、許さない。

　千樹のごく近くで、上主の声がした。

「よい薫りに惹ひきつけられて、邪じや魔まをしてしまった。判者はいずれだ？」

「……わたくしに、ございます」

「華やかな催もよおしに、自身が判者とは味気ない。仁真も競きそうが良い。余が判者となってやろう」

「しかし上主様が御おん自ら」

「余がやりたいのだ。どれ、判じよう」

　千樹は動けなかった。上主が何を言っているのか、何をしているのか理解出来ないほど、怒りのために頭が真っ白だった。

　しかし、しばらく経たつと、上主が次々に、香こう壺ごを吟ぎん味みしているのだと気がついた。

　これは月並み、これは俗ぞくっぽいと、上主は簡潔に薫たき物ものを判じていく。

　上主のやりように、なんらかの目的を感じ、千樹は徐じよ々じよに冷静になる。

　──上主様がなぜ？　どうして突とつ然ぜん、こんなところに。

　最後に、上主は一つ香壺を手にすると、即そく座ざに言った。

「これは群を抜いて良い薫物だ。品があり、深い。他ほかの薫物がかすむ良品。これが最も優すぐれている。これは誰の薫物だ？」

「それは千樹姫です。曉宮様の仮かり妻づまでいらっしゃる姫君です」

　忌ま忌ましさが滲にじむ硬かたい声で、仁真が答える。

「ああ、そなたか。姫君。相まみえるのは二度目だな、顔をあげよ」

　命じられ、千樹はそろりと顔をあげた。わきあがった怒りがまだ胸の内に燻くすぶっているし、上主の出現に戸惑っているしで、強ばった無表情しか出来ない。

　しかし上主は、千樹の顔を見て微笑ほほえんだ。端たん整せいではあるが、刀火とはあまり似ていない上主の目元には、慈じ愛あいが見て取れた。

「味わい深く、清せい楚そで、それでいて残り香がが薫かおる強さもある、良き薫物だ。このような薫物を持参するとは、曉宮は、よい姫君を仮妻に選んだ」

　上主の言葉に、その場にいた女君全員が息を吞のむ。

　──上主様が、……褒ほめた。

　そもそも上主は、特定の者を名指しして褒めたりしないものだ。

　上主に目をかけられたと有う頂ちよう天てんになる者もあるだろうし、また、褒められた者への嫉しつ妬とが、上主への不満へ繫つながりかねないからだ。

　それでも、あえて名指しして褒めるというのは、その必要がある場合のみ。主に、公おおやけの政まつりごとの場でだ。褒めることそのものを、褒ほう美びとする習慣がある。

　しかしこのような私的な場で、特定の姫君を褒めることは異例だ。上主がそれほど目をかけているのだと、暗に周囲に知らしめて牽けん制せいする言葉だ。その姫君を愚ぐ弄ろうすれば、上主に逆らうこととなる。

　──なぜ？　一度しかお目通りしたことのない、わたしを。

　上主は立ちあがろうと、膝ひざを立てる。

「さて気まぐれもここまでにして、正せい宮ぐうに戻もどらねば」

　と言いつつ、立ちあがる寸前に、千樹の耳元にそっと言葉を落とすように囁く。

「ものをねだったことのない曉宮が、はじめて余におねだりをした。弟御み子こを従え、大おお仰ぎようにおねだりしてくれた。そなたは、その価値がある姫ひめ君ぎみらしいな、曉宮にとって。余にとって、阿樹が可愛かわいかったように」

　──え？

　目を瞬またたくが、上主はそのまま立ちあがり、やってきた時と同様、階を下りていった。

　──あの人が、助けてくれた。

　嬉うれしいというよりも、この邪じや悪あくなものが満ちている場所で救われたことに、ただ、ほっとしていた。







　柚葉は、曉宮への帰り道の道すがら、めそめそ泣いていた。

　千樹は、柚葉の助けが嬉しかったと、ずっと慰なぐさめ続けた。だが柚葉は、阿樹や千樹が悪あし様に言われたことに傷つき、その衝しよう撃げきが癒いえないらしい。

　傷ついているのは、千樹も同様だった。

　けれども柚葉のように、泣くことはできなかった。それよりも腹の中で、真っ黒い大だい蛇じやがのたうつような怒りがあって、それを表情に出さずにいるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　宮裏で、千樹のことを心配して待っていた綾峰に声をかけられても、「大だい丈じよう夫ぶです」と、一言返すのが精一杯。まだ何事か問いたげな彼に一礼し、足早に宮裏を辞した。

　曉宮に帰り着くと、千樹は柚葉に休むように言って、下がらせた。柚葉はすぐに雅近を探して、彼に慰めてもらうだろう。そうした方がいい。

　斜しや陽ようが射さしこむ東の対たいの屋やに一人残り、千樹は室の中央にすとんと座った。

　やっと終わった。刀火に、助けてもらえた。

　そんな安あん堵ど感かんは胸の奥にあるのだが、それ以上に強きよう烈れつなのは、怒りだった。

『阿樹様は、誰ともしれぬ者どもをお相手にして逃げ延びたのかしら？』

　面おも白しろそうにそう言った女君の声が、耳について離れない。両手で耳を塞ふさぐ。

　聞きたくないと思うのに、耳の奥でそれが何度も何度も繰くり返し聞こえる。その言葉が発せられただけで、阿樹が穢けがされたような気がして、腹の中の黒い蛇へびが、激しくのたうつ。

　──姉様や賢夕先生は死んだのに、なぜあんな人たちが、のうのうと生きているの？

　悔くやしくて、涙なみだが出そうだ。

　──許せない、あんな人たち。

　目の端はしに、取り散らかしている絵の道具が見えた。落書きの最中で放ほうり出していたもので、硯すずりの中には墨すみがたっぷり残っているし、線せん描びよう筆も二、三本、硯に置いてある。何も描えがいていない上じよう白はく紙しが、数枚散らばっている。

　千樹は無意識に上白紙をかき集め、線描筆に手を伸のばした。筆先に墨を含ふくませ、上白紙の上へかがみこむと、口元に微笑が浮うかぶ。

　──覚えているわよ、あの人たちの顔。

　橙だいだい色いろの光に照らされ、自分の影かげが濃こく、紙の上に落ちている。

　──寸すん分ぶん違たがわず描いて、この紙の上で成ったら……様々に試ためしてやろうか。どのようなことをすれば、現実のあの人たちが、どうなるか。

　殺そうとまでは思っていない。

　だが殺しさえしなければ、様々に相手を嬲なぶっても、それは当然の権利のような気がした。

　──だってあの人たちが、姉様を侮ぶ辱じよくしたのだから。

　しかし、筆先が紙に近づかない。指先に力をこめるが、震える爪つめが、筆の持ち手に当たってカチカチ鳴る。自分の躊躇ためらいに、千樹は歯がみした。

　──なんで描かないの！

　報復は当然だと思うのに、自分は何を躊躇っているのか。

　苛いら立だたしくなり、奥歯を嚙みしめ歯ぎしりする。

「魔ま物ものの顔だな、姫君」

　突然、背後から聞こえた声に驚おどろき、千樹は手にした線描筆を取り落とし、ふり返った。







　三花　青き鬼




　筆が落ちた紙の上に、墨の染しみがじわりと広がる。

　いつの間に来たのか、刀火が廂ひさしの間の柱にもたれかかり、こちらを見み据すえている。

「薫たき物もの合わせで無礼千せん万ばんだった輩やからを、成る絵で懲こらしめようとでもしたか？」

　言いながら刀火が近づいてきたので、千樹は己おのれの醜みにくい部分を指し摘てきされたのだと気がつき、いたたまれなくなり俯うつむく。筆を握にぎっていた手を胸むな元もとに引き寄せると、青ざめた。

「でも、……それのなにが悪いの？」

　低く、呻うめくように呟つぶやいていた。自分の声が、獣けものの声のようだと感じた。それを醜いと思いながらも、悪いと思えなかった。

　一いつ瞬しゆん、刀火は沈ちん黙もくした。しかし、

「止やめておけ」

　意外にも静かで、優やさしいとさえ思える声こわ音ねで彼は答えた。

　刀火は千樹の前に膝をつき、千樹が胸元に引き寄せていた右手を、ぐいと引っ張った。そして固く握られている拳こぶしに、触ふれるか触れないかの口づけをした。

　千樹は焦あせって顔をあげ、身を引こうとするが、手を取られているのでそうもいかない。

　刀火と目が合った。

　緑を秘ひめた瞳ひとみが、まっすぐ千樹を見つめていた。

「おまえは魔ま性しようの門へ入ると誓ちかったのならば、己のなかの魔性を、今まで以上に律する必要がある。そうでなければ本物の魔性になるだろう」

　その言葉に、ぎくりとする。

　──わたしが本物の魔性に？　そうだ。この人は、魔ま王おうの種を抱かかえているからこそ。

　その言葉には、事実を知る者の重みがあった。

　怒いかりにまかせて、感情の赴おもむくままに荒あれ狂くるってしまえば、本物の魔性になる。魔性の門へ入る決意をしたのならば、まずはそれを律することを覚えなくてはならない。

「怒り。憎にくしみ。妬ねたみ。嫌けん悪お。感情は様々で、それがあって当然。怒り憎しみ妬み嫌悪、それらを感じることは構わない。だが感情のままに振ふる舞まい、人に害をなせば、薫物合わせで無礼を働いた輩と同様だ。人らしくあろうとするならば、感情を律することだ」

　淡たん々たんと刀火が紡つむぐ言葉が、怒りと屈くつ辱じよくを洗い流すような気がした。怒りと屈辱に覆おおい隠かくされて見えなかった、千樹の中にあるものが、ようやく顔を覗のぞかせる。

　──わたしが躊躇った理由は……。そうか……。

　紙に筆を下ろせなかったのは、千樹は薄うす々うす心の中で知っていたからだ。

　怒りや憎しみのまま、獣のように荒れ狂い、そのように振る舞えば、魔性へ近づく。

　千樹を取り巻いた女君たちとて、魔ま力りよくはないにしろ、あれは確かに小さな魔性だ。嫌悪感や怒り、妬みや嫉しつ妬と。それらの感情のままに振る舞う、魔物の心だ。

「人らしく、あなたはありたい？」

「そう思う」

「なぜ？　なぜ魔性ではなく、人らしくありたいのかしら？」

　自分の心に問うように重ねて問うと、

「人らしくある者を見たときの方が、わたしは美しいと思う。だからだ。それだけだ」

　彼は当たり前のように、気負いなく答えた。

　その答えを聞いた途と端たんに、力が抜ぬけた。千樹はその場に、背中を丸めてくにゃりと座る。

「わかった。わかってる……ただ。我が慢まん出来なかったから、思わず。……ありがとう。正気になった」

　項うな垂だれて、気弱に呟く。

　──魔性は恐おそろしい。

　真の魔性であれば、どれほど残ざん酷こくなことでも出来る。

　千樹はそれをよく知っている。知っているからこそ、自分が今、意識せずに魔性の者のように振る舞おうとしたことが、怖こわい。

　人が人らしくあろうとするならば、自らを律することが必要なのだ。

　人が人らしくあろうとするには、忍にん耐たいと、冷静さが不可欠で、それは大変なことだ。

　──大変な思いをして自らを律し、人らしくありたいと、なぜわたしは、思うの？

　そう心の中で、自分に問いかけたときに、刀火は握っていた千樹の手を放し、柔やわらかく彼女の肩かたを抱だき寄せた。

　甘さの中に爽さわやかさのある、彼の薫かおりに包まれて、千樹は驚くと同時に耳が熱くなった。

「礼は不要だ。わたしは、おまえをねぎらい礼を言うために来た。よくやった。見事に振る舞ったと聞いている。わたしの名めい誉よのために、おまえは行った。礼を言う」

　抱き寄せられて、よい薫りに包まれて、たった今自問した答えがすんなりと出てきた。

　──人らしくありたいと思うのは、人らしくあろうとする人が、美しいからだ。この人が言ったとおりだ。

　刀火は美しいと思う。容よう貌ぼうがぬきんでて端たん整せいであるのとは、関係ない。彼のありようが、とても美しいと思えるからだ。

「あ……あの、いや。それは……。そうだ。あなたこそ、上主様に助け船を頼たのんでくれた。あの……あの、ありがとう。本当に助かったの。あの助けがなかったら、わたし……」

　しどろもどろで礼を言うと、刀火の手がついと千樹の顎あごに触れる。軽く上向かされて、刀火と視線が絡からみ合う。すると刀火が、呟く。

「素す直なおに礼を言うと、……可愛かわいい」

「え？」

　熱に浮うかされたような、どこかぼんやりした表情で、刀火の唇くちびるが千樹の唇に近づく。

　千樹は仰ぎよう天てんし、両手で刀火の胸を押しやった。

「待って！　待ってよ！　これは例の、臣下との交流ってやつ!?　そんなことするなら、とりあえず雅近様にして、雅近様に！　それが妥だ当とうじゃない!?　昨日の昼間も言ったわよね！」

　すると、刀火が正気づいた顔になる。

「ああ……そうだったな。忘れていた。許せ」

　そう言うと、千樹の肩から手を離はなし、少し距きよ離りを空けて座り直す。

「いえ、別に、いいの。ははは……いいの、いいの」

　乾かわいた笑いで動どう揺ようを隠しながら、千樹はぱたぱたと、手で顔を煽あおぐ。自分が赤面しているのがわかるので、早くこの赤みがひいて欲しかった。

　──この人は、どこまで自覚的なのか、よく分からない。

　少なくとも今のは、千樹をからかったのではなく、思わずのようだった。

　女の臣下を持った不慣れから、なんとなく、見境がつかなくなっているとしたら、刀火の理性も危あやういものだと思う。健全な十八歳男子ならば、身近に、自分に好意を寄せている女がいれば、ついうっかり、手を出したくなるのだろうか。

「とりあえず、褒ほめてやろうと思って来た。よくやった。それだけだ」

　さっきまでの甘やかさが噓うそのように、刀火はいつもの冷静な表情と声で、改めて告げた。

　千樹も今いま更さらながら居住まいを正し、深々と頭をさげた。

「あなたの助けがなかったら、それも危うかったので、こちらこそありがとう」

　それで顔をあげると、

「当然のことだ」

　と刀火は答えた。

　それから、しんと双そう方ほうに気まずい沈黙がおりた。互たがいに顔を見つめる。

　刀火の眼まな差ざしが、どうしようもなく美しいと思えて、心が震ふるえる。

　この沈黙だけで、胸がきゅっとして、しぼられるように甘く痛い。

　──この人、本当にいい薫り。どんな薫りよりも、好き。もう一度、触れてくれれば、いいのに……。もう一度。

　そんなことを思った瞬しゆん間かん、その己の思考が猛もう烈れつに恥はずかしかった。

　──なにを考えてたの、わたしは！　そもそもこの沈黙が悪いのよ！　なにこの沈黙！　この人もいつもみたいに、ちくちく嫌いや味みでも言えばいいのに、なに黙だまってるの!?　なにか話題。話題。あ、なにかこの人に、訊きかなくちゃいけないことがあったような……。

　千樹はあれこれと考えを巡めぐらし、ようやく思い出した。その話題を見つけた嬉うれしさに、思わず膝ひざを打つ。

「そうだ！　あの噂うわさだ！　ねぇ、耳に入ってる？　都に鬼おにが出たという噂があるらしいの！」

「なぜそれほど嬉しげだ？　鬼の話題に」

　訝いぶかるような表情で、刀火は首を傾かしげる。

「え、いや。嬉しいわけじゃないけど。そんな噂を聞いたから、あなたの耳に入っているか、訊いてみたいと昨日から思っていたのよ」

「その噂なら、今朝耳に入った。衛え門もん府ふから幻繕御法を経由して、わたしに知らされた。噂があるのは事実だ。八日前に目もく撃げきされたのを皮切りに、毎夜、目撃されている。日に日に目撃数は多くなるが、夜にしか出現しない。父上主のお耳にも入り、不安を感じられているご様子だ」

「春鬼なの？」

「目撃された姿形が、春鬼とは違ちがう。わたしの中の魔王の種も、騒さわがない。春鬼ではない」

「春鬼じゃない？　でも、それが鬼だってはっきり分かる姿だったのよね」

「髪かみ色は鬼おに火びのように薄うす青あおく、額に、白い一本角があるそうだ」

　千樹は胃が縮むような緊きん張ちようを覚えた。

　──鬼火のような髪色。一本角。

　顔色をなくした千樹の様子に、刀火の目が鋭するどく光る。

「覚えのある鬼か？　千樹」

　千樹は、ぎこちなく頷うなずく。

「わたしの父、上かみの北ほく国こくの上主の傍かたわらには、頭から衣ころもを被かずいた、得体のしれない人物がいたの。わたしはその衣の下を見たことがなかったけれど、垣かい間ま見みてしまった人はたくさんいて。その人たちが、皆みな口を揃そろえて言っていたの。髪色が、人にあり得ない、鬼火のような薄青で。しかも額に一本の白い角があったと」

「それが神話の鬼の一人。冬とう鬼きか」

　冬鬼。かの鬼は上北国の上主に取り憑ついて魔ま王おうにして、国を滅ほろぼした。

　今も上北国は混こん沌とんの中にあり、国の態ていをなさない無法地帯のままだ。それこそ神話の鬼、冬鬼が求める世界のはず。その地で鬼は、存分に人間の負の気を吸いあげ、満足して生きているものと、千樹はずっと思っていた。

　だが冬鬼は、再び千樹の前に姿を見せた。

　桜の屛びよう風ぶ絵えの事件の折、冬鬼の精神が雅近に取り憑いていた。そもそも桜の屛風絵の封ふう印いんを解くように仕向けたのは冬鬼で、あの一連の出来事の発ほつ端たんは、冬鬼なのだ。

　刀火がそれを見み抜ぬき、雅近の体から追い払はらった。あの時、冬鬼が滅んでくれればと願ったが、そんなに簡単に、神話の鬼は滅んでくれなかったということ。

　そしてまた、冬鬼か出現したというのだ。

　今度は誰だれかに取り憑いたわけではなく、自分の姿を現している。

「なぜ今更？　先の桜の屛風絵の一件で、失敗したから？　今度は精神だけが取り憑くのではなく、自身がやってきて、鬼の仲間を人界に呼び出そうとしているの？」

　純じゆん粋すいに、怖こわいと思う。冬鬼の精神に取り憑かれた者がいただけでも、桜の屛風絵の封印が破られ、様々な出来事があった。またもや刀火の身が、危うくなるのではないだろうか。

　しかし刀火には怯おびえの気配はなく、眉まゆ根ねを寄せて、考え込む素そ振ぶりだ。

「冬鬼が自ら来た、と？　そのことが不可思議。奴やつの精神が近くにあっても、わたしには影えい響きようがない。鬼には力の及およぶ領土があるらしい。上東国は、春鬼の力の領分。冬鬼の領分は、上北国。力の及ばない国に、自らやってくるのは危険すぎる。だからこそ先に、精神だけを送り込むという手段を執とったのではないか？」

「それも、そうよね」

　千樹はそこで、根本的な疑問を感じた。

「そもそも、冬鬼が七年間、見向きもしなかった隣りん国ごくに興味を示して、突とつ然ぜんちょっかいをかけはじめたのも、おかしな話だわ。なぜ突然、冬鬼は桜の屛風絵の封印を破ろうなんて思い立ったのかしら。しかも今回も、前の時と同じで、春鬼を人界に呼び寄せようとしているのだとしたら、なぜ都の中でうろうろして、常宮へ来ないのかしら。常宮には、鬼が入れない仕し掛かけでもあるの？　法術の？」

「常宮には、法術で結界を張ってある。法術が対たい抗こう出来るものには有効だ」

　法術は人間の操あやつる技であり、その効力には限界がある。

　先の賢夕の一件にしても、目に見えないものに対しては、法術は効力がないと言っていた。

　法術を操る人間が目で見て、認にん識しき出来る形にならなければ、効果がないのだ。だから千樹は魔ま力りよくの根源を、見える形にし、それを刀火の力で打ち払えた。

　さらに刀火は以前、春鬼の腕うでを斬きり落とした。相手が見える形であったから、できたことなのかも知れない。今回の冬鬼が常宮に入り込めないということは、冬鬼が実際に見える形になっているから法術が有効なのだろうか。

　しかし、だとすると、なお、おかしい。

　人に取り憑いてさえいれば、難なく常宮に出入り出来た。なのに、わざわざ、常宮に入り込めない自分自身で乗り出してくるのは、理にかなっていない。

「人に取り憑いていれば常宮に出入り出来たのに、なぜ冬鬼は自分でやって来たの？　目的は常宮じゃないの？　他ほかに、なにがあるの？　こうやって都人の前に姿を現して、ただ脅おどかしているだけみたい。あえて、自分に注意を惹ひきつけているような」

　千樹は顔をしかめた。

　──なんだか、嫌いやな感じがする。

　冬鬼はなぜ、上北国滅めつ亡ぼうから七年も経たって、突然、隣国に興味を示したのか。

　なぜ、力の及ばない領分に、冬鬼自身がやってきたか。

　多くの都人に姿を目撃されているくせに、未いまだ、あからさまな動きが見えないところが不気味だ。

「上東国が、本当に冬鬼の力の領分でなければ良いけれど。あなたの中の魔王の種が、影響を受けないか否いなか。それだけが不安よ」

　思わず呟つぶやくと、刀火は流し目をくれる。

「なにかあれば、また戒いましめてもらおう。わたしの姫ひめ君ぎみに」




　　　　○




　太だ政じよう大だい臣じん家と呼ばれる、高月一族の屋や敷しきは、常宮に近い、都大路に面した一いつ郭かくにある。

　広大な庭には、境さかい川がわからの水が引き入れられている。そのささやかな流れに、咲さき乱れる桜の花びらが、はらはらと落ちた。可愛かわいらしく頼たよりない小こ舟ぶねのように、流れていく。

　太政大臣は、その庭を眺ながめる廂ひさしの間にいた。そして怯えていた。

　その怯えを悟さとられまいとしていたが、おそらく無理だ。正面に座る相手の落ち着き払った態度が、それを物語っている。動どう揺ようする自分の姿が、その瞳ひとみにくっきりと映っているはず。だから相手はこれほど、泰たい然ぜんとしていられるのだ。

　嫡ちやく子しである雅近も、自分の動揺を見み透すかしていた。

　突然のことに驚おどろき恐きよう怖ふを覚え、太政大臣は思わず、雅近を呼び出そうとした。しかし相手はそれを「時じ期き尚しよう早そう」といさめて、雅近を無難に追い返せと言った。

　それに逆らうことが出来なかったのは、過去の負い目からくる、恐怖だろうか。

　明るい日ひ射ざしの中、花散る景色の中にありながら、周囲は異様な静けさだ。鳥のさえずりさえも聞こえない。それは太政大臣の耳が、そんな音色を拾う余よ裕ゆうがないからだろうか。

「他意はありません。先ほどから、申し上げています」

　相手は淡たん々たんと、先刻から変わらない静かな口調で続けた。その声は冷静ではあるが、冷れい淡たんではない。熱意を秘ひめながらも、理性的に語ろうと努力する者の気配だ。

　だがその様子も、彼の言葉も、真に受けて良いのか否かを、太政大臣は迷っていた。

　普ふ通つうであれば、相手がこれほど冷静で穏おだやかでいられるはずはないのだ。なのに彼がこのような態度で自分の前にいる。それが不可解で、その不可解さが、太政大臣を怯えさせる、恐怖の源だった。

「わたしは、戻もどるつもりなどありませんでした。けれど致いたし方なく、戻って参っただけ。わたしは、わたしを受け入れてくれた国を守りたい。それだけです。そしてかなうなら……本来わたしが守るべきだったわたしの主人を、守りたい。そのためだけに来ました」

「主人？　あのお方をなにから守る？　今、あのお方は守られている。考え得うる限りの方法で、忠実なる臣によって」

　ようやく太政大臣が返した言葉に、今度は相手の方が、気まずそうに口を噤つぐんだ。

「なにから守ると？」

　沈ちん黙もくに嫌なものを感じ、太政大臣が重ねて問うと、彼は視線をそらす。

「わたしの思い過ごしならば良いのです……」




　　　　○




「冬鬼ですか？」

　雅近は杯さかずきを口元に上げたまま、鋭するどい目つきで、不ふ審しんげに問い返す。

　月が明るく、春の夜風が心ここ地ちよかった。青白い月光を受けて散る桜の花びらは白く、温かく柔やわらかな、雪せつ片ぺんのようにすら見える。

　夕ゆう餉げの膳ぜんは、曉宮の寝しん殿でん正面の庭を望む、簀すの子こに持ち出されていた。春の夜を楽しむ趣しゆ向こうだ。

　膳は全部で四つ。刀火と千樹、雅近と幻繕だ。だが交かわされる会話は、春の宵よいを楽しむ風流とはかけはなれた、なかなか怪あやしげなものだ。

「やはり滅びてなかったんですか。まあ、俺の中から追っ払ぱらわれた程度で消しよう滅めつしていたら、神話の鬼も形無しでしょうからねぇ。で、そいつは何を？」

「なにもしておりはせんよ。目もく撃げき情報はあるが、何一つ、悪さをせぬ」

　雅近の前に座る幻繕が、ぱくぱくと、さかんにご飯を頰ほお張ばりながらも答える。その吞のん気きな様子に、雅近も、一いつ瞬しゆん見せた鋭さを引っ込めた。

「鬼には力の及ぶ領土がある。冬鬼の領土は上北国なのですから、のこのこやってきても、こちらの国でなにも出来ないのはあたりまえ、というところですか？　では、さほど警けい戒かいする必要はないですよね。逆に、俺に取り憑ついたように、誰だれかに取り憑いて、うろつかれる方が厄やつ介かいでしょう。取り憑かれていた俺自身すら、気がつかなかったので」

「しかしそうだとしたら、そのこと自体が不可思議だ。なんの力も発揮出来ない国にやって来て、何をしようとしている？　同じく力を発揮出来ないならば、先のように誰かに憑ひよう依いし、自身の身は上北国にあるほうが、安全だ。それをなぜわざわざ、やってきた」

　刀火の言葉に、

「物もの見み遊ゆ山さん、とかですかねぇ。俺に取り憑いていたときに見聞きしたものを、自分の目で見に来たとか？　それとも……」

　と答えた雅近が、目線を千樹に向けた。

　川魚を、必死にほぐしていた千樹が顔をあげると、意外なほどに鋭い目とぶつかる。

「それとも、なんですか？　わたしが、なにか」

「俺たちの考えすぎでなければ、いいけれどね」

「どういう意味ですか？」

「だって君……」

「雅近。確証もない不安を、わざわざ口にする必要はない」

　口を開きかけた雅近を、ぴしゃりと刀火が遮さえぎった。雅近は軽く肩かたをすくめて黙だまり、幻繕はわざとらしいほど彼等の会話に口を挟はさまず、もくもくと飯を食っている。

　──なに？

　彼ら三人が、共通の不安を抱いだいていることが、その場の空気から読み取れた。

　──しかもその不安は、わたしに関かかわること？

　三人の顔を順じゆん繰ぐりに見回しながら、魚をほぐし続けていると、刀火が眉まゆをひそめた。

「惨ざん殺さつだな……」

　彼が見ているのが自分の手元だと気がつき、千樹は、自分がほぐしている川魚に目を落として、うっと呻うめく。意識が手元から離はなれていたので、魚の身が四方に飛び散り、頭がもげて、中骨が大破していた。

「大だい胆たんな作法じゃ」

「鬱うつ憤ぷんでもたまってる？　千樹姫ひめ」

　幻繕は目を丸くし、雅近はにやにやする。

「あ、わわわっ」

　取り繕つくろいようもなく、悲ひ惨さんな膳を目の前に焦あせった。その時、簀子を駆かけてくる足音がした。その音に皆みなの意識が移ったので、千樹もこれ幸いと、背後をふり返って足音の主を迎むかえた。

　東の対たいの屋やから、こちらに向かって駆けてくるのは柚葉だ。

「姫様！　姫様」

　慌あわてて駆けてきたものの、柚葉は千樹の側そばに来るとぱっと立ち止まりその場にひれ伏ふし、

「曉宮様。夕餉の最中に申し訳ございません。姫様に火急の文でございます」

　と、躾しつけの行き届いている挨あい拶さつをして、すぐに千樹に向かって文を差し出した。

「火急のって、誰から？」

「彩遊様のお屋敷からでございます！　彩遊様がお怪け我がをなさって、お命が危あやういやもしれぬと！」

「えっ!?」

　差し出された文を手に取ると、それは文の体てい裁さいとしてはあり得ないほど雑だった。巻紙でもなく、四角い紙に、慌ててしたためたらしい、乱れた文字が並んでいる。

　文には、彩遊が暴漢に襲おそわれて怪我をした。意識が戻らないと書かれており、差出人は純鉄だった。

「行かなきゃ！」

　立ちあがった拍ひよう子しに膳を蹴け飛とばし、箸はしが簀子に転がった。しかしそれを拾うのももどかしく、駆け出そうとした。

「待て、まさか徒歩で行く気か？」

　刀火の声に引き留められ、ふり返る。すると刀火は、雅近に顎あごをしゃくってみせた。

「雅近、急ぎ牛ぎつ車しやを仕立てさせ、ついでに綾峰も呼んでこい。千樹はそれに乗って、彩遊の屋敷へ向かえ。供は綾峰にさせる。あれも男だ。一人で行くよりは心強いだろう」

「……ありがとう」

　意外な気き遣づかいに驚おどろいている間に、雅近は牛車を仕立てるために出て行った。







　柚葉のものに似た衣装を身につけ、逆に、柚葉には自分の衣装を着てもらってから、千樹は曉宮の門前に出た。そこには既すでに牛車が用意されており、牛飼い童わらわが控ひかえていた。

「姫ひめ君ぎみ。事情は伺うかがいました。行きましょう」

　牛車の背後に回ると、中にいた綾峰が顔を出し、千樹の手を引いて中へと導いてくれた。

「すみません、綾峰様。つきあって頂いて」

　千樹が円座わろうだに腰こしを据すえるとすぐに、牛車は歩み始めた。

　御み簾すは全すべて降ろし、高窓だけ開いて月光を入れているので、牛車の中は、薄うすぼんやりとした暗さだった。

「いいえ。あなたの師し匠しようの一大事と聞いています。それに兄君は立場上、こうやってあなたの外出につきあうことができないので、わたしをご指名くださった。それは兄君に、その程度の役目なら役に立つと思ってもらえたということで、わたしも嬉うれしいです」

　綾峰の衣ころもの上等な質感が、千樹の手の甲こうに触ふれている。

　──先生は、誰に襲われたんだろう。意識が戻もどらないなんて……。

　懐ふところに入れてある純鉄の文を、衣装の上からそっと押さえる。あの乱れた文字が、ことの重大さを語っているようで、気が気ではない。

　千樹の不安と心配を見て取ったのか、綾峰が遠えん慮りよぎみに、千樹の手の甲を撫なでる。

「大だい丈じよう夫ぶです、千樹姫。大変なことになったのは事実でしょうが、純鉄が文をよこす余よ裕ゆうがあるということは、今すぐどうこうなるものでもないでしょう」

　気休めとわかっているのに、それしか言えない自分に引け目を感じているような、遠慮がちな慰なぐさめには優やさしさがあった。

「ありがとうございます。綾峰様」

　顔をあげると、薄うす闇やみの中で、綾峰がほっとしたように微笑ほほえんだ。

　しかし牛車が、いつも以上に揺ゆれる。急ぎの用件と知らされているのか、牛飼い童は、早く早くと牛を急せかしているのかもしれない。

　しかしそのわりには、時間がかかっている気がした。

　自分の気が急いているので、そんな気がするだけかもしれない。

　じっと時間に耐たえていた。そのうち、牛の速度はどんどん速まり、揺れが大きくなってくる。

　──なんだか、おかしい。

　そう思って綾峰の顔を見ると、彼の表情もまた、不ふ審しんげで険しい。そして意を決したように彼が膝ひざ立だちになった時だった。

　突とつ然ぜん。車を牽ひいている牛が、異様に低い、唸うなり声を上げた。

　それを合図に、牛車が猛もう烈れつな勢いで走り始めた。綾峰は体勢を崩くずし、千樹ともつれ合って、牛車の床ゆかに投げ出された。千樹はしたたか背中を打って、涙なみだ目めになった。だが牛車の激しい揺れは続いており、頭ががくがくして、後頭部が床にたたきつけられそうになる。

　綾峰は、千樹を頭から抱かかえ込み、庇かばいながら、首だけを捻ひねって牛車の正面の方を視線で探さぐる。

　御簾が振しん動どうのために、ばたばたと揺れる。

「綾峰様!?　これは……！」

「舌を嚙かみます！　黙って。大丈夫です、わたしがいます」

　あまりの揺れに、起き上がることもままならない。

　かなりの速度が出ているらしい。車輪が、壊こわれるのではと危ぶまれるほどに軋きしみ、横よこ倒だおし寸前まで車体が傾かたむく。

　牛車は、跳はねるように揺さぶられていた。

　あまりの振動に頭がくらくらしてきた頃ころに、ようやく振動が小さくなってきた。すると綾峰はいち早く体を起こし、目を回す直前の千樹の肩に手を添そえ、座らせてくれた。さらに庇うように抱だきかかえ、周囲に視線を走らせる。

　高窓から流れ込んでくる空気が、やけに冷たい。

　これは、永冶の都の空気ではない。都の外れ、深い森の中にある空気の流れだろう。その証しよう拠こに、牛車の周囲から、ざわざわと、葉は擦ずれの音が聞こえている。

　牛車が止まった。

　暫しばらく、綾峰も千樹もその姿勢で動けなかった。

　しかし、何事も起こらない。牛車の周囲で、時折風が吹ふき、ざわざわと葉擦れの音が響ひびく。音と言えばそれだけで、他ほかに気配はない。

「外の様子を見てきます。千樹姫は、ここにいてください」

　暫くしてなんの動きもないので、綾峰は千樹の顔を覗のぞきこみ、諭さとすように告げた。

「でも、外に何かあったら」

「大丈夫です。刀もあります」

　腰にある、不慣れな太刀たちの柄つかに触れると、綾峰はちょっと笑え顔がおを見せて背を向けた。その横顔は緊きん張ちようで張りつめていた。彼は御簾を慎しん重ちように巻き上げ、外へ踏ふみ出す。

　暫く、ほんの短い時間だったが、千樹の胸は破れそうな程ほどに強く鼓こ動どうしていた。

　──綾峰様。無事で……。

　不意に御簾が、外側から巻き上げられた。

「千樹姫ひめ、大丈夫。周囲には誰だれもいません。ご気分が悪いでしょう？　外へ出られますか？」

　明るい笑顔を覗かせた綾峰に、千樹は心底ほっとした。

「良かったです。本当に、綾峰様」

　自然と言葉が洩もれた。すると千樹の手を引いて、牛車の外へ導いていた綾峰は、ほんのりと頰ほおを染めて視線をそらす。

「ありがとうございます。心配して頂いて」

　外へ出ると、そこは千樹が感じていたとおり、都の外れにある森の中らしかった。

　東ひがし山やまの山やま裾すそに広がる森のようだ。広葉樹や熊くま笹ざさが多く繁はん茂もしている。足元は長年降り積もった落ち葉でふかふかしていた。

　牛車の正面は深い藪やぶで遮さえぎられており、道が途と切ぎれている。背後は、落ち葉が降り積もった細い道だ。こんな荒あれた道を走った牛車が、よくぞ横転しなかったものだと、ぞっとした。

　そして不思議なことに、周囲には誰もいない。

　暴走していた牛は、眠ねむそうな目で、とろりと立ち尽つくしているだけ。牛飼い童の姿もない。

　芽め吹ぶきはじめた広葉樹の、まばらな枝葉を通して、月光が千樹の頰に落ちる。

「牛飼い童もいない……」

　千樹は、眠そうな牛の顔を見ながら呟つぶやく。

　綾峰は、周囲の藪を順次覗き見て、不審な様子はないかを確かく認にんしつつ、背中越ごしに答えた。

「ええ。もしかすると、牛が暴走して、牛飼い童もついてこられなかったのかも知れません。牛が、何にそんなに驚いたのか」

　その声を聞いている途と中ちゆうに、不意に、背筋がぞくりとした。

　──なに!?

　ふり返った瞬しゆん間かん、目が合った。

　悲鳴が、喉のどの奥に張りついた。

　千樹の背後に、忽こつ然ぜんと、何者かが出現していた。

　甘く優しげな白い風ふう貌ぼうは、陶とう器きで作った人形のようになめらかで端たん整せいだ。しかし薄うす青あお色の狩かり衣ぎぬの肩かたにかかる髪かみは、人にはあり得ない、燐りん光こうを纏まとったような薄い青色。秀ひいでた額には、骨を削けずり出して磨みがいたような、角が一本。微笑む口の両りよう端はしに、小さく鋭するどい牙きばがある。

　──鬼おに……！　冬鬼!!

　千樹の父上主の傍かたわらにいた、衣を被かずいた得体のしれない者。その者の発する、異様な静けさと威い圧あつ感かんと、甘ったるいのにぞっとするような、怪あやしげな気配。千樹の体は、それを覚えている。この鬼を目の前にした瞬間、幼い頃ころに感じた恐きよう怖ふが蘇よみがえり、ただ、怖こわくて身がすくんだ。

「姫君、大丈夫です。なにもない……」

　綾峰が笑顔でふり返ったが、その瞬間に綾峰も息を吞のんだ。しかしそれは一瞬のことで、彼は刀を引き抜ぬきながら駆かけ出し、千樹の背後に来るなり、彼女の二の腕うでを摑つかんで強ごう引いんに引き戻し、自分が前に出た。

　腕を摑まれた痛みと衝しよう撃げきで、はっとなる。

「綾峰様！」

「逃にげてください、早く！」

　刀を構え、冬鬼と対たい峙じした綾峰の背中は震ふるえていた。しかしその強こわばって震える背中越しに、必死の声をあげる。

「どこへでもいい、早く、ここから離はなれてください！」

「でも！」

「いいのです、早く！　行ってください！　背後が気になって、わたしが身動きとれない！」

　刀一つ持たない千樹がこの場にいては、足手まといだ。それよりも、助けを呼ぶ方が賢かしこい。

「誰かを呼んできます！　無む茶ちや、なさらないでください！　すぐに来ます！」

　声をあげ、千樹は、落ち葉が降り積もった道を駆け出した。

　牛ぎつ車しやが暴走して駆けてきた道には、くっきりと轍わだちが残っている。これを辿たどっていけば必ず永冶に戻れるし、その道々に、民家もあるはず。そこから馬を走らせてもらい、衛え士じを呼べれば理想的だ。

　恐怖は体の芯しんにこびりついて、走る足はぎこちなくて、がくがくする。けれども必死に足を動かした。

　千樹が駆け出すと、鬼が、綾峰の肩かた越ごしにじっとこちらを見つめている視線が、背中に刺ささる。鬼はにっと口元で笑うと、身構えた。それを合図に、綾峰は気合いの声と共に、冬鬼に向かって走り、刀を振ふりかぶった。

　冬鬼が夜空に跳ね上がった。

　綾峰の刀の切っ先をかわし、彼の頭上を飛び越こえ、軽々と、まるで風にあおられた薄うす絹ぎぬのように、冬鬼は、千樹の背後に着地していた。

　ふわっと追った風圧に、千樹が背後をふり返る。

　手の届きそうな場所に、冬鬼が笑って立っていた。

　──追われてる、わたしが!?

　その事実に驚きよう愕がくする間もなく、冬鬼の手が伸のびる。

　その手をかわすためにさらに早く駆けようとして、足がもつれた。千樹は、落ち葉が降り積もる道に前のめりに転んだ。すぐさま起き上がろうと上体を両手で支えて顔をあげる。と、目の前に、しゃがみ込んでこちらを覗きこむ冬鬼の顔があった。

「千樹姫！」

　背後から、駆けてくる綾峰の声が聞こえる。

　──逃げられない……。

　絶望感が、恐怖とともに全身に行き渡わたりそうになる。

　冬鬼は微笑ほほえみながらすいと手を伸ばし、千樹の頰に触ふれた。不思議なことにその手には、温ぬくもりも冷たさもなく、触れられている実感さえもないほど軽い。

　鬼の口が動いた。声を発していないが、その口の動きは読み取れた。

『これぞ、千せん花か』

　鬼の口は、音もなく告げていた。

　──千花。

　そのことに、はっとした。

　自分が進むべき道と定めたその言葉に、恐怖で麻ま痺ひした心が反応する。負けられない、と、千樹の心の底にある意地が声をあげた。千樹は跳はね起きて、背後に後あと退ずさった。

　鬼は慌あわてる様子もなく立ちあがり、じりっと距きよ離りを縮める。千樹も、後退る。その肩を、追いついた綾峰の手が摑み、再び彼女を庇かばうように彼が前に出る。

「姫ひめ君ぎみを襲おそうつもりならば、まずわたしを殺せ！」

　刀を構えた綾峰が、怒ど鳴なったときだった。

「褒ほめてやる、綾峰！」

　突とつ然ぜん、冬鬼と綾峰の間に、小さな白い紙人形が飛びこんできた。そしてそれは、くるりと宙返りすると、半分透すけた姿の刀火になった。
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「兄君!?」

　刀火の幻まぼろしは、刀を構えていた。そして背後の綾峰に向かって、本物の彼と寸すん分ぶん違たがわぬ、意地悪い目配せをする。

「なかなか、勇ゆう敢かんだ。褒めてやる綾峰。しかし一人では手に余るはず。じきに、わたし自身もこちらに到とう着ちやくする。幻繕御法も一いつ緒しよだ」

「しかし、この場所を兄君は御ご存ぞん知じない」

「知っているからこそ、来られたのだ。千樹には、わたしと御法の参がつけてあった。異変に気がつき、すぐに動いた。わたしがこれを抑おさえている間に、姫君を連れて牛車まで戻もどれ」

　幻の刀火が語る間にも、次々と白い紙人形・参が飛来していた。鬼の周囲を取り巻いて、ぐるぐると回り始める。

　鬼は、自らの周囲を巡めぐる参を、無感動に眺ながめている。

　綾峰は頷うなずき、千樹の肩を抱だきかかえた。彼と共に千樹は、とにかくその場を離れ、牛車の近くまで駆け戻る。遠く、対峙する刀火の幻と冬鬼を見つめ、千樹は身み震ぶるいする。

　──鬼と対決するなんて！

　無む謀ぼうなことのように思えた。

　神話の鬼と対峙して、果たして、人間が、たとえ法術士でも勝機はあるのか。

　冬鬼と対峙していた刀火の幻がゆらぎ、ふっと消しよう滅めつした。それと前後して、冬鬼の背後から、二頭の馬が駆けてくる。一頭は、月光を弾はじく毛並みも見事な青毛。そしてもう一頭は葦あし毛げ。青毛の背には刀火が乗り、葦毛の背には幻繕の姿がある。

　二人は馬上で懐ふところを探さぐると、参を束で摑みだし、冬鬼に向かって擲なげうった。

　参は一いつ斉せいに、冬鬼を押し包むように襲おそいかかった。たくさんの参に包まれ、冬鬼の姿は見えず、ただ、大きな白い繭まゆのようにすら見える。

　刀火と幻繕は馬を操あやつり、参に包まれた鬼の前後をはさみ打つ。

　今一度、刀火が参の束を擲った。

　その瞬間だった。

　鬼を包んでいた参が、突とつ如じよ、力をなくしたように、ばらりと一斉に地面に落ちた。

　その中にいたはずの冬鬼の姿が、消えている。

　刀火と幻繕が、顔色を変えたのが分かった。千樹も思わず「あっ！」と叫さけんだ。

　──消えた！

　しかし、消えてはいなかった。

　参の繭に封ふうじ込められていた冬鬼に向かって、刀火が放った参。宙に舞まった、その参の束を搔かき分けるようにして、突然、刀火の目前に冬鬼の姿が出現していたのだ。

　宙に広がった参の中から、冬鬼はふわりと出現し、刀火に向かって跳ちよう躍やくする。

　一瞬、目を見開き驚おどろきの表情になった刀火だったが、反応は早かった。すぐさま腰こしの太刀たちを抜き放つと、迫せまってくる冬鬼に向けて刀を振るった。

　冬鬼は薄うす衣ぎぬの軽かろやかさで、ふわりと間かん一いつ髪ぱつ、切っ先をかわした。そして刀火の頭上を越えざま、刀火の肩かたに向かって、鋭い鋼はがねの爪つめを振るった。

「宮！」

　幻繕が切せつ迫ぱくした声をあげ、馬に鞭むちを当て、刀火の傍らに馳はせ寄った。

　刀火は刀を取り落とした。右肩、首もとに近い位置が深くえぐれるように裂さけている。

　冬鬼が、刀火の背後に着地した瞬しゆん間かん、刀火の肩から右みぎ腕うでが真っ黒く濡ぬれた色に染まり、頰ほおに赤黒い染しみが飛ぶ。

　馬からずり落ちそうになる刀火の体を、幻繕が支える。だが刀火はそれを振りほどき、声を張った。

「逃げろ、綾峰、千樹！」

　千樹は震えて、膝ひざが立たなくなりそうだった。

　綾峰は真っ青になり、千樹の前に踏ふみ出して刀を構える。

　冬鬼はゆっくりと、ふわふわした足取りで、こちらに近づこうとする。それを阻そ止ししようと、幻繕が再び参を摑つかみだして放ち、刀火もまた、左手で参を摑みだし、冬鬼に投げる。

　また、冬鬼の姿が参に包まれる。

　もう一度、幻繕がとどめとばかりに参を擲った。

　すると、また同じ事が起こった。

　冬鬼を包み隠かくしていた参がばらりと地面に散り、冬鬼の姿が消えていた。そのかわりに、幻繕が擲った参を搔き分けるようにして、幻繕の目前に冬鬼が出現している。

　襲いかかってくる冬鬼に、幻繕と刀火は、二人ながらに馬から滑すべり落ちた。間一髪で逃のがれ、今度は鋼の爪が届かなかった。

　──法術が効かない。

　その事実に、千樹は呆ぼう然ぜんとした。綾峰の手も、小刻みに震ふるえている。

　地面に膝をついた刀火は、自由がきく左腕で、地面に落ちた刀を探り当て、構える。だが出血が多く、明らかに力が入っていない。幻繕も片膝立ちで、刀を構える。

　──誰だれか、助けて！

　恐きよう怖ふと絶望感で、生理的な涙なみだがこみあげる。千樹は心の中で悲鳴をあげた。

　刀火と幻繕に向き直った冬鬼が、まるでとどめを刺さそうとするかのように、ゆっくり歩み始めた、その時だった。

　うるんだ視界の向こう側に、千樹は見た。

　冬鬼の背後に人ひと影かげがあった。

　子供のように小こ柄がらな、しかし顔や手や首には、確実に年ねん齢れいを感じさせる皺しわを刻んだ、中年の男が立っていた。灰色の着古した直垂ひたたれ姿で、瞳ひとみにかかるほど瞼まぶたが垂れ下がり、大きな鼻に、薄うすい唇くちびる。日に焼けた肌はだをした、異様な雰ふん囲い気きを醸かもし出す男だった。

　そしてその男の傍かたわらを、黒い影かげが走り抜ぬけた。黒い影は、大きな矢が空間を斬きり裂き、飛来するように鋭するどく、冬鬼の背中に向けて走った。

　それは本当に、真っ黒い巨きよ大だいな矢だ。そう見えた。

　鋭く、空気を斬る音がした。千樹は息を吞のんだ。

　鋭い光が一いつ閃せん、光ったと思うと、冬鬼の首が、満月に近い明るい月に向かって、跳ね上がっていた。

　千樹の目は、宙に舞った冬鬼の首に釘くぎ付づけになった。

　刀火と幻繕、綾峰の視線も鬼の首を追う。

　冬鬼の首は月に向かって跳ね上がり、頂点に達したと思った時に、ぱっと砕くだけ散った。真っ白い破は片へんのようなものが、まるで花弁のように美しく、月光に散る。

　それと同時に、落ち葉が降り積もった道に立ち尽つくしていた冬鬼の体も、同様の有様で砕け散った。

　呆然としながらも千樹は、小柄な男と、冬鬼の体に向かって走ってきた人影を見ていた。

　刀火と幻繕も、同様に戸と惑まどったような驚いたような表情で、彼等を見ていた。

　冬鬼が消えた場所を無感動に眺めているのは、小柄で異様な雰囲気を醸し出す中年男。

　そして冬鬼の首を斬り飛ばした影が、ゆっくりと構えを解いて、その場にすんなりと立つ。

　そこにいたのは、雅近だ。その手には、刀身に蔦つた模様が彫ほられた、細身の太刀がある。見たことのない太刀だ。普ふ段だん、彼が使っているものとは違ちがう。

　──冬鬼が、消えた？　そんな……終わったの？

　呆然としていたのはそこまでで、刀火が、構えていた刀を取り落として地面に手をついた。

　千樹は、はっとして刀火に向かって駆かけ出した。綾峰も正気づいたらしく、千樹の後を追ってくる。

「宮！」

　幻繕も慌あわてたようすで、刀火の肩を支える。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　刀火の傍らに膝をつく。彼の顔色は真っ白で、肩の傷は、遠目で見ていたよりもさらに深そうだった。止めどなくあふれる血の量に、ぞっとした。

「兄君！」

　綾峰も顔色をなくす。すると雅近が、刀を腰の鞘さやに収め、千樹たちの前に膝をついた。

「急ぎ止血をしなくては。お命が危あやうい」

　落ち着いた声で言う雅近の顔を見ながら、

「雅近様、早く手当てが出来る場所へ……」

　言いかけたが、言葉が半ばで途と切ぎれた。

　──違う。これは、似ているけれど雅近様じゃない！

　そのことに気がついて、息を吞む。







　四花　亡国の封印




　目の前の青年は、声も、顔も、雅近だ。しかし物もの腰ごしは、雅近よりも柔やわらかく静かで、身につけている衣装も、灰色の直垂ひたたれだ。髪かみを、頭の高い位置でまとめている雅近と違い、彼は髪を、首筋でまとめているので、余計に雅近よりも落ち着いて見える。

　すると刀火が体を起こし、千樹や綾峰を庇かばうかのように、彼等の前に出て膝を立てた。

「おまえは……何者だ……」

　意識ももうろうとしているはずだが、それでも鋭く、刀火が問う。

　すると雅近によく似た彼は、わずかに膝をずらして背後に下がり、距きよ離りを取った。そこで深々と頭をさげる。

「お初にお目にかかります。曉宮様。後ろにいるのは、わたしの従者。九く反たんという者です。そしてわたしは、頼より近ちかといいます。高月頼近。太だ政じよう大だい臣じん家の嫡ちやく子し、高月雅近の、兄です」

　千樹は目を瞬またたく。

　──雅近様の、兄君？　聞いたことない。そんなお方がいるなんて。でも、そっくり。

　高月頼近の名に聞き覚えがあるらしく、刀火は、

「……頼近……？」

　と呟つぶやいたが、そこが限界だった。いきなり膝が崩くずれた。

「宮！」

　幻繕が脇わきを支えたが、刀火は気を失ったらしい。すると雅近の兄、高月頼近と名乗った彼も、慌てたように膝をすすめる。

「急ぎ、宮様を手当てしなければお命が危うい！」

　すると幻繕が、鋭い視線で頼近を見やる。

「そなたは、死人のはず。高月頼近殿どの。蘇よみがえった死人が、宮様の側そばに寄るでないぞ。怪あやしすぎる」

　不ふ吉きつな言葉に、千樹も綾峰も、幻繕と頼近を交こう互ごに見比べるしかない。

　──死人って、なに？

　頼近は、困ったような顔をした。

「怪しまれるのは、もっともだと思います。しかし、信じて頂きたい」

「下がれ、怪しき者よ」

　千樹は、焦あせった。二人が会話している間にも、意識のない刀火の肩かたからは、血が流れ続けている。焦りのあまりに声を荒あららげた。

「どうでもいいです、怪しいかどうかなんて！　すぐにこの人を手当てしなければ、本当に死んでしまう！　助けてくれるならば、あなたが何者でもいい、手を貸して！」

　その声に幻繕もはっとしたらしく、頼近に向け、苦々しげな顔をする。

「そなたの詮せん議ぎは後回しのようじゃ、頼近殿。手を貸す気はあるのかの」

「当然です。そう申し上げています、最初から。わたしも馬があります。とりあえず宮様を、手当ての出来る場所まで運びましょう」

　高月頼近と名乗った彼は立ちあがり、馬を取りに駆け出す。

　千樹は意識を失った刀火を支えながらも、不安を感じて、もう一度、冬鬼の体が砕け散った場所をふり返り目で探さぐった。

　そこには何もない。刀火や幻繕が大量に擲なげうった参が、力をなくし、風にあおられ、道の中央に軽く渦うずを巻いているのみ。

　──跡あと形かたもなく、消えた？　鬼が……？







　刀火が運ばれたのは、太政大臣の屋や敷しきだった。

　屋敷は御渡橋のすぐ目の前なので、ここまで来れば、曉宮に連れ帰るのが最も良いはずだった。だが運ぶうちに、刀火の顔色が尋じん常じようでないほど白くなってきたので、ほんのすこし先の常宮へ運ぶ時間すら、惜おしまなければならなかったのだ。

　太政大臣の屋敷には、手当てをするのに充じゆう分ぶんな薬もあるし、近くには腕うでのいい医術士もいるらしい。そう教えてくれたのは、雅近の兄と名乗った、頼近だった。

　曉宮が突とつ然ぜん運びこまれてきたので、太政大臣家は騒そう然ぜんとなった。しかし太政大臣が屋敷にいたことも幸いし、医術士の手配、部屋の準備などは、すぐに整えられた。

　傷の手当てが終わった刀火は、寝しん殿でんの前庭を望む室に寝ねかされていた。

　意識を取り戻もどす気配はないが、出血も止まり、寝息も落ち着いていた。刀火が横たわる夜具の周囲には几き帳ちようが立てられ、千樹はその中に座って、刀火の顔を見おろしていた。

「曉宮様ともあろう者が、なんでこんな怪け我がなんか負ってるのよ……」

　呟きながら、刀火の肩にかかっている絹の夜具に触ふれる。絹はなめらかに吸い付くような肌はだ触ざわりで、冷えていた。

　刀火も幻繕も、なぜか千樹のことを気にしていたらしく、彼女に参を貼はりつけていた。そのおかげで、いち早く異変に気がつき、居場所も探し当てられたらしい。

　刀火と幻繕は、法術の使えない雅近だけを曉宮に残し、二人で、急ぎ馬を走らせた。

　そしてぎりぎり、千樹たちを救ってくれた。

　救われたことには安あん堵どするし、感謝もしている。

　しかし刀火は千樹にとって、守らなければならない主人だ。その主人が、千樹のために怪我を負ってしまったことが、情けなくて仕方ない。

　なぜ刀火も幻繕も、それほど千樹を気にかけていたのか。

　そしてその心配を証明するように、なぜ冬鬼が、千樹を襲おそってきたのか。

　あきらかに冬鬼の狙ねらいは、千樹だった。冬鬼は綾峰には目もくれず、千樹のみを追ってきた。

　そして言ったのだ、

『千花』

　と。

　冬鬼の狙いと、刀火たちの不安。千樹に、いったい、なにがあるというのだろうか。

　几帳の向こう側には、幻繕と綾峰がいる。二人は、高月頼近とその父親の太政大臣、そして九反という従者と向き合っていた。

　室の四よ隅すみに置かれた蠟ろう燭そくの明かりが、几帳の布越ごしに、橙だいだい色いろの揺ゆらめきを投げてくる。

　向き合う男達の影かげも、不安定に揺らめいている。

　幻繕が静かに口を開く。

「雅近殿の双ふた子ごの兄、頼近殿は、病弱のため五歳の年に亡なくなった。故ゆえに曉宮様の側近となったのは、弟の雅近殿のみ。わしはそう聞いておる。記き憶おく違ちがいだったですかな、太政大臣殿」

　責めるような口調に、千樹は聞き耳を立てた。

　──双子。どうりで、雅近様と、うり二つなんだ。

　頼近は、雅近の双子の兄らしい。しかし五歳の年に亡くなったとされていた彼が、なぜ今、ここにいるのだろうか。傍かたわらで聞いている千樹でさえ困こん惑わくした。

　几帳の隙すき間まから覗のぞくと、綾峰も当然、戸と惑まどったように頼近を見つめている。

　幻繕の正面に座るのは、黒の狩かり衣ぎぬをきっちりと身につけた太政大臣。以前、上主に目通りした時に見た姿と寸すん分ぶん違たがわぬ、厳いかめしい顔つきだ。しかし目には、隠かくしきれない不安が揺れている気がした。

「仰おつしやる通りです。頼近は五歳の時、死んだ者とし、雅近を曉宮様の側そば仕づかえと致いたした。いずれ上主となられる曉宮様に双子がお仕えするのは、国が二分する不吉の前兆といわれているからです。なのでわたしは、息子むすこを一人諦あきらめました。一人は曉宮様にお仕えする者として残し、一人は、そこに控ひかえる男、九反に託たくし、上北国へやりました。二度と上東国の地を踏ふませぬようにと、九反には申しつけました」

　綾あや津つ島しまでは、上主となるべき立場の子供が、双子で生まれるのは不吉といわれる。

　上主一族の常識として、千樹も知っている。

　それは迷めい信しんでもなんでもなく、経験則として伝えられている。

　同等の立場の者が二人存在することで、国を二分する権力争いになりかねない。だから上北国でも、一いち之の御み子こが双子だった場合は、生まれたその場で、どちらかの御子を密ひそかに殺すと、噂うわさに聞いたことがある。

　双子で生まれた事実すら、産うぶ屋やの中で消してしまうのだ。

　女の千樹にしてみれば、それは恐おそろしく、身勝手な風習だと思う。

　だが事実、国を治めるために、歴代の上主一族はこの掟おきてを守ってきたらしい。

　上東国では、太だ政じよう大だい臣じんも、上主と対ついになるように世せ襲しゆうをしている。だから上主と同様の思想が、太政大臣家にあるということなのだろう。

　──ならばあの頼近という人は、殺されるべき人だった。上東国の地を二度と踏ませるなという意味は、おそらく、殺せということ。

　残ざん酷こくな風習を実行したのだと、当然のように語る太政大臣が嫌いやだ。厭いとわしいというよりも、その風習を実行することに躊躇ためらいを感じていなかったらしい、その心のありようが、恐ろしいからだ。

　緊きん張ちようした会話に引きずられるように、千樹は膝ひざをずらして、幻繕たちの方に体を向けて聞き耳を立てた。

「九反はわたしを殺しませんでした。上北国で密かに、わたしを育ててくれました」

　静かに、頼近が口を開く。雅近と同じ声なのに、感じる雰ふん囲い気きが全く違ちがう。落ち着いて、冷静で、物もの腰ごしが柔やわらかい。

「そこでわたしは育ちましたが、特に不満はありませんでした。わたしが死んだ者とされたのは、昔からの風習のためです。ですから、父君を怨うらむこともしませんでした。上東国へ帰れなくとも、わたしは上北国の民たみとして生きていけます」

　その言葉を背中に聞いた太政大臣は、ほんのわずかに、申し訳なさそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「ですが、わたしが十一歳の時です。上北国の上主様は、乱心なされた。鬼き界かいの冬を描えがいた屛びよう風ぶ絵えの封ふう印いんが破られ、冬鬼が出現したせいだと聞きました。そして五年後、国は滅めつしました」

　千樹は、息を詰つめた。

　淡たん々たんと語っているようで、頼近の声に痛みを感じる。彼は、あの混乱の数年間を知っている。彼はあの時、千樹や阿樹と同じ場所にいたというのだ。

「それでもわたしは、上北国こそ、わたしが育った故郷と心に決めていました。ですから安定した土地になるようにと、九反と共に努力しました。しかし国は乱れる一方。統とう率そつされる気配が見えても、すぐに破は綻たんする。そしてその破綻の原因を作るのが、上北国をさまよい歩く、冬鬼の仕し業わざだと気がつきました。国を安定させるためには、まず冬鬼を滅ほろぼさなければならない。それに気がつき、奴やつを追うことを決心しました。奴を追い、滅ぼし、上北国を再び国として蘇よみがえらせたいと」

　思いもよらない言葉に、千樹は目を瞬またたく。

　──国を、蘇らせる？

　考えたこともなかった。

　まさか自分たちが逃にげ出したあの国に残り、そうやって国を立て直そうとしている者がいるなどとは、今まで夢にも思ったことがなかった。千樹の記き憶おくの中にある上北国の人々は、皆みな、狂きよう乱らんしたように残酷で、身勝手で、欲よく望ぼうのままに駆かけずり回っていた印象しかないのだ。

　あの地じ獄ごくを、平へい穏おんな国に戻せるとは思えない。

　──けれど一人でも、そんなことを考えて、努力していた人がいたなんて。

　頼近の、雅近とそっくりの横顔が、弟とまったく違う静けさを持っているのは、たくさんの地獄を見つめたからなのだろうか。

　逃げ出した自分を、頼近の存在そのものが糾きゆう弾だんしている気がした。

　──わたしは、逃げた。しかも今まで、故国を蘇らせようなんて、一度も思わなかった。

　子供であったとは言え、逃げ出した自分は、身勝手な人間なのだろうか。

「冬鬼はつい一月ほど前に突とつ然ぜん、上東国へ向かってしまった。上北国から鬼が消えても、その鬼が上東国へ行ったのならば、そこで何が起こるかわかりません。上東国はわたしの故国。放置はできませんでした。ですから、二度と足を踏み入れることを許されないと知っていながら、こうやって奴を追って参りました。父君だけには、わたしの存在を明かし、ここにとどまれるようにとお願いして。そして頻ひん繁ぱんに出現する冬鬼を、密かに追っていました。そしてやっと今夜、奴が目立った動きをしたために、冬鬼の所在をはっきり摑つかめました」

　思わず、「あっ」と声が出そうになって、千樹は慌あわてて、口を手で塞ふさぐ。

　千樹が数日前、純鉄と共に都大路で目もく撃げきした、雅近に似た青年。あれは雅近ではなく、永冶の都に鬼を追ってやってきた頼近だったのだろう。

「なぜ冬鬼は、上東国へ来たのじゃ？」

　鋭するどい眼まな差ざしのまま、幻繕が問う。

「わかりません。しかし今年の冬に、冬鬼は二月ほど、姿を見せませんでした。そういうときは必ず、本来の肉体を何処どこかへ隠し、精神だけ人に憑ひよう依いし、姿をくらましているのです。なにか画策しているのかと、不安に思っていましたが。また突然、姿を現しました。鬼の思考は、わたしには理解出来ません。ただ鬼の魔ま力りよくや能力が、多少分かるようになったくらいです」

　今年の冬に冬鬼が姿をくらませたのは、雅近に憑依して、精神だけが上東国にいたからだ。

　頼近の語る事は、辻つじ褄つまが合っていた。

「しかし先刻、冬鬼を斬きった。あれは？　なにをしたのじゃ。あれで鬼を滅したのか？　そもそも神話の鬼が、そんなに簡単に滅するものかの？」

　切りこむ幻繕に、頼近は冷静に答えた。

「幻繕御法が仰るとおりです。神話の鬼を滅することは、不可能です」

「では冬鬼は未いまだ、その辺りをうろついておるわけかの。物ぶつ騒そうにも」

　幻繕が呻うめくと、頼近はわずかに口元に微び笑しようを浮うかべた。

「いいえ、そうだとしたら、わたしはこれほど落ち着いていられません。九反。あれを皆みな様さまにお見せしろ」

　命じられると九反は、懐ふところから薄うす汚よごれた、小さな木も綿めん布を取り出した。

　掌てのひらに載のるほどの木綿布に包まれて、中には何かがあるらしい。九反は前に進み出ると、床ゆか板いたの上に包みを広げた。

　薄汚れた布の中には、鋼はがねのような長い爪つめのある、人差し指が転がっていた。しかもその指は、生き物のように、ぴくりと動いた。

　綾峰が小さく声をあげ、背後に身を引く。太政大臣は思わずだろう、立ちあがって室の端はしへ逃げた。幻繕は、それを凝ぎよう視しする。千樹は飛び出しそうになる悲鳴を、殺した。

　それは鬼の指だ。

「冬鬼の指です。数年前にわたしが、斬り落としました。ですが、冬鬼の指は数年かけて、元通りになりました。新しく指が生えていたのです。鬼を斬ることは、可能です。それを知っていたから、今日の機会に、わたしは首を落としました。首を落とせば、どうなるか……確証はありませんでした。けれど鬼にとっても、大きな衝しよう撃げきにはなるだろうと予測していました。結果は、予測以上でした。首も、肉体も消え散りました。しかしご覧ください。指は死なない。鬼の存在が消えていない証しよう拠こです。おそらく鬼の正体は、強固な精神の塊そのものです。それが長年かけて肉体を纏まとい、実在となる。一度肉体を斬り、滅したように見えても、また長い年月をかけて鬼界で肉体を纏い、復活するはずです」

　そこまで語り、頼近は断言した。

「神話の鬼は、当然神話の力があるからこそ、神話の時代から語られるのです。鬼は、二ふた柱はしらの大だい祖そ神しんや万ばん龍りゆうと似た存在でしょう。そんなものを滅する法はありません」

「待ってください。冬鬼の肉体を今、頼近殿どのが斬り滅したとしても、その精神はどこへ行ったのですか!?　鬼の精神が人に憑依するならば、もしや、この中の誰だれかの肉体に憑依していないとも限らないのですか!?」

　蒼そう白はくになった綾峰は、その場にいる全員を見回した。

　しかし頼近が、きっぱりと告げる。

「二之御子様。その心配はありません。鬼は憑依するとき、必ず相手の肉体に触ふれなくてはならない。触れた相手を介かいして、人から人へ移るようですが、基本は触れなくてはならない。それを知っていましたから、冬鬼の首を刎はねるとき、冬鬼が誰にも触れていない時を狙ねらいました。誰も触れていない状態で滅すれば、冬鬼の精神は、鬼界へ引き戻もどされるしかないでしょう。肉体なしでは、人界を闊かつ歩ぽ出来ないでしょうから」

「では、もう安全なのだな」

　太政大臣が呟つぶやくが、頼近は眉まゆをひそめる。

「いえ。上北国の屛風絵はまだ、封印が解かれています。再度封印しなければ、いずれ肉体を取り戻した冬鬼は、人界に出現します。数年、時間が稼かせげた。それだけなのです。この間に、封印の方法を探す必要があります」

　封印。

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、どきりとした。

　──それは可能だ。わたしが、できる。

　この場で、頼近に向かって、自分にその能力があると名乗り出るべきだろうか。なにしろ彼は、千樹の故郷からきた男で、そして千樹の故郷の復活を願っている者なのだ。

　思わず立ちあがりかけた千樹の手を、背後から伸のびてきた、ひやりとする手が摑んだ。

　ふり返ると、刀火が目を開け、千樹を見つめていた。







「よせ、千樹」

　千樹が名乗り出ようとしたことを見み透すかしたように、刀火は告げる。だが起き上がるほどの力がないのか、横たわったままだ。

「気がついてたの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　千樹は体の向きを変えて、刀火の枕まくら元もとににじり寄った。

「少し前から意識はあった。億おつ劫くうで、目が開かなかっただけだ。話は理解した。千樹、几き帳ちようをどかせ。わたしが、太だ政じよう大だい臣じんと話す」

「でも、そんな怪け我がで」

「かまわない。このような場では、わたしが決するべきだろう」

　横たわったままであったが、刀火の表情も言葉も、自らの責任を重々承知している者の強さがあった。従うべきだと、千樹は判断した。

「わかった」

　立ちあがると、几帳から歩み出て、その場にひれ伏ふした。

「皆様、失礼いたします」

　今の千樹は、侍じ女じよの柚葉と称しようしてここにいる。それらしい振ふる舞まいで告げると、一同の会話が止まり、視線がこちらに集中した。

「曉宮様がお目覚めでございます。宮様から、お話があるそうです」

　告げると立ちあがり、几帳を脇わきにずらした。

　その場にいる全員が、刀火の横たわる夜具に向かって姿勢を正す。

　千樹は痛みのために自由がきかない刀火の肩かたを支え、彼を夜具の上に座らせた。そして傍かたわらにあった、太政大臣が用意した狩かり衣ぎぬを肩にかけ、とりあえずの体てい裁さいを整えさせた。

「兄君。無む茶ちやをなさらない方が」

　綾峰が心配そうな声を出すが、刀火は軽く頷うなずいて、大事ないと無言で答える素そ振ぶりをした。

「話は、聞かせてもらった。まず、おまえの働きに礼を言おう、高月頼近。おまえのおかげで、とりあえず冬鬼は滅めつしたようだ」

　刀火の声は、痛みを堪こらえるように、どこか苦しげだった。だが、けして無様な様をさらすまいとする威い厳げんがある。

　それに応こたえ、頼近が深く頭こうべを垂れる。その彼に向けて、刀火は続けた。

「そして、一つ教えておく。屛びよう風ぶ絵えを封ふう印いんすることは可能だ」

　頼近が驚おどろいたように顔をあげ、身を乗り出す。

「それは真まことですか？　いかにして」

　その態度に千樹は、責め立てられているときのような、焦あせりに似たものを感じる。

　──このお方は、上北国を、国らしい形に戻すために冬鬼を追ったと言った。そして冬鬼は、今、鬼界へと帰った。その間に屛風絵を封印すれば、冬鬼は春鬼と同様に、封じられる。わたしの故国を、鬼の手から取り戻せる。そういうことなの？

　千樹が捨ててきた国。そこにあえて残り、国を立て直そうとしている人がいる。

　もし今、千樹が上北国へ帰り、そこで屛風絵を封印すれば、再び千樹は故郷を取りもどせるのかもしれない。

　だが、ことはそんなに単純なのだろうか。

　国の混乱がきわまった姿を目もく撃げきした千樹には、その未来図が想像出来ない。

　だがもし本当に、自分の能力でそれが現実になる可能性があるならば、試みる必要はあるだろう。自分は、そもそも国を滅ほろぼした魔ま王おうの娘むすめなのだ。その罪つみ滅ほろぼしが、そして父を魔王にした者への報復が、それで叶かなうのかもしれない。

　──わたしは、帰らなくてはならないのかもしれない。自分の国へ。

　故国から来たという男の声が、千樹の義務感をたきつけようとしている。

　故国から逃にげ出した自分が、もし生かされている意味があるのだとするならば、それはこの時のためではないだろうか。

　二柱の大祖神の大いなる思おも惑わくか、もしくは万龍の、あるべきものを、あるべき所へ引き戻す、理ことわりの力か。

　上北国からこの青年が現れたことは、神々の用意した巡めぐり合わせ。

　千樹は、自分の生まれと立場というものを、久しぶりに思い出し、それをひしひしと身に感じた。自分は亡国の姫ひめなのだ。国を滅ぼした、魔王の娘なのだ。

　だが刀火は、慎しん重ちようだった。

「それはまた、後々教える」

「しかし、曉宮様」

　食い下がろうとする頼近に、

「後々と言った」

　と、反はん抗こうを許さない声で言う。それから、太政大臣へと視線を向けた。

「太政大臣。わたしはこのような怪我を負い、この有様を隠かくし通すことは不可能。さらに鬼の出現については、衛え門もん府ふへも報告が上がっていたことで、父上主も気に病やまれていた。それの顚てん末まつも、うやむやには出来まい。父上主に、すべての事実を報告する必要があり、その際にはこの者、高月頼近の功績について、報告しないわけにはいかない。よいか？」

　頼近は父親を見ていた。その顔には、期待と警けい戒かいの色がある。

　死んだ者とされた頼近を、刀火は再び、正式に蘇よみがえらせると言っているのだ。

　場が静まった。暫しばし太政大臣も、頼近を見つめていた。頼近は、冷静な、しかしどこか祈いのるような目で父親を見つめ返す。

　太政大臣は深く息をつくと、口を開く。

「かまいません、曉宮様。上主様にご報告ください」

　その時、簀すの子こを駆かけてくる足音が高く響ひびき、

「父君！　曉宮様がこちらに担かつぎ込まれたと、知らせが！　鬼を退治なされたのに、そのかわりに怪我をされてと！」

　雅近が飛びこんできた。

　彼は室の最さい奥おうに、千樹に支えられて座る刀火を認め、強こわばった表情を緩ゆるめかけた。しかしすぐに、刀火の手前に端たん座ざする、自分と同じ顔の青年の存在に気がついたらしい。

　雅近は目を見開き、息を吞のんだ。

「……まさか……頼近……か？」

「ずいぶん久しぶりだな、雅近」

　頼近はすんなりと、気負いなく微笑ほほえむと弟を見あげた。

　しかし雅近は、よろけるように簀子欄らん干かんの方へ後あと退ずさった。自分が見ているものが信じられないような表情で、微かすかに首を振る。

「まさか、頼近は……。死んだ……まさか……違ちがう……頼近のはずが……」

　愕がく然ぜんとして頼近を見つめる雅近に、刀火が静かに声をかけた。

「落ち着け、雅近。彼は高月頼近に間ま違ちがいない。十八年前、わたしに仕えるためには、双ふた子ごは不ふ吉きつだということで、死んだ者として上北国に追放されたそうだ。それがこうして生きて、帰ってきた。しかもわたしが追っていた、冬鬼を滅する功をたてた」

　後ろ手に簀子の欄干を握にぎりしめ、雅近は目を見開いて頼近を見つめている。

　刀火の顔色は悪く、言葉を発するのも苦しげだった。だがそれでも、臣下をなだめるために、言葉を続けた。

「この者の存在は、父上主に報告する算段になった」

　千樹は刀火の背に腕うでを回し、横になるように無言で促うながした。しかし刀火は、動こうとせず、唇くちびるを震ふるわせたまま一言も声を発しない雅近を見つめている。

　雅近の様子は、普ふ段だんの彼から想像がつかないほど、不安定だ。

「雅近。理解したか？　おまえの兄は、死んでいなかった。こうして生きている」

　雅近は、急に顔を伏せた。そして肩を震わせはじめた。そして突とつ然ぜん何かが弾はじけたように、顎あごをあげて高笑いした。

「生きていた!?　そんな馬ば鹿かな！　十八年前に、不吉だと上北国にやられたということは、殺すつもりでそうしたということだ！　そうでしょう、父君！　それが生きていた!?」

　そう言ったと思うと、雅近はいきなり室に駆け込み、父である太だ政じよう大だい臣じんの胸むなぐらを摑つかんで引きずった。

「父君！　いったいどういうことですか!?　なぜ頼近が！　あなたは、言ったんだ！　死んだ、と。だが違う、あなたは殺したんだ！　そういうことだ！」

　千樹は息を吞み、その場にいたものが全員、身を固くした。

「雅近、落ち着け！」

　刀火が鋭するどく声を発したが、雅近の耳には届かないらしい。大きな声を出して傷に響いたらしく、刀火は呻うめき、前まえ屈かがみになった。千樹は刀火の背を抱だき留める。

　──どうしたらいいの、これ!?

　雅近の目の色が、尋じん常じようではない。怒いかりに我を忘れ、狂きよう気きに近い色すらある。

「許せ。頼近が現れた時に、おまえに知らせようと人を遣つかわしたのだが。頼近が、時じ期き尚しよう早そうと、おまえに知らせることを反対したのでな」

「そんな意味ではない！」

　突つき放すようにして、雅近が手で押し返す。

　太政大臣はわずかによろけたが、依い然ぜん、威厳は保ったまま息子むすこを見つめる。

「あなたは頼近は死んだと言った！　なのに、生きていた！　いや、生きていたことこそあなたの誤算なのか!?　本当に、頼近を殺したつもりになっていたのだろう!?　なぜそんなことを！　なぜ！」

　激高する息子に、太政大臣は当然と言わんばかりの、冷めた表情で答えた。

「おまえは曉宮様に、不吉の兄弟を仕えさせるつもりか？　おまえならば、どうする」

「俺は、俺なら……！」

　一いつ瞬しゆんだけ、雅近は言葉に詰つまるが、それでも頭を強く振ふると、声を荒あららげた。

「しかしそれならば、なぜ生まれた時に殺さなかったのです！　五歳にまで育って、苦しいも哀かなしいも分かる年になってから、なぜ殺す必要があったのですか！」

「病弱だったのでな。それほど長生きは出来ぬと、医術士が申したので、あえて手を汚よごす必要もないかと思ったまでだ。しかし宮様に仕えるべき年になっても、死ななかった。だから致いたし方なかった。わたしは最も、宮様のためなる方法を選んだ。後こう悔かいはない」

「あなたという人は！」

　再び父親に摑みかかろうとした雅近の手が、背後から握られた。

　雅近の手を摑んだのは、頼近だった。同じ体つきと同じ顔つきで、しかし決定的に、醸かもし出す雰ふん囲い気きが違う二人が、見つめ合った。

「雅近。よせ」

「頼近……」

「父君、席をはずしてくださいませんか。父君がいると、雅近は冷静でいられない。わたしが雅近と話をします」

　促されると、太政大臣は頷うなずき、刀火に頭をさげると、簀子を伝って姿を消した。その姿が消えると、ようやく頼近は雅近の手を離はなした。

　雅近は荒い息をつき、頼近を睨にらみつけている。

「なぜ止めた。頼近」

「父君を許してやれ、雅近」

「おまえが言うのか!?」

　雅近はかっとしたように、声を高くした。

「五歳のおまえを、殺そうとした父だ！　なぜ許せなどと言う！」

　すると頼近は、怒りに震える雅近を見つめながら、微笑んだ。

「十八年経たっても、面おも影かげはあるものだな雅近。五歳の時のことを思い出す。おまえはいつもそうやって、あれこれと騒さわぎ立てて、笑って、怒おこって。結局泣きべそをかいて、わたしの所へ来ていた」

　まるで激高する雅近の様子に気がついていないかのような、懐なつかしさの滲にじむ声と目の表情に、雅近は呆ぼう然ぜんとした表情になって、頼近を見返した。

「花をくれたな。虫も。それでわたしの夜具に虫をばらまいて、父君に怒ど鳴なられた。おまえは、泣いてたな」

　突然の思い出話に目を瞬またたいた雅近は、急激に怒りがしぼんだらしく、肩かたを落とし、俯うつむく。

「……頼近、なのか？　本当に、頼近なのか」

「この顔で、おまえの兄以外の者がいると思うか？　雅近」

　よく似た顔で微笑む頼近に、雅近はすがりついた。そして力が抜ぬけたように、膝ひざを折り、頼近の両手首にしがみつくようにして膝立ちになって頭こうべを垂れる。

「……頼近……頼近……。よく……生きてくれていた。父君を怨うらんだだろう、さぞ……。俺のことも……」

　声を詰まらせた雅近を、頼近は見おろす。

「憎にくんだし、怨んだ。当然だ。わたしは突然、九反と共に放ほうり出された。真相を九反から聞いたときは、泣いた。喚わめいた。だがそれが過ぎて、九反と共に細々と生きていくうちに、悪くないと思うようになった。荒っぽい生活の中で、わたしは丈じよう夫ぶになったし、なにより気楽だった。上主様が乱心されるまで、上北国は良い国だった。本当に。だからわたしの身の上は、残念な風習だったと思えるようになった。仕方がなかったと。選ばれたのが健康なおまえなのも、当然だった。怨まなくなったら、気が楽になった」

　雅近は言葉もなく、頼近にすがりついたままだ。床ゆか板いたにぱたぱたと、涙なみだの粒つぶが落ちた。

　──雅近様……。

　大の男が、しかも雅近のような男が、人前で涙を見せた。そのことに千樹は、なんとも言えずに胸が締しめつけられた。雅近にとって、兄弟の存在は、どれほど大きかったのだろうか。

　阿樹の手の温ぬくもりを、千樹は思い出す。

　生き死にも分からなかった阿樹の所在と、彼女の真意を理解したとき、阿樹は既すでにこの世の人ではなかった。もう一度阿樹の手に触ふれたいと思っても、叶かなわなかった。

　けれど雅近は、今、兄に触れている。

　千樹には、叶わなかった望み。

　けれど雅近は、その望みが叶ったのだ。この世に一人でも、千樹の叶わなかった望みを叶えられる人がいるならば、それを喜びたかった。心から、良かったと、安あん堵どするような、温かい気持ちが滲み出る。

　刀火も、雅近が落ち着いたと見て取ったのか、表情を緩ゆるめた。

　頼近は落ち着いて言葉を続けた。

「わたしが現れることで、混乱するのは分かっていた。けれどわたしは、自分が育った上北国を再び、国として立て直したい一心で、冬鬼を追って来ただけだ。本当に、わたしは父君にも雅近にも、特別な怨みを抱いだいていない」

「頼近。なぜそんなふうに言える？　俺は、無理だった。おまえが死んだと聞かされたときから、俺は……」

　苦しげに呟つぶやいた雅近に、頼近は囁ささやく。

「残された者の方が、存外に辛つらかったのか？　でも大だい丈じよう夫ぶだ、雅近。おまえは強いから」

　その言葉に、雅近は顔を伏ふせたまま、小さく吹ふき出す。

「昔も、こうやって慰なぐさめられてばかりいた。俺は泣き虫だった」

　すると頼近も引きずられるように、一いつ緒しよに笑い出した。

　──ああ、お二人、ご兄弟だ。

　千樹は彼等の姿に、阿樹と自分の姿を重ねていた。




　　　　○




　刀火が、太政大臣家から曉宮に移ったのは、怪け我がを負った日から三日後だった。

　刀火自身は、翌日にでも曉宮に帰り、冬鬼のこと、頼近のことを、上主に報告するつもりだった。だが、自分の体がいうことをきかなかった。

　頼近の出現に混乱した雅近が、ようやく静まったのを見届けた後、安心してしまったのか、刀火はまた気を失ったのだ。

　そして意識が回復したのは、翌日の夕刻。

　さすがにこの状態では、少しの移動でも身が持たないだろうと、刀火自身も分かった。

　頼近のことも気になったので、雅近には当分、曉宮に顔を出す必要はなく、頼近を監かん視しせよと命じてある。

　そのかわりに、西の対たいの屋やには今、彩遊と純鉄を召めして滞たい在ざいさせてある。

　これも刀火の命令だった。

　千樹が冬鬼に襲おそわれたのは、彩遊が暴漢に襲われたとの文を受けて、外出した時だった。

　しかし実は、彩遊が暴漢に襲われた事実はなく、純鉄も、千樹に向けて文を出していなかったことが、翌日に分かったのだ。

　千樹に狙ねらいを定めた冬鬼が、彼女を誘さそい出すために罠わなを仕し掛かけたということだろう。

　本当に今、冬鬼が滅めつし、鬼界に帰ったのだとするならば、なんの問題もないはず。

　しかしもし、まだ冬鬼がなんらかの力を残していた場合、再び彩遊と純鉄が狙われ、そしてその結果、千樹が引きずり出されるのを刀火は恐おそれた。

　──冬鬼と相まみえた時、冬鬼は法術で操あやつる参を、ものともしなかった。

　うまくかわしたというよりは、別の方法で、空間を、目に見えない速さで飛んで、参の障しよう壁へきをすり抜けたようにすら見えた。

　法術は、人間が編み出した魔ま力りよくだ。当然、自然の理ことわりの中で生まれた鬼の魔力と比べれば、まがい物と呼べる程度の力しかない。

　だからこそ絵の魔力という、世の理の中に生まれる魔力を宿した桜の屛びよう風ぶ絵えは、法術では封ふうじられなかった。そして鬼に対しても、目くらまし程度の力しかない。

　しかし、目くらまし程度の力はあるのだ。

　賢夕と融ゆう合ごうした春鬼は、成る絵の中から具現して、出現した。その時春鬼は、参の作り出した結界から出る素そ振ぶりはなかった。それは鬼が結界をこじ開ける力がなかったからではなく、参が作り出した結界が、そこにあることを意識できなかったから。

　参の作る結界の外に、鬼の意識が向かないようにすることが、結界の意義だった。

　気づかれればこじ開けるだろうが、鬼は目くらましにかかり、自分がその場にのみ意識を向けるように仕向けられていることに、気がつかなかった。

　それこそが参の、目くらましの力。

　しかし冬鬼には、その目くらましそのものが、効力を発揮していないかのようだった。

　──熟知しているものを搔かき分けるような、簡単さがあった。

　春鬼の腕うでを斬きり落とした時の手て応ごたえを、刀火は覚えている。

　あれはずっしりと重く、人間の肉体よりもはるかに密に、何かが詰つまっているような気がした。いうなれば、人の皮の中に、溶とけた鉛なまりが隙すき間まなく流し込まれているような存在感だった。その存在感があるものが、あれほど軽かろやかに、空間を飛び越こえるだろうか。

　冬鬼の動きが、刀火が経験で知っている鬼の存在感と、微び妙みようにずれていた気がしてならない。

　だから、冬鬼が滅したはずだと知らされても、不安がなくならないのだ。

「不可解な……」

　思わず口にすると、刀火の枕まくら元もとでせっせと筆を動かしていた千樹が、えっと顔をあげる。

「何か言った？」

　曉宮に帰ってきてから、千樹は、なにやら責任を感じているらしく、刀火の看病をすると言って、彼の枕元でほとんどの時間を過ごしている。が、退たい屈くつになってくると、あろうことか、怪我でぐったりしている刀火の姿を、嬉うれしげに、せっせと写生しはじめる。

　そうされると、刀火はなんとも複雑な気分になる。

「いや……。わたしが弱っている姿を描えがいて、楽しいか？」

　訊きくと、千樹は目を輝かがやかせた。

「とっても！　心底意地悪そうで、鼻持ちならないあなたを描くのも面おも白しろい。けれどこうやって、ちょっと腕をひねられただけで気を失いそうなあなたも、それなりに風情ふぜいがあって面白いわ！　できるなら、さらに弱々しくて、気を失う直前みたいな姿も描いてみたいけど。相談だけど、もし……」

「その相談は却きやつ下かだ。おまえの考えなど、お見通しだ。描きたいからといって、今のわたしの腕をひねることは、ならない」

「はは、そんな……。まあ、そうよね。うん、分かってる、分かってる」

　と言いつつも、ちょっと惜おしそうな顔をする千樹が、この時の刀火には恐ろしかった。仮に夢うつつの時にでも、うっかり了りよう承しようすれば、本当に腕をひねられ失神する羽目になるはず。

　──ある意味、恐ろしい姫ひめ君ぎみだ。おちおち看病もさせられない。

　しかしこうやって側そばにいてくれれば、安心には違ちがいない。

　刀火はまだ、どこかで、冬鬼が滅したとは信じきれていない。

　それは、頼近のことを信用しきれないからでもある。

　頼近は間ま違ちがいなく、刀火たちの危機を救った。その功に報むくいる必要はある。だから刀火は、頼近を再び、生きている者として上東国へ迎むかえ入れるべきだと決断した。

　ただ、功績があるからと、全すべてを信用していいとも思っていない。

　冬鬼の首が跳はね上がった光景を思い返す。

　首と胴どうが離はなれた鬼の肉体は、なぜ消えたのか。腕を斬り落としても、腕は消えずにその場に残ったのに、なぜ首と胴を切り離したときに限り、肉体が消えるのだろうか。

　それは、そこが鬼の急所で、首を切り離されれば、肉体の形を保っていられなくなるからなのだろうか。頼近も予測を上回る結果と言っていた。

　──しかし腕と首、あの神話の鬼に、そのような劇的な違いがあるだろうか。

　刀火の感覚からすれば、鬼は、首と胴を切り離しても、切り離された首を抱かかえ、逃にげ去りそうな気さえする。だがそれも確証はないことで、ただ刀火の感覚、というだけだ。

　もし頼近の予測が違っていたのならば、冬鬼はまだ、どこかにいるのかもしれない。

　そもそも頼近の存在を、どうとらえれば良いのだろうか。そのことが、頼近への不信に繫つながっている。

　──五歳の時に死ねと言われ、それでも生き延びた。その男が、何を考えどうやって生きてきたのか。

　彼自身が語ったように、上北国を故郷とし、辛からくも生きてこられたのだろう。

　だが自分を殺そうとした父や、残されて愛されて育てられているはずの弟を、怨うらむこともなく妬ねたむこともなくいられたのだろうか。

　──もしそうだとしたら、頼近はどれほど高潔な人間だろう。それほど高潔な人間が、いるのだろうか。

　刀火はそれほど高潔な人間に、自分を含ふくめて、出会ったことがない。

「ねぇ、わたしは、なんで冬鬼に狙われたの？　あなた、理由を分かってるんじゃない？」

　線せん描びよう筆を無心に動かしていた千樹が、ふと思い出したように問うと、手を止めた。

「冬鬼が、わたしに言ったの。……千花って」







　五花　千花が成すもの




　不安げな呟つぶやきは、ずっと気にかかっていたことを、やっと口にしたという風情だった。

　──気になって当然か。しかし……。

　刀火は答える気がなかった。

　答えを知れば、千樹は必ず、自分の存在そのものに苦しむはずだ。

「絵師の予言を知っていれば、誰だれでも、おまえのことを連想する。冬鬼がたまたま、それを知っていただけだろう」

「たまたま？　冬鬼が？　そんなことあり得る？　たまたまなんて。たまたま知っていたにしろ、なぜわたしを千花と呼んだの？　しかも、わたしを殺そうとか、傷つけようとかする素振りはなかったし」

「鬼は存外悪あく趣しゆ味みで、奇き特とくなことに、おまえに一ひと目め惚ぼれしたのかも知れない」

「悪趣味って……、あなたねぇ。はぐらかすにしても、もうちょっと、心が弾はずむような、素敵な言い回しはないの？」

　はぐらかされたことは理解しているらしく、千樹は歯ぎしりしながらも、硯すずりに筆を置く。

「冬鬼には色いろ恋こいに関して、珍ちん奇きな趣味がある、とかか？」

「なんとなく、表現がどんどん酷ひどくなりそうだから、もう、いい」

　息をつき、千樹は憂ゆう鬱うつそうな瞳ひとみで、板目を辿たどるように視線を落とす。

「もうひとつ訊きたかったの。なんで、頼近様に、わたしが鬼界を描いた屛風絵を、封じる力があると教えなかったの？」

「それは隠かくしようもないことで、いずれ誰かの口から頼近には知れる。だがあの場で、すぐにおまえのことを告げるのは不用心に過ぎる。わたしがこの有様では、あの場で頼近がなにをしでかしても、対処出来なかった」

「頼近様が何かするとでも？」

「そうは思わないが、用心したのみ。頼近の言葉が全て真実だとしても、……真実だとしたら尚なお更さら、頼近はおまえを、上北国へ連れて行きたいと言い出すはず」

　千樹は、唇くちびるを嚙かむ。

「わたし、あの夜からずっと考えていたの。わたしが逃げ出した国を、もとの形に戻もどそうと努力している頼近様のようなお方がいるなら、わたしは、あのお方と共に故国へ帰り、屛風絵を封ふう印いんするべきではないのかと」

　頼近の話を聞いて、千樹ならば当然、そうやって思い悩なやむだろうと思っていた。そして彼女は、自分の力が役に立つならばと、きっと上北国へ向かうと言い出す。

　それを予測していたから、刀火はあの場で、千樹の能力を教えるのを躊躇ためらったのかも知れない。

「忘れているようだが、おまえはわたしの仮かり妻づまだ。彩遊の屋や敷しきへ遊びに行く程度ならまだしも、仮妻が、長期間にわたって姿をくらませば、誤ご魔ま化かしきれない。今のままでは、上北国へ行くことを許可は出来ない」

　もし上北国へ赴おもむくのが、一時だけだとしても、そんな危険に千樹をさらしたくなかった。上北国は、無法の地だ。いくら護衛をつけていようとも、無事に行って帰れる保証はない。

　──だから行かせたくない。わたしの……臣下であるから。

　数日前に突とつ然ぜん出現した、十八年間、死んだとされていた男に千樹を託たくすなど、考えられない。

「千樹。頼近をどう思う？　高潔に過ぎるのではないか？」

「疑っているの？　頼近様のことを？　なにか怪あやしげな事でも？」

「怪しくはないし、功も立てた。だから父上主への報告を約束したが、心から信しん頼らい出来るか否いなかは、まだ分からない」

　すると千樹は、真しん剣けんに腕うで組ぐみして考え込んだ。

「あれほど雅近様と似てるのだから、双ふた子ごの兄君なのは確かだと思う。まれに見るほどの高潔なありようなのも……、確かね。五歳の頃ころに、死ねと言われて追放されて。父君や弟君をうらやみ怨みながらも、それを乗り越こえ、憎にくしみを消して、許したんだものね。でも、わたしなら、たぶん無理だわ。呪のろったりはしないかもしれないけれど、父君の顔など、二度と見たくないと思う」

「わたしも無理だろうな。生しよう涯がい、わたしの目には映らないものとして扱あつかう」

「あれ、でも人らしくあろうとするならば、人を怨んだりしては駄だ目めよね……。その点でいけば、頼近様はとても人らしいのかしら？　父君や弟君を、怨んでないのだから。じゃあ、わたしや、あなたは、魔ま性しように近い？」

　千樹が難しい顔をするので、刀火は苦く笑しようした。彼女は薫たき物もの合わせの後に、刀火と交かわした会話を心に留めてくれているらしい。反はん抗こう的なくせに、根っこの部分で素す直なおさがあるのが、千樹の可愛かわいいところだ。

「怨み、憎むことは当然の感情としてあって構わない。ただその感情のままに、相手を呪い、手を下し、痛めつけるのは魔性だろうと言ったのみだ」

　そこまで口にして、刀火は気がついた。

　──なるほど、わたしが頼近を高潔に過ぎると思った理由が、それ、か。

　しかしそれに気がついたところで、頼近は信頼に足る者か、否か、まだ判断はつかない。

　千樹は、様々な感情があるのは当然と言われ、すこしほっとしたような顔をする。

「存分に憎んでもいいのね。でも、その憎しみを自分の中で消化しなくちゃならないのは、苦痛ね。わたしは、あの薫物合わせの女君たちのこと、まだ許せないし憎いもの。うっかりすると、どうにかしちゃいたい、と思ってることがあるもの」

「そういうときには、気分を変えて忘れろ。楽しいことをしろ」

「楽しいこと？　でも絵を描えがいていても、ふっとそのことを思い出すし」

「おまえの楽しいことはそれだけか？」

「他ほかになにがあるの？　あなたにも、気分転てん換かんの楽しみなんてなさそうだけど、わたし以上に」

「違ちがいないな。ならば、わたしとともに探すか？」

　思いついて、夜具の中から手を伸のばして千樹の手に触ふれた。千樹が、ぴゃっと妙みような声をあげて、手を背中の後ろへ引っ込めて、頰ほおを染めた。その様子がおかしくて、刀火は少し体を起こし、千樹の二の腕うでを摑つかんで自分の方へ引き寄せた。夜具の方へ倒たおれこんだ千樹を、上から覆おおい被かぶさるようにして、押さえこむ。

「なな、なに？　これは、ああ、あれ？　臣下との交流!?　それをするならまず、雅近様に！」

　ジタバタ暴れるので、刀火は顔をしかめた。

「暴れるな、傷が痛む」

「えっ！」

　千樹は両手を胸に引き寄せ、ちんまりと静まった。

　よほど刀火の怪け我がを、気にしているらしい。

「明日、わたしは父上主に頼近のことを報告に行くつもりだ。それまでは雅近も、曉宮に来ない。頼近と共にいろと命じてある。だから、おまえとわたしだけだ」

　千樹の耳から首筋にかけて、徐じよ々じよに薄うすい紅色になる。

「え、えっと……だから？」

　と問われて、刀火もまた、内心首を傾かしげる。

　──だから、わたしは何をしようと？　楽しみのために。

　楽しみを見つけようと、思わず千樹を引き寄せたのはいいが、なぜ自分が彼女を引き寄せたのか、はたと不思議に思う。

　押さえこんだ千樹の体の温かさが不意に強く感じられ、瞳を見おろし、ようやく己おのれのしようとしたことに気がつく。気がついて、少し慌あわてた。

　──無礼を働きたいのか？　自分の臣下に？

　自分の無意識が恥はずかしくなり、すこしだけ耳が熱くなった。

　千樹が、びっくりしたように目を瞬またたく。

「あの……あの、わたし……別に……」

　千樹が口を開いた時、なにか重くてふにゃふにゃして、温かいものが、刀火の背中にドスンと飛び乗った。

　肩かたの傷が開くのではないかという程ほどの痛みに、刀火は呻うめいて、千樹を離はなして夜具に丸まった。

「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　千樹が慌てて身を起こし、刀火を覗のぞきこむ。

「……なにが……起こった……？」

　痛みに歯を食いしばりながら訊きくと、千樹が勢いよく立ちあがっていた。

「ぷくだわ！　彩遊先生が世話してる猫ねこ！　こら、ぷく！　怪我人を殺す気!?」

　刀火を襲おそった犯人を捕つかまえようと、寝しん所じよから飛び出した千樹の背中を見送りながら、刀火はまた呻く。

　──うっかり、忘れていた。今は彩遊と純鉄も、宮にいたか。

　もしやあの猫は、彩遊の親心を敏びん感かんに察知して、娘むすめに等しい千樹に不ふ埒らちな真似まねを働こうとした刀火に、釘くぎを刺さしたのかもしれない。刀火は痛みに耐たえながら、自分の有様がおかしくて、少し笑った。

『おやおや、宮よ。いかがした』

　夜具にうつ伏ぶせていると、御み簾すの陰かげから幻繕の声がした。目線だけを動かしてみると、御簾の陰に、白い紙人形が張りついている。幻繕が飛ばした参だろう。

「なんでもない。ただ、猫に嫌きらわれたらしい」

『ほうほう、お気をつけなされよ。猫は、飼い主の気持ちに敏感じゃからのぉ。飼い主の養い子が、みだらな真似をされそうになれば、猫も爪つめを立てるわい』

「そんなつもりはなかった」

　不ふ機き嫌げんに答えると、参がぴりぴりと震ふるえて笑った。

『そんなつもりはなかったとはのぉ、では無意識かのぉ。いやはや、宮でも心が乱れなさるか。これは本当に、噓うそから出た実まことになる気配かのぉ』

「無む駄だ口ぐちは聞きたくない。御法、それよりも明日だ。頼近の、父上主との対面の準備は整ったか？」

『滞とどこおりなくじゃ』

「引き続き、明日も、頼近から目を離すな」

　刀火は密ひそかに幻繕に命じて、頼近を見張らせていた。用心のためだ。こうやって用心深くならなければ、何が起こるか分からない。

　本来ならば、頼近と共にいることを命じた雅近が、見張り役としては最も適しているはず。

　しかし、頼近が生きていることを知ったときの雅近の反応を思い出すと、それは無理だろう。

　いくら主人の刀火が、頼近を怪しみ見張れと命じても、雅近は納なつ得とくしきれないはずだ。

　刀火と雅近の関係を考えれば、反抗はしないはずだし、その役割をこなそうとするかもしれない。

　だが一いつ片ぺんの疑いも持てない、持ちたくない相手にたいして、雅近が普ふ段だんの彼らしい働きができるわけはない。

　そのことに、どこか一いち抹まつの寂さびしさを感じている自分がいる。

　雅近は、刀火のためならば何をすることも厭いとわない、忠実な臣下だ。

　幼い頃ころからの刷り込みが、雅近にそうさせている。さらに雅近が刀火を守ろうとするのは、五歳の時に死に別れた双ふた子ごの兄の存在が大きかったのだろうとずっと思っていた。刀火のことを、死に別れた兄のかわりのように感じ、今度こそ守ろうとするような執しゆう着ちやくを感じていた。

　だが死んだはずの兄が、突とつ然ぜん現れた。

　刀火よりも、まずは兄のことが気になって当然だ。

　それをわずかなりとも寂しく感じる自分も、長年にわたり、雅近の執着に毒されていたのだ。

『頼近殿どのの見張りは、ぬかりない。しかしのぉ、わしは頼近殿よりも、九反が気にかかる。昔から、あれの考えはよく分からぬ』

「九反？　頼近を育てたという、従者のか？　知っているのか御法」

　意外な情報に、刀火はゆっくりと身を起こす。

『奴やつは、法術士じゃよ。若い頃を知っておる。法術士ではあったが、三流どころでな。だからこそ頼近殿の始末という、汚よごれ仕事を言いつけられたのじゃろうが……。奴が、さて。なぜ頼近殿を育てたか？　奴の若い頃は、そのように情け深くも思えなかったからのぉ』

　九反は小こ柄がらで、ヤモリのように目立たないのに、その存在に気がつくとぎょっとするほどの威い圧あつ感かんがある、不思議な佇たたずまいの男だった。雅近とそっくりな容姿でありながら、格段に物もの腰ごしが柔やわらかく、穏おだやかな頼近に、九反は影のように寄り添そっている。

　まるで頼近の影の中に潜ひそもうとする、特とく殊しゆなは虫類の擬ぎ態たいのようだった。

「御法のことだ。その九反も見張っているな？」

『見張ってはおるが、相手は法術を修めておる。わしの参に気がついておれば、誤ご魔ま化かしの逆法をつかわぬとも限らぬからの。完かん璧ぺきに、目で見張るようなわけにはゆかぬ』

「それでも、怠おこたりなく見張れ」

『承知。まあ、宮は傷を癒いやすことのみ今は考えよ。下て手たをしたら、死んでおった傷じゃ。なんならわしから、千樹姫ひめに、添い寝ねをお願いしてさしあげても良いが』

「いらぬ世話だ！」

　手元にあった枕まくらを、思わず参に投げつける。

　参はするりと枕をかわし、宙を舞まって、楽しそうにふわふわと天てん井じようへ昇のぼっていった。




　　　　○




「ぷく！」

　寝しん殿でんの庭の隅すみっこに追い詰つめて、やっと太った三み毛け猫ねこの首根っこを捕まえた千樹は、肩で息いきをしていた。

「なんてことするの、怪我人に。もう」

　叱しつ責せきすると、みゃーと力なく鳴いたので、そのまま抱だきしめて、小こ笹ざさの群れをかきわけて庭に出た。ほとほとと、ぷくを抱いて庭を横切りながら、刀火が休んでいる寝殿の方へ目を向けると、ほんのりと赤面してしまった。

　刀火が、意味深に、今、曉宮にいるのは二人だけだと言って、少しだけ照れたような顔をした。見み間ま違ちがいでなければ、すこし耳が赤くなったようだ。あんな恥ずかしそうな、彼の表情を目にするのは初めてで、それだけで心臓が口から飛び出しそうなほどにどきどきした。




　　　　○




　ひとしきり刀火をからかって満足した幻繕は、馬で常宮を出た。そして太だ政じよう大だい臣じん家の周囲を、それとなく散策して歩く。

　幻繕は日に数度、頼近と九反に参をつけて見張るだけではなく、彼等の滞たい在ざいする屋や敷しきの周囲を見て回っていたのだ。

　馬を歩かせていると、屋敷裏の木戸から、するりと小柄な人ひと影かげが出てきた。その姿を認め、幻繕は呼び止めた。

「九反」

　小柄で目立たないわりには、異様な存在感を放つ男は、幻繕の姿を目にすると嫌いやなものでも見つけたように目をすがめた。だが幻繕が近寄って行くと、お辞じ儀ぎをした。

「幻繕様。このような場所で、お目にかかるとは。如何いかがなされましたか？」

　顔をあげて問いかけた声には、おまえの目的は知っているぞと言いたげな、非難がましい響ひびきがある。が、幻繕はそんなことは一向に気にしない。

「なに、頼近殿とそなたを、見張らせてもらっておるだけじゃ。なにしろ十八年も死んだ者とされていたお方とその従者じゃ、怪あやしいことこの上なかろう。明日は、頼近殿は、上主様との対面も控ひかえておるしのぉ。そなたも同行するか？」

「同行は致いたしますが、御渡橋付近で控える予定でございます。太政大臣様のご指示です。わたしは、高貴なお方のお目に触ふれることは、敵かなわぬ身分ですゆえ」

　ぼそぼそと答え、垂れ下がった瞼まぶたの奥から鋭するどい視線を投げてくる。

　──変わらぬな。

　幻繕は笑え顔がおながらも、この男の内心を探さぐれないものかと注意深く観察していた。

　九反は法術士の端はしくれで、十八年前はまだ青年と呼べる年ねん齢れいだった。

　しかし青年らしい爽さわやかさや愛あい嬌きようとは無む縁えんで、どこかひねくれた暗い目をしていた。法術士としての技わざも、時折、目を見張るような技を操あやつったこともあるが、その技も安定せず、結局は三流の法術士だった。時々、貴族達に便利に使われる程度で、常宮に仕えることもなかった。

　九反の師し匠しようが幻繕の弟で子しであったので、たまたま顔を見知っている程度だった。

　若者らしい気き迫はくもない、いずれ法術士としての己おのれに限界を感じ、法術の道から去って行く種類の若者だと、気にもとめなかった。

　それがこのような形で再会するとは、思ってもいなかった。

「頼近殿は、立派なご主人とお見受けするが？　そなたがお育て申したのか？　九反」

「たいそうなことは、しておりません」

「なぜ殺せと命じられた頼近殿を、殺さなかった？」

　さくりと切りこむように問うと、ゆっくりと、瞼の奥から暗い瞳ひとみが幻繕を見あげる。

「あの時、あのお方は五歳だった。たった五歳の子供なのに、大人のわたしが怯ひるんだほど、あのお方は高潔だった。あの清らかさに、わたしは怯んだのです。その子供を殺せと言われ、あなた様なら殺せますか？」

　地の底から微かすかに吹ふきあがる、湿しめり気のある風鳴りのような声だった。

「殺せなかった。ただそれだけです。そしてあのお方は成長し、己のやるべきことを知った。それだけです。わたしはただ、お仕えするのみ」

　九反はもう一度頭をさげると、

「主人の用で、市に向かいますので。失礼を」

　と言い、都大路の方向へ歩き出す。

　──高月頼近殿か。

　刀火は頼近と九反に不ふ審しんを抱いだいているし、幻繕とて、この二人の存在には注意を払はらっている。

　しかし彼等に怪しい動きは、未いまだない。

　頼近には、自分を追いやった太政大臣に復ふく讐しゆうする様子もなければ、のうのうと生きてきた雅近を害そうとする気配もない。

　どちらかというと、迎むかえ入れられたことを喜んでいるように見える。

　頼近が冬鬼を滅めつした様を目もく撃げきし、それほど簡単に鬼が滅するものかと疑った。しかし冬鬼は滅したわけではなく、肉体を失って精神が鬼界へ帰ったのみと言う。

　それならば合が点てんはいく。春鬼の腕うでは、斬きり落とせたのだ。ということは、滅しないまでも、鬼の肉体を砕くだくのは可能かもしれない。だから冬鬼も肉体が砕けたのかもしれない。

　そしてその証しよう拠こに、冬鬼はあれ以来姿を見せない。精神だけとなり、鬼界へ帰ったのだろう。

「宮は、高潔に過ぎると言っておったが……」

　真に高潔なる者の可能性も、ありはしないだろうか。幻繕は、小柄な男の背中が遠のくのを見つめながら、ふとそんなことを思った。




　　　　○




　翌日。常宮内は朝から、どこか落ち着きのない空気だった。

　十八年前に死んだとされていた、太政大臣家の嫡ちやく子しの一人が生きており、なおかつ、鬼を倒たおした功績を認められ、上主と対面するというのだ。

　誰だれしもが、その蘇よみがえってきた太政大臣家の嫡子に興きよう味み津しん々しんだった。

　頼近が太政大臣家から到とう着ちやくするまでに、噂うわさは常宮内に広まっていた。

「高月頼近様というのは、なかなか、立派なお人ひと柄がららしいな」

　純鉄は、こっそり祭さい司し寮りように出向き、顔見知りの連中から、様々な噂を仕入れてきた。昼過ぎになると曉宮の西の対たいの屋やに戻もどってきて、興奮気味に口を開いた。

　千樹は彩遊と共に、絵の具の粉をすりつぶしている最中だった。

　絵を描えがくときには、採石という、発色する石を砕いて混ぜ合わせて絵の具とする。

　採石屋というのがいて、様々な色を発する採石を見つけてきて、ある程度砕いてから絵師に売ってくれる。だがそのままでは色しき彩さいが単純で単調になるので、絵師は採石を独自に混ぜ合わせて色を作る。さらに採石屋が砕いたものでは粗あらすぎて、膠にかわに溶とけにくいので、絵師が自分の使いやすい程度にまですりつぶす。

　千樹と彩遊が並んで、乳にゆう鉢ばちでごりごり擦すっている前に腰こしを下ろした純鉄の目は、好こう奇き心しんで輝かがやいている。

「曉宮様が、事の顚てん末まつを上主様にご報告されて、その後に、太政大臣様と雅近様とともに、頼近様が上主様と対面したらしい。雅近様とそっくりらしいが、落ち着いた振ふる舞まいで、上主様は、いたくお気に召めしたらしいぞ」

　と、我がことのように告げて、鼻の穴を膨ふくらませる。

　彩遊は手を止め、へぇっと、素す直なおな感かん嘆たんの声をあげた。

「身の上を考えれば、そうやって落ち着いておられるだけでもご立派だろうね」

「ええ、そうですよ！　こいつも結構過か酷こくな経験をしたらしいですが、落ち着きという点ではまったくありませんし」

　純鉄に指さされて、千樹はむっとしたが、反論の余地はない。

「余計なお世話よ。それで、頼近様の立場はどうなられたの？」

「太政大臣の嫡子として、太政大臣家に迎え入れられることになった。ただし、曉宮様の側そば仕づかえとしては、既すでに雅近様がいる。側仕えを二人にしては、将来の太政大臣が二人いるということになってしまう。それは都合が悪かろうということで、しばらくは、衛え門もん府ふの頭かみの配下として働かれるというぞ。雅近様の進言で、曉宮の警備を重点的に担当することになるらしい」

「では頼近様は、上東国の上主様の臣下として、正式に認められたということだね」

　彩遊の言葉に、純鉄は首を振る。

「いえ、それがさらにご立派なことに、臣下として働くことにやぶさかではないが、自分の本来の目的は、上北国を安定させることだと仰おつしやったらしいです。準備を整え、上北国へ向かい鬼界と人界を繫つなぐ屛びよう風ぶ絵えを封ふうじたいのだと。そして封じたあかつきには、新たに、上東国の上主様に請こい、他ほかの二国、上かみの南なん国こく、上かみの西さい国ごくの上主様方とも相談して頂き、上北国の、新たな上主様を選んで頂きたいと申し上げたそうだ」

　千樹は、驚おどろきのあまり手を止めた。目を丸くして純鉄を見やると、彼は、凄すごいだろうと同意を求めるように千樹を見つめている。

「それ、本当なの？　頼近様は、そんなことまでお考えだったの？」

「ご立派だろう？　嬉うれしくないか？　おまえの故郷が蘇るかも知れない」

　屛風絵を封じ、冬鬼を鬼界に封じ込められれば、上北国の今の状じよう況きようが改善すると、頼近は言っていた。そして千樹も、人心を乱す鬼が封じられれば、その可能性はあると思う。

　そして新たに上主が立てば、国は少しずつでも、安定していくはずだ。

　しかも他の三国の上主が諮はかって擁よう立りつした新上主であれば、三国からの、上北国への支し援えんも受けられるだろう。

　統制など不可能に思えた混こん沌とんの地の上に、薄うすく、おぼろげな平和な未来が見える気がした。

「わたし、上北国へ行かなければいけない」

　ぽつりと呟つぶやくと、彩遊が不安そうに眉まゆをひそめる。

「千樹、焦あせって考えない方が良いよ。屛風絵の封ふう印いんに、君の能力が役立つのは確かだろう。けれど、上北国は無法の地だ。そんな場所に向かうには、それなりの覚かく悟ごが必要だ」

「でも、そこは、わたしの故郷で。そしてその場所を、蘇らせようとしているお方がいるのに」

　頼近が出現してから、千樹はずっとそのことが気にかかっていた。

　自分は一刻も早く、頼近とともに上北国へ向かうべきではないのか。そして冬鬼が鬼界で大人しくしている間に、屛風絵を封じなければならないのではないか。

　その思いは日に日に強くなり、千樹を焦らせていた。

　今も、上北国が無人になったわけではない。あの地で生まれる命もあるはず。それらのためにも、自分はすぐにでも、旅立つべきだ。

「気持ちは分かるけれど、まずは曉宮様と相談しなきゃならないだろう。おまえ仮かり妻づまだろう？　上主様も、封印に関してすぐにお答えにならなかったというぞ。それはおまえが、曉宮様の仮妻だからだと、俺は思うぞ」

　純鉄に指し摘てきされ、千樹は昨日の、刀火との会話を思い出す。

　確か刀火も、千樹が仮妻であるのだから、おいそれと許可することは出来ないと言っていた。

　──もどかしい。でも確かに、気軽に行ける場所ではない。実際にあの場所に行くと決まったら、正直……怖こわい……。

　自分は、やらねばならないだろうという、焦りともどかしさ。

　それと同時に、間ま違ちがいなく恐きよう怖ふもある。

　上北国は、千樹にとって怖い記き憶おくしかない場所だ。

　父上主の狂きよう気きじみた行動に、おののき続けた。そして父上主が倒されてからは、国の全部が混乱して、戦場になったなかを、震ふるえながら走り抜ぬけた。

　鈍にぶい刃は物もので肉を削そぎ落とされるように、どうしようもない恐怖心が、千樹の心を削けずった。

　その爛ただれた傷きず痕あとは、千樹の深い部分にあって、けして消えないだろう。

「でも、行く必要がある……」

　そう口にしたとき、曉宮の周囲が、なんとなく騒さわがしいのに気がついた。何事だろうと、彩遊と純鉄も、見えるはずもないのに、曉宮を囲う白しら板いた垣がきの方向へ視線を向ける。すると簀すの子こを巡めぐって、柚葉が仏ぶつ頂ちよう面づらでやってきた。

「姫ひめ様。お外のお散歩道に、雅近様と頼近様がお見えです。姫様にお話があるとかで、お連れしてくれと、雅近様に頼たのまれてしまったのですけれど」

「お話？　なんだろう。行くのは構わないけれど、なぜ中に入っていらっしゃらないの？」

「頼近様は曉宮様の側仕えではないから、宮の中に入るのを遠えん慮りよされているご様子です。宮様はまだ新宮からお戻りではありませんから、宮様の許可なくして、入り込むのはまずかろうと仰おおせです」

「そっか。わかった。行くわ」

　立ちあがり、歩き出した柚葉について行きかけると、

「千樹」

　不安げな声で、彩遊が呼ぶ。

「大事な決断は、一人でしてはいけないよ」

　師し匠しようが千樹を気き遣づかってくれるのが嬉しくて、笑え顔がおで頷うなずいた。

「はい」







　そのまま柚葉について曉宮の裏門から出ると、なんとなく騒がしい空気が一層強くなる。

　曉宮の周囲に巡らされている、散歩用の小道が見える場所には、あちこちに侍じ女じよたちの姿があった。彼女らは、二、三人がひとかたまりになって、なにやら期待顔で、小道の中を覗のぞきこもうとしている。

　小道の周囲に垣かき根ねがあるわけではないのだが、そこはある程度の身分の者、もしくはそのおつきの侍女しか入れない決まりになっている。

「わぁ、なんだが、花形役者の出待ちみたいねぇ」

　永冶の都にも、ときおり旅芸人の一座が来る。その一座の花形役者となると、都の若い女の子達の憧あこがれの的で、興業をおこなう天幕の周囲には、期待顔の女の子達が、用事もないのにうろついたりする。

「ええ、まったく。不ぶ躾しつけですし、失礼です」

　どうやら柚葉の不ふ機き嫌げんの原因が彼女達らしいと察して、千樹は首を傾かしげた。

「あの人達は、誰がお目当て？　なんで柚葉がそんなに怒おこってるの？　あ、ひょっとして彼女たちのお目当ては雅近様？」

「あの人達のお目当ては、頼近様です。雅近様は、軽けい薄はくで浮うわ気き者で、信用ならない。けれど頼近様は雅近様と違ちがってお優やさしそうだし、誠実そうだし、苦難を乗り越こえてきたためか、凜りんとしていて素す敵てきだと、あの人達は言うんです。雅近様と大違いで、素敵だって。失礼です」

　どちらかというと、八割程度は周囲の意見に賛成だったが、柚葉が、じろりと侍女たちを睨にらんだ目つきが怖かったので黙だまっていた。

「雅近様は、軽薄で浮気者で、信用ならないところが素敵なんです」

「へ……、へぇ……。そうなんだ」

　独特の価値観を披ひ露ろうされ、千樹はとりあえず、引きつった笑顔で頷くしかない。柚葉は見かけによらず、剛ごうの者だ。

　小道は、小こ笹ざさの群れや、腰こし掛かけるのにちょうどいい石などが配置されている中を、ゆるく蛇だ行こうしている。ちょうど沈じん丁ちよう花げが群れ咲さいている場所に、同じ容姿で、まったく違う雰ふん囲い気きを漂ただよわせた二人の青年の姿があった。

　雅近と頼近だ。

　雅近はいつものように、派手な模様の明るい色目の狩かり衣ぎぬ。頼近は、品の良い地模様がある、薄うす青あおい狩衣。顔かたち、背格好が全く同じながら、まるで雰囲気が違う。

「雅近様、頼近様。お呼びですか？」

　千樹が近づくと、頼近は親しげに破顔した。

　雅近は、すこし口元を歪ゆがめただけだ。笑ったようには見えない。

「ありがとう、柚葉。俺たちと、千樹姫だけの話がある。外してくれるか？　帰りは、俺が姫君を曉宮まで送る」

　雅近が告げると、柚葉は「大だい丈じよう夫ぶでしょうか」と問うように、千樹を見つめた。

「平気。先に帰ってて」

　と言うと、彼女はすこし心配そうな顔をしたが、それでも雅近には逆らえないらしく、戻もどっていった。千樹は二人と向き合って、頭をさげた。

「頼近様。上主様にお目にかかり、太だ政じよう大だい臣じん家への復帰と、衛え門もん府ふへの出仕を認められたと噂うわさに聞きました。おめでとうございます」

「ありがとうございます。姫君。けれどわたしは、いずれ上北国へ帰るつもりですから、仮そめの立場です。上主様もご理解くださっています」

　仮そめの立場という頼近に、雅近は不満そうな顔をした。

「仮そめではない。正式な立場だ。上北国へ帰ったとして、おまえが上東国の臣下と認められたことは変わらないだろう」

「まあ、そうかな」

　彼等は、双ふた子ごではある。しかし雅近の言葉を笑顔で受け流す頼近の方が、雅近よりも、ぐんと落ち着いていて、兄らしい。

「それで、わたしにお話があるんですよね？」

　問うと、笑顔だった頼近が表情を引き締しめ、じっと千樹の目を見つめる。

「わたしが、姫君にお話があってお呼びだてしました」

「頼近様が？」

　頼近は言うべきことを整理しようとするかのように沈ちん黙もくしたが、すぐに口を開く。

「わたしが、上北国を立て直したいと願っていることは、姫君も御ご存ぞん知じですよね？　冬鬼を斬きった夜、侍女の柚葉と名乗っておられたが、あなたはあの場においでだった」

「はい」

　真しん剣けんな言葉と表情に、千樹は身構えた。これは間違いなく、あの夜から、自分がずっと気にし続けている封ふう印いんに関する話なのだと、察せられた。それ以外に、頼近が千樹を呼び出す理由はないはずだし、これほど真剣に向き合うこともないだろう。

　軽く拳こぶしを握にぎり、頼近の言葉を待った。

「冬鬼は今、鬼界に戻っているはずです。その間に、上北国にある屛びよう風ぶ絵えを封印出来れば、上北国が蘇よみがえる、第一歩となります。それは理解頂けますね？」

「はい」

「そしてわたしは、あなたにその能力があるのだと、雅近から聞きました。そして上東国の屛風絵も、危あやういところで、あなたの力で封じられたと」

　いくら刀火や上主が口を濁にごしても、屛風絵の一件は常宮では周知のこと。雅近が知らせなくても、いずれすぐに、頼近の耳に入ったはずだ。

「お聞きになったとおりです。それなら……頼近様がわたしを呼ばれた理由も、分かります。わたしは上北国へ向かい、その屛風絵を封じるべき。そう仰おつしやるために来たのですよね？」

「たとえかつて上北国上主様の姫ひめ御み子こであっても、そこまでする義務はないと、わたしは思います。ですが……」

　頼近は、言いづらそうに続けた。

「ですが、上北国を立て直したいと、わたしはずっと願ってきました。そしてその方法が、姫君だと知りました。だから、あなたにその義務も責任もないと知っていながら、ただお願いしたいと思いました。わたしと共に、上北国へ行き、屛風絵を封印して頂きたい」

　軽薄さのかけらもない、ただ素す直なおに願って頭をさげた頼近の様子に、千樹は胸をつかれる。

　──頼近様は、義務も責任もないと言った。けれど、そんなわけはない。上北国はわたしの故郷で、そして国を滅ほろぼしたのは、わたしの父なのだから。

　頼近の真しん摯しさが、かえって千樹を責め立てている。

　──けれど、怖こわい。

　あの場所は地じ獄ごくだと、幼心に刻まれた上北国への恐きよう怖ふは、千樹の体の芯しんにこびりついて離はなれない。

　義務感と恐怖が、せめぎ合う。

　雅近と頼近、二人に見つめられ、千樹は拳を強く握る。勇気を奮い起こす。

　巡めぐり合わせを、強く感じる。千樹に描えがく能力があり、ここまで生かされていたのも。刀火に巡り合い、そのために頼近とも巡り合うことになったのも。全すべては、神々の采さい配はいではないか。

　そんな気がする。

　これは自分に課せられたもので、そうするべきだと、巡り合わせにて告げられているのかも知れない。

「上北国へ、行きます」

　答えた唇くちびるがすこし震ふるえたが、言えた。

「行きます。わたしは。曉宮のあの人に許可をもらって、行きます。封じるために」

「行って頂けますか？」

　自ら願っておきながら、頼近はそれで良いのかと問うように、念を押した。

　雅近は、無表情だ。二人の会話をじっと聞いているのみ。

「はい。わたしは……行きます。でもわたしは、曉宮の仮かり妻づまという立場になってしまっています。ですから、行くためにはその許可を、曉宮のあの人に取る必要があります。頼たのんでみます、わたしから」

「そうして頂けますか？　わたしからも、宮様にはお願い申し上げるつもりですが、うまく曉宮様と交こう渉しよう出来るほど、宮様のことを存じ上げない。率そつ直ちよくにお願いするしか方法がない。しかもわたしは、宮様にとって突とつ然ぜん出現した、得体のしれぬ者でしょうから。その者からの願いなど、おいそれとお聞きいただけるとは思えない」

　頼近は、太政大臣家の嫡ちやく子しとして復活し、曉宮の警備を任された。とはいえ、彼はそれに有う頂ちよう天てんになることなく、自分の立場を良く理解しているらしい。

「わかりました。わたしから、お願いしてみます」

「話はすんだな？　頼近。先に屋や敷しきに帰ってくれ。俺は千樹姫ひめを曉宮へ送る」

　雅近が、千樹の肩かたに触ふれて、促うながすように軽く押した。送ると言っても、曉宮は目と鼻の先だ。しかし、強しいて断る理由もない。

「千樹姫。ことのなりゆきを、また文ででも、お知らせください。太政大臣家か、衛門府へ文を届けてくだされば、わたしの手元に届きます」

　頼近が背を見せるのと同時に、雅近が千樹の背を押して歩き出す。







　頼近の気配が遠のくと、小道の周囲にいた侍じ女じよたちの気配が、彼に惹ひきつけられて遠ざかる。そしてすぐに、小道はいつもの静けさになった。

　曉宮の裏門が見える辺りで、不意に雅近が歩みを止めた。

「千樹姫。話がある」

　いつになく厳しい声だったので、千樹は意外な思いで足を止め雅近をふり返った。

「なんですか？　話って、さっきの話ではなく？」

　頼近が去った後に、あえて「話がある」と切り出すことに、不ふ審しんを感じた。眉まゆをひそめて雅近を見あげるが、彼の表情は、先刻から変わらない。無表情だ。

「まず礼を言うよ、姫君。君が上北国へ帰ってくれる決断をしたのに、安心した」

「帰る？」

　彼の言葉に違い和わ感かんを感じておうむ返しに問うと、雅近は淡たん々たんと言った。

「君は上北国へ行き、まさかもう一度、上東国へ、曉宮様のお側そばに帰ってくるつもりか？」

「それは曉宮の、あの人次し第だいで。封印を終えて帰ってこいと命じられれば、わたしは、ここに」

「帰ってくるな」

　千樹の言葉を、雅近が強く遮さえぎった。

「君は曉宮様のお側に、いるべき者ではない」

「どういう意味ですか？」

「曉宮様のあのお怪け我がを見たとき、俺はぞっとした。今までとわけが違ちがう、とんでもなく深い傷だ。その証しよう拠こに、宮様が俺の前で気を失うところなど、初めて見た。あれは君のせいだ」

　頼近が現れた日の夜、混乱した雅近をなだめた刀火は、それでほっとしたのか、その場で気を失った。そして翌日の夕暮れまで目を覚まさなかった。

　その様子に雅近は蒼そう白はくで、刀火が目を開けるまで傍かたわらから離れず、口数も極きよく端たんに少なかった。千樹に向かって、視線すらも投げてこなかった。

　それは刀火を心配するあまり、他ほかに意識が向かないのかと思っていた。しかし雅近は、千樹に対して怒おこっていたのかも知れない。

　そもそも刀火は、千樹を助けるために怪我をしたのだ。雅近にしてみれば、腹が立ったのだろう。

「わたしを助けるために、あの人に怪我をさせたのは、情けなくて、申し訳ないです」

　項うな垂だれると、苛いら立だたしげに雅近が舌打ちした。

「君は分かっていないらしいな、千樹姫。なぜ宮様が、君を助けたか。しかも命を危険にさらしてまで。君は、自分自身の危険を分かっていない」

「どういうことですか？　なんなんですか、わたしが？」

　暫しばし雅近は沈黙した。

　ざっと小こ笹ざさの群れが揺ゆれると、沈じん丁ちよう花げが強く香かおった。雅近と千樹の衣ころもの袖そでが、はためく。

　雅近は暗い目で、口を開く。

「君は、絵の魔ま力りよくを操あやつる。先の賢夕の一件の折、その魔力の強さを俺たちは思い知った。君は、賢夕と春鬼が溶とけあった姿を描えがき、それが成り具現した」

「それが、なにか？　桜の屛びよう風ぶ絵えの時と同じでしょう？　描いた絵が成って、具現した。描いた万龍が、屛びよう風ぶから首を出したりしたもの」

「屛風絵の時は誰だれも、その可能性に思いいたらなかった。なにしろ具現したのは神だ。ありがたいと思いこそすれ、恐おそろしいとは思わなかった。しかし賢夕の一件で描いたのは、人と溶けあっているとはいえ、鬼の絵。それが具現した」

「え？」

「君は、鬼の姿を具現させたと言ったんだ」

　それは千樹自身もよく分かっている。

　──でも、だからって、それがなに？　春鬼と賢夕先生が溶けあった姿が、具現した。なにも鬼そのものがその場に具現したわけじゃ……。

　その瞬しゆん間かん、背筋に恐怖が走った。やっと千樹は、その可能性に思いいたった。

　──……それは……まさか。

　刀火が千樹のことを「火種」と呼んだ、その意味。

　けれどその意味を、千樹本人には教えてくれる素そ振ぶりがなかった、その理由。

「君の成る絵は、具現する。点てん睛せいした絵も、そうでない絵も。彩遊も成る絵をものするが、具現したことがあるとは、聞いたことがない。いや、そもそも。過去に、成る絵をものする絵師はいたが、彼等の中の誰一人として、具現させたなどと聞いたことがない。桜の屛風絵を描いた絵師にしても、そうだ。あの絵は具現していない」

　そしてさらに雅近が口にした言葉に、息を吞のむ。

　──そうか。そもそも、成る絵が具現するということは、普ふ通つうはあり得ないことなんだ。

　幼い頃ころ、千樹が初めて成る絵を描いたあの瞬間、絵は土の上で動き、ふわふわと浮うかび上がって千樹を取り巻いた。成る絵も、何かのきっかけがあれば、当然具現するのだと千樹は思い込んでいた。

　しかし違う。

　千樹は、成る絵をものする絵師だが、その成る絵の質が、おそらく他の絵師たちと違う。

　猫ねこ百匹ぴきを具現させた日、彩遊の屋敷で純鉄と彩遊と交かわした会話を思い出す。

　なぜ成った絵が具現するのだろうかと千樹が問うと、彩遊は、「描き手が……持っているもの……」と、何かに気づいたように呟つぶやいた後、はぐらかすような笑え顔がおになった。

　彩遊はとっくに分かっていたのだ。

　千樹の成る絵のみが、具現するのだと。

　そしてさらに思い出す。千樹が天あま日ひの大おお神かみを描き、彩遊の描く力を奪うばってしまったあの時に、彩遊が言った言葉だ。

『君はあの時、成る絵を描えがいていた。しかもその絵は、まるで幻まぼろしのように地面から浮き出して、宙に漂ただよっていた。わたしでも、あんな成る絵を描けたことがない』

　彩遊は確か、そう言っていた。

　この世で、千樹のみが、具現する成る絵を描くのだ。

「君が、もし仮に鬼の絵を描いたらどうなると思う？」

「まさか、わたしが……。鬼を描いたら……」

　あまりの恐ろしさに、口に出せなかった。そのかわりに、雅近が言葉にした。

「そうだ。君がもし鬼の絵を描き点睛させてしまったら、それは成って、具現し、人界に飛び出してくるのではないか？　屛風絵の封ふう印いんなど、関係ない。人界と鬼界の境に穴を開けた屛風絵と同様に、いや、それ以上、直接的に。君は鬼を、この人界へ導くことができるかもしれない。幻繕御法も、そう言った。もちろんそのことには、宮様も気がついておられる」

「でも、確証は……」

「そう。確証はなかった。けれど、冬鬼は君を狙ねらった。その意味は、なんだと思う？　俺たちが考えていたことは、間ま違ちがいないことの証明ではないのか？　冬鬼が君を欲ほつするのは、鬼界から、仲間を呼び出すためだとしたら？」

　全身が、震ふるえた。

　──わたしは、鬼をこの世に導き出す可能性がある？

　自ら描くものが具現した瞬間、特に、賢夕と春鬼が溶けあった姿を描いたときの、手て応ごたえを思い出す。

　──なんてこと……。なんて……こと。

　よく考えれば、当然なのだ。

　成った絵は、人界と鬼界の境に穴を開けられたのだ。

　成って具現する鬼の絵を描けば、それは人界と鬼界の境を飛び越こえる。

　成る絵が恐ろしい、成る絵をものする絵師は邪じや道どう。そうやって忌いみ嫌きらわれ続ける根本的な理由は、もしやこの恐ろしさにあるのではないだろうか。

　──もしかして、人に似たる姿を描いてはならないという、禁きん忌きも……。

　鬼は、人の姿に似ている。似ているどころか、人が鬼に似せて作られたのか、鬼が人に似せて作られたのか、怪あやしむほどに似ている。

　絵の魔力は、禍まが々まがしい者を人界に呼び寄せてしまう。そうであるからこそ、絵師の禁忌として人に似た姿を描いてはならないと、根本的に禁じられたのではないか。

　雅近はなおも続ける。

「絵師の口伝があるだろう。『いずれの時か、描く魔力の法ほうを知り、自在に操る絵師現れり。人々、常ならざらむと畏おそれけむが、その者、なよやかなる女なり。千花の者と人が呼ぶ。千花を得し者、綾津島の主あるじとなる。主にならんと欲する者、千花を得るべし』とな。この千花とは、君のことで間違いなかろうと、俺も幻繕御法も、おそらく宮様も思っている。誰もがそう思うだろう。具現するほどの、成る絵だ。描く魔力の法を知ると表現するに、ぴったりではないか？　君は、千花だ」

　雅近の視線は、まっすぐ射い貫ぬくように注がれる。

「俺たち、人というものは、この口伝を人にしか適用して考えない。だから綾津島の主とは、上主であるとしか考えなかった。だがこの口伝。もし鬼の立場から見れば、どうだ？　人に畏れられる千花を手に入れれば、鬼は、綾津島の主となれるのだろう、と。千花が人に畏れられるのは、鬼を人界へ導く力を持っているからである、と。この口伝が人にとっての口伝であろうとも、鬼が出現し介かい入にゆうすることで、この口伝の意味は変化するかもしれない」

「わたしが……わたしが、鬼を、綾津島の主にする？」

　言葉にすると、その一語一語が、胸に黒い影かげを落とす。

『千花』

　そう呼んだ冬鬼の声が、耳元に蘇よみがえってくるようだった。

　鬼が綾津島の主になれば、綾津島全土が、千樹の故郷と同じになる。強者が弱者を犠ぎ牲せいにし、己おのれの欲よつ求きゆうと感情のみで、人が荒あれ狂くるう、獣けものの世界になる。

　人らしくありたいという誰かの願いなど、砕くだけ散って跡あと形かたもなく消える。

　過去に駆かけ抜ぬけ逃にげ出した、凄せい惨さんな戦いくさの臭においを鼻の奥に思い出す。

　──……そうなれば、逃げる場所なんてない。

　怖こわかった。体の芯しんが氷になったような寒さを感じる。自分の体が知らない間に、毒に冒おかされていたのだと知らされたような恐きよう怖ふだった。

「君には、綾津島を地じ獄ごくにする可能性がある。そして君が曉宮様の側そばにいることで、宮様にはいらぬ災難が降りかかる。今回の怪け我がが、いい例だ。けれど危あやうい君の存在を、宮様は放ほうり出すことはしないはずだ。君を監かん視しするために。しかし君の能力は、今回のように鬼すら引き寄せる。君が上北国でうまく封印に成功し、冬鬼を封ふうじ込められたなら、二度と宮様の側に近寄って欲しくない。君の能力は、鬼すら引き寄せる。その他ほかの怪しげな者どもも、引き寄せるはずだ。そうなると、宮様には災難が続く」

「どうしろ、と……」

　問う声が喉のどに絡からむ。

「上北国へ行き、冬鬼を完かん璧ぺきに封じ、封じたのならば二度と宮様に近づくな。もし封印に失敗すれば、君は冬鬼に追われる。冬鬼に囚とらわれ、そそのかされ、まかり間違って春鬼を描いて具現させてしまえば、宮様が魔ま王おうとなる。そうなる前に、死んで欲しい。実を言えば、一も二もなく君が死んでくれれば、問題は全すべて解決だ。だが頼近が上北国の復活を望み、君にも生きる道があるなら、そちらを取れ」

　淡たん々たんと、平然と告げられた雅近の言葉が、千樹の周囲の空気を奪っていくようで、息がままならない。

　雅近の言葉が、底の見えない深い淵ふちに、千樹を突つき落としたような気がした。

　それが冷れい酷こくな言葉だったからではない。

　彼の言葉が正しいと分かったからだ。

　一も二もなく、千樹が死ねば、問題は全て解決。そのとおりだ。それが最も安全で、人界にとっても刀火にとっても好ましい方法だと、千樹自身が理解出来たからだ。

「あの人は、巻きこまれている……というわけですね。わたしに」

　呻うめくような声が出た。

　今まで、魔王の種を抱かかえる刀火にこそ、千樹は巻きこまれていた。だが春鬼が封じられ、刀火の魔王の種も静まっている今は、千樹が刀火を巻きこんでいるのだ。

　──あの人の側にいたから、わたしが。

　唇くちびるを嚙かみ、千樹は雅近の視線を受け止め、ゆっくりと頭を下げた。

「雅近様は正しいです。わたしは……よくわかりました。あの人の怪我は、わたしのせいです」

「上北国へ行け、千樹姫ひめ」

　冷酷で、しかしどこか温情を感じる言葉だ。

　雅近は刀火を守るために最善の策を考え、そしてその中で、千樹が生き延びられる道を示している。雅近はさらりと言ってのけたが、この世のためを思えば、千樹を殺してしまうのが最も安全なのだ。しかし彼は、冬鬼を封じ、刀火に近づかないと約束さえすれば、生かしておいてやるというのだ。

「宮様は君が上北国へ行くのを、反対するはずだ。命がけの、危険な旅になるのは目に見えているから、君をそんな目にあわせられないと思われるはずだ。宮様は、どういうわけか君を気に入っているからな。だから君から、策を弄ろうせ。宮様が、君を手放すべきだと思うように」

　自分の力の真相があまりにも恐おそろしく、衝しよう撃げきが強く、千樹は軽く笑ってしまった。

「策を弄するって、どうするんですか？」

「綾峰様を好きになったとでも言え。あのお方と添そいたいから、断固として、仮かり妻づまは辞やめるのだと。そうすれば宮様は、君の気持ちを推おしはかり、折れてくれる。なにしろ宮様が唯ゆい一いつ不慣れな、色いろ恋こいの問題だからな。宮様の判断が鈍にぶってくれるはずだ」

「ああ……。色恋。確かに唯一、苦手そう……」

　ぼんやりと答えた瞬しゆん間かん、視界が滲にじむ。涙なみだだと悟さとった瞬間、泣き顔など見られたくなくて、千樹はぱっときびすを返して曉宮の中へ駆け込んだ。

　──わたしは、あの人の側には、いられない！







　六花　偽りうつろふ恋心




　千樹の頰ほおは、阿樹の胸むな元もとに押しつけられていた。阿樹の胸は、激しく上下している。

　阿樹は強く妹をかき抱いだき、大きな広葉樹の陰かげに座りこみ、そっと首を伸のばして、幹の向こう側の様子をうかがっている。

　千樹も息切れして、激しい呼吸を繰くり返していた。阿樹の胸の中は、熱いほどだった。阿樹の全身が火のように熱い。熱でもあるのだろうかと思うが、少しでも身じろぎすれば、阿樹は腕うでに力を入れ、妹姫を身動きさせまいとする。

　下生えを搔かき分ける音が遠のき、甲かつ冑ちゆうの擦すれ合う音も遠のく。

　しかし阿樹の腕は、石になったかのように固まって千樹を放さない。この場は逃のがれられたと理解しているのだろうが、恐怖心で動けないのだ。

　──姉様。姉様。

　千樹は心の中で呼びかけながら、阿樹の腕をゆっくりと摩さすり続けている。すると徐じよ々じよに阿樹の腕の力が緩ゆるんだので、千樹はそろりと顔をあげて姉姫を見あげた。形の綺き麗れいな顎あご先に、いくつも滴しずくがしたたっている。煤すすで汚よごれた涙は灰色だ。

「姉様」

　千樹は、ここ数日間で身につけた細い声で姉姫を呼び、しっかりと胸に抱きついた。すると阿樹の腕が、千樹の背を抱だきしめ返してくれた。

「千樹。誰だれが、わたしたちの国をこんなにしたのかしら……」

　その囁ささやきを聞いた瞬間、千樹はどきりとした。

　──誰？　誰が？

　耳の後ろで何者かが、

『それは、おまえだよ』

　と囁いた。

「もうすぐ国の境を越こえられる。そうしたら上東国よ。逃げ込めれば助かる、安あん寧ねいの国よ」

　阿樹の囁きに答えるように、また千樹の後ろから、何者かが囁く。

『この時はね、逃げる場所があった。けれどこれからは、なくなるかもしれないね？　おまえが綾津島から安寧の国を消す。一つ残らず』

「止やめて！」

　千樹は悲鳴をあげ、我に返った。




　　　　○




　千樹は東の対たいの屋やまで戻もどり、室の中央で虚きよ脱だつして座りこんでいた。

　あまりの衝撃に呆ぼう然ぜんとなり、混乱して、白昼夢でも見たらしい。

　膝ひざを引き寄せて、千樹は床ゆかの上に縮こまった。

「嫌いやだ。怖い。怖い。嫌だ。逃げる場所がなくなる……、なくなる。怖い。怖い」

　幼いときの記き憶おくが生々しく蘇よみがえり、その時の感情が吹ふき出す。子供の時のように、怯おびえばかりが強くなる。

　自分たちの国が、なぜあんなことになったのか。その恐ろしさに千樹は絶望し、そして国を滅ほろぼす原因を作った父上主を恐怖し、さらに憎にくいと思った。

　だが、あの時は逃げる場所があった。

　もし、自分が鬼界から鬼を呼び出し、綾津島が鬼の国になれば、綾津島全土が、自分の故郷と同じになる。千樹が恐怖し、憎んだ存在が、今度は自分自身になる。

　そして今度こそ逃げ場がなくなる。

　阿樹とともに逃げ惑まどっていたときは、逃げる場所があったから、希望があった。

　自分の身が、自分で怖かった。

　心の奥底から、怖いと思う。

　今、西の対屋には彩遊と純鉄がいる。こんな混乱している状態で彼等に会ったら、自分が何を口走るか分からない。さいわい東の対屋に、柚葉の姿もなかったのでここに逃にげ込んだ。

　混乱していたし、哀かなしかったし、恐ろしかった。気持ちが乱れ、大声を出して喚わめきたかった。だが今は落ち着いて、自分のありようを見つめなくてはならない。

「落ち着け、落ち着け。考えろ」

　口の中で呟つぶやいて、膝を抱えていた腕をほどく。そして板目に両手をついて、ゆっくりと呼吸した。そのはずなのに、なぜか息苦しくて肩かたが上下する。

　刀火はこの事実に気がついていて、千樹を火種と呼んだ。しかしその事実を千樹に告げなかったのは、知ることによって、千樹が混乱して苦しむのがわかりきっていたからなのだろう。

　千樹は魔ま性しように近づこうとも、絵の魔ま力りよくを知りつくし操あやつるのだと決心した。

　それは自分が身につけてしまった描えがく能力を使い、刀火を助け、上主にするためだ。

　さらには、救いきれなかった賢夕のような人と出会ったとき、二度と、自らの力不足を後こう悔かいしないためだ。

　──そればかり考えていた。だから真の、絵の魔力の恐ろしさには目を向けていなかった。

　千樹こそ、様々な面めん倒どうごとを引きつける厄やつ介かいな存在。

　そしてまかり間ま違ちがって何者かにそそのかされて鬼の絵を描けば、自分は、綾津島の人全すべてに恐きよう怖ふを与あたえる存在になる。そうなれば、刀火の魔ま王おうの種すらも目覚めさせてしまうだろう。

　意志を強固に持ち、たとえ鬼に攫さらわれても、描かなければいい。だが鬼は狡こう猾かつだ。あれほど意志の強い刀火すら、鬼の言葉に心を乱す。千樹が、心を乱さずにいられる保証はない。

「死ねばいいってのは、本当ね」

　自じ嘲ちようの笑えみが口元に浮うかぶ。

　けれど千樹は死にたくない。生き延びたい。そのためには、どうすればいいのだろうか。

　そう考えると、雅近の冷れい酷こくな言葉が、正しい道なのだと理解出来る。

　上北国へ行き、まずは千樹を狙ねらった冬鬼を、二度と鬼界から出られないように封ふうじる。

　そして千樹の能力を知り、それを利用しようと集まる連中や怪あやしげな存在のために、刀火が傷つかないように、千樹は上北国へ留とどまるのだ。

　もし仮に封印を失敗すれば、また冬鬼は千樹を狙う。そうなったら千樹は冬鬼から逃げ続け、そして逃げられなかったときには……。

　床ゆか板いたに爪つめを立てる。

「わたしは、封じなければならない。わたしのために……。そして、そのためにも、離れなきゃ」

　決意の言葉がこぼれたのと同時に、眦まなじりからも熱いものがこぼれる。

　──あの人の姿も、薫かおりも、心のありようも、好きなのに。離れなきゃ。離れなきゃ。

　言い聞かせるように繰り返していると、ふと背後に人の気配がして、誰かが優やさしく肩に触ふれた。ふり返ると、彩遊だった。

　心配そうな顔をして、いつものようにぷくを抱いている。

「震ふるえているよ、千樹。寒いならば、ぷくを抱きなさい」

　心ここ地ちよい春風が吹き、簀すの子こには、庭の桜の花びらが吹きこんで、床板をするすると滑すべっている。けして寒くないはずだと分かっているだろうに、彩遊は千樹の前にかがみこむと、千樹にぷくを押しつける。

「抱いてごらん。温かいよ」

　言われるままにぎゅっと抱きしめると、ふにゃふにゃした、熱いほどに温かい感かん触しよくが、どうしようもないほど優しく感じる。獣けもの臭くささが、生き物の温ぬくもりを感じさせて、気持ちをなだめる。

　彩遊がいつもぷくを抱いているのは、もしかしたら今の千樹のように、言いようのない感情を抱かかえているからだろうか。それを鎮しずめるために、ぷくを抱いているのかも知れない。

　彩遊の手が、子供をあやすように千樹の頭を撫なでた。

「どうしたんだい、泣きべそをかいて。話してごらん。わたしは、言ったよね？　大事な決断は、一人でしてはいけないよ、と。君は、はいと言ってくれたんだから。頼近様と雅近様のお話は、なんだったんだい？　雅近様のみならず、頼近様も話があるということは、さっき君が思い悩なやんでいた、故国に関かかわりあることだったんじゃないかい？」

　こくりと、千樹は頷うなずく。

　どうも彩遊には困ってしまう。心が弱っているときには、噓うそをつこうとか、誤ご魔ま化かそうとか、そんな気持ちすら起こさせない、不思議な力が彩遊にはあるらしい。

「……わたし、決めたんです。頼近様と共に上北国へ行って、屛びよう風ぶ絵えを封じると。だって、あのお方の望みは、多分、わたしの義務なんです。わたしが描く能力を身につけ、ここまで生かされてきたことも、頼近様と会ったことも。全部、二大祖神のご意思のような気がするんです」

　答えていると、自分に課せられたものの大きさがひしひしと感じられ、さらに、それに向かって行くのがとても怖こわくて、肩が震える。

「だから上北国へ行って、二度と帰ってきません」

「なにを言っているんだい？　封じたら帰ってくればいいよ」

「いいえ、駄だ目めなんです。わたしは、成る絵を具現させてしまうから。わたしが冬鬼に狙われたのは、わたしがもし鬼の絵を描けば、それで鬼を人界に引き寄せてしまう可能性があるからです。だから鬼は、わたしを狙ったんです。わたしはうっかりしたことをすれば、この世を地じ獄ごくにしてしまうんです。それが千花というものの、正体なんです……」

「千樹、それは」

「先生も、薄うす々うす分かっていたんですよね？　言われてみたら、賢夕先生と溶とけあった春鬼を描いて具現したときに、あれが本物に近い存在になれるような確かな手て応ごたえのようなものを、わたしは感じています。もしあれを点てん睛せいさせたら、鬼はきっと、人界に躍おどり出たはずなんです」

　賢夕と溶けあった春鬼を描いたとき、千樹は一いつ瞬しゆん、考えた。

　点睛させなければ、引きずり出せないのだろうか、と。

　それは千樹の、絵師としての感覚が導き出した、咄とつ嗟さの考えだった。

　刀火は、それを止めた。そそのかされているのだ、と。

　点睛してしまえば、確実に春鬼は、引きずり出されたはずなのだ。鬼界から、人界へと。

　千樹は知らないままに、そんな恐おそろしいことを、やってしまいかねなかった。

「このことに気がついた怪しげな者は、きっとわたしを利用しようとして近寄ってくる。もし、わたしがここに、彩遊先生や純鉄や、曉宮のあの人の側そばにいたら、きっとみんなを巻きこみます。だってあの人は現実に、命に関わる怪け我がをしてしまった。曉宮なんて、高貴な身分の人なのに、その人でさえ。彩遊先生なんて、いちころで死んじゃいそうです。純鉄だって……」

「いちころは、ひどいなぁ……。わたしだって、ふたころくらいは、持つかも知れないよ」

　真面目まじめに言っているのか、茶ちや化かしているのか、よく分からない彩遊は、千樹の頭を撫でながら深いため息をつく。

「気がついて欲しくはなかったけれど、気がついたんだね。でも君の能力がどれほど危険でも、わたしは気にしないよ。一いつ緒しよにいて欲しいよ。それで怪しげな者どもに、ふたころくらいで殺されても、全然構わない」

　彩遊ならば、当然そう言ってくれることは、分かっていた。

　おそらく刀火に同じ事を言っても「おまえに心配されるほど、不用心ではない」とかなんとか言われて、鼻先であしらわれてしまうだろう。

　──彩遊先生も、あの人も……。誰だれも、わたしのせいなんかで、危険な目にあって欲しくない。そんな目にあっては、いけない。

　だからこそ、甘えられない。

　これは自分の能力なのだ。

　その能力に責任を持つということは、それを制せい御ぎよし、安易に利用せず、自らを律して生きることだ。そして周囲の者に、自分の能力で危険を及およぼしてはならない。

　それが責任を持つということだろう。

　彩遊にも刀火にも、けして危険が及ばないように。

「わたしは、自分の能力に責任を持ちたいんです。だから……上北国へ行きます。そして、もう。もう……二度と、帰ってきません」

　唇くちびるを嚙かみ、告げた。心の底で、己おのれを叱しつ責せきする。甘えるな、と。

「千樹。そんな」

「いえ、いいえ。決めたんです！」

　彩遊の優しさに甘え、ぐずぐずと泣き崩くずれそうになる予感がして、千樹はぱっと立ちあがった。そして、できるだけ明るい声を出した。

「平気です。だって、上北国は、わたしの故郷です。故郷に帰れるんです。そのことは、わたしは本当に良かったと思っています。嬉うれしいです」

「でも君は、泣きべそをかいていただろう。なのに」

「ちょっと、感傷的になっただけです。本当です。先生とお話ししていたら、なんだかすっきりして、故郷に帰れるってことが、実感としてわかってきて」

「千樹」

　追いすがろうとするように、彩遊が膝ひざを立てたので、千樹は慌あわてて背を向けた。

「わたし、寝しん殿でんへ行ってみます。あの人が帰っていたら、さっそく話をしてみます！」

　声だけは取り繕つくろえたが、涙なみだは止まらなかった。しかし彩遊のぼやける目には、涙は見えていないはずだ。

　室を飛び出し、階きざはしを駆かけ下りて庭に出ようとした。しかし階の手すりを摑つかんだところで、心配顔でこちらを見あげる人ひと影かげがあったので、ぎょっとして立ち止まった。

　綾峰だった。

「千樹姫ひめ。今のお話は……」

　聞かれていたらしい。そして千樹は、みっともない泣き顔だ。顔をそむけると、一気に階を下りて、綾峰の横をすり抜ぬけた。

「姫君！」

　慌てたように綾峰が追ってこようとするので、千樹はきっとふり返って声を荒あららげた。

「来ないでください！　わたしはこれから、曉宮のあの人と話があります！　寝殿には、おいでにならないでください！」

　千樹は、名目上は曉宮の仮かり妻づまだ。その仮妻がきっぱりと拒きよ否ひすれば、もともと躾しつけの良い綾峰は、追ってこられないはずだった。

　庭を横切り、寝殿の階をあがり室に入ったが、刀火の姿はなかった。

　まだ新宮の上主のところから帰っていない。

　そのことにほっとした。取り繕う時間を稼かせげる。千樹は急いで、室の隅すみに置いてあった鏡の前に座って己の顔を見た。情けない泣きべそをかいている。袖そでで顔を何度もこすって、涙の跡あとを消そうとした。涙の跡は消えたが、鼻の頭は真っ赤になる。

「しっかりしろ」

　鼻の赤い自分を見み据すえ、千樹は、鏡の中の自分を叱責した。

　──泣くなんて、みっともない。

　千花になろうと決意した。それは自分の決意。

　そう決意した自分の能力は、とてつもなく危険だが、それは自分の責任。誰のせいでもなく、自分に、たまたま備わってしまったものだ。

　背負わされたものを、嫌いやだ、こんなの望んでいないと喚わめいて泣いたところで、現実は変わらない。

　そのことはよく知っていた。

　幼い頃ころから、よく知っている。

　それが運命という意地悪なもので、千樹はいつも、それに勝ちたいと思っていた。

　いま自分に背負わされたものに勝つには、どうすればいいのだろうか？

「きっと……事実を受け入れて、最善の策を選ぶ事」

　それしかない。

　最善の策とは、自分にも周囲にとっても、望ましい結末を招くことだ。

　まず千樹は上北国へ向かい、屛びよう風ぶ絵えを封ふう印いんする。これは自分のためにも、故国のためにも、失敗出来ない。それに成功すれば、この危険な能力を持ったままでも、千樹は己を律して生き延びられる。

　そしてその地で、誰とも交わらずに生きられれば問題ない。誰かが千樹を利用しようとしても、彼女の周囲に誰もいなければ、災わざわいが降りかかるのは千樹のみだ。

　それが、自分が生き延び、なおかつ周囲にも災いを招かない、最善の策だ。

　──そのためには、あの人に放ほうり出してもらわなくちゃ。ここから。

　そのことを考えると、胸が痛む。

　刀火の姿を見つめ、そして見つめながら描えがいていたくて、たまらない。なのに放り出してくれと願い出るのだ。

　室の中には、刀火が使っている香こうの薫かおりが満ちている。周囲を目で探さぐると、彼が普段身につけている狩かり衣ぎぬが、ぞんざいに投げ出してあった。それに手を伸のばすと、引き寄せて顔を押しつけて薫りをかいだ。

　その薫りが愛いとしくてたまらなかった。
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　刀火が、新宮から曉宮に戻もどったのは、すっかり日が暮れてからだった。

　ひどく疲つかれていた。

　冬鬼の顚てん末まつを上主に語り、頼近を上主と対面させるだけで半日。

　さらにその後上主が、頼近が願っている、上北国の屛風絵封印についてどうするべきか、意見を求めてきた。痛む傷を抱かかえてそれにつきあっていたので、かなり消しよう耗もうした。

　刀火はとりあえず、

「暫しばし時をおく必要がある」

　と、上主に答えた。

　基本的に、仮妻に危険な旅をさせるのを刀火は望まない。しかしもし、上東国のために絶対に必要なことであれば、旅をさせることも考える。

　だがまずは、臣下として認めたばかりの男に、大切な仮妻を貸すような真似まねは出来ない。

　託たくすにしても、時間が経たち、頼近が信しん頼らいに足ると納なつ得とく出来てからだ。

　そう答えると、上主は納得してくれた。刀火が、仮妻である千樹を、ことのほか大切にしていると上主は思っている。なにしろ彼女のために、はじめておねだりをしたくらいだから。

　曉宮の門を潜くぐると、刀火は深い息をついて肩かたを押さえ、顔をしかめた。

　──しつこく、痛む。

　傷はまだ、半分も癒いえていない。

　雅近には、今夜も頼近と共に太だ政じよう大だい臣じん家へ泊とまるように命じてある。なにしろ頼近が正式に上主と対面し、太政大臣家の一員と認められ、衛え門もん府ふへの出仕が決まったのだ。太政大臣家では今こ宵よい、酒しゆ宴えんが催もよおされるはず。

　今、曉宮には彩遊と純鉄が滞たい在ざいしているとは言え、彼等が勝手にうろついて、西の対たいの屋やから出てくることはない。

　うろうろと曉宮をうろつくのは、刀火と千樹くらいだろう。

　今夜も、ほぼ二人きりだ。

　寝殿の中には、侍じ女じよの手によって、既すでに明かりが灯ともされていた。

　いくら寝殿とはいえ、無人の場所に侍女が明かりを灯すはずはない。不ふ審しんに思いながら室の中に踏ふみこむと、室の隅っこに、丸まって寝ね入いっている千樹を見つけた。

　彼女がこの場所で眠ねむりこけていたから、侍女たちはとりあえず、明かりをつけていったらしい。

　結ゆっていた髪かみをほどき、きっちりと着付けた狩衣を崩しながら、千樹の傍かたわらによって見おろすが、彼女はぐっすり寝入っている。

「不用心なことだ」

　曉宮のなかであるから良いようなものの、こんなに人の気配に鈍にぶい姫君が危険な旅に出て、無事でいられる気がしない。

　無防備な寝顔を見おろしていると、彼女が抱え込んでいるものが、自分の狩衣だと気がついた。

「夜具がわりか？　わたしの狩衣は」

　よだれでも垂らされかねないと、刀火は千樹の傍らにしゃがみ込み、狩衣を取りあげようと手を伸ばした。すると橙だいだい色いろの明かりが揺ゆれる千樹の頰ほおに、涙の跡のようなものが見える気がした。

　そして彼女は、まるで愛おしむように刀火の狩衣を抱だきしめている。
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　それに気がついた途と端たんに、どうしようもなく千樹が、可愛かわいらしく思えた。

　おもわず、千樹の頰に軽く口づけた。

　すると千樹が、ようやく睫まつげを揺らし、目を開く。ぼんやりと瞳ひとみが動き、刀火の方向に視線が動くと、わっと声をあげて飛び起きた。

　刀火はあやうく千樹とぶつかりそうになったが、身を引いてかわした。そして飛び起きた千樹の腰こしを、引き寄せた。

「わ、なに!?　なにが!?」

　寝起きで混乱し、きょときょと周囲を見回す千樹の顎あごに指をかけ、自分の方を向かせた。

「わたしの狩衣を夜具がわりにして、寝こけている姫ひめ君ぎみがいたものだからな。起こしてやった」

「あ、ああ。そっか、わたし」

　ようやく何かを思い出したらしく、千樹は小さく息を吐つく。

「どうした。わたしの室で、なにをしていた」

　するりと顎を撫なでると、千樹の頰が真っ赤になった。しかしすぐに、身もだえする。

「待ってたのよ、あなたを。とりあえず、離はなして。この手」

　真っ赤な顔で、しかし俯うつむいて、いつもよりも強きよう硬こうに抵てい抗こうする素そ振ぶりを見せたので、微び妙みような違い和わ感かんを感じた。いつもの千樹と様子が違ちがう。

　手を離すと、千樹は慌あわてた様子で身を引き、刀火と距きよ離りをおいた。そして神しん妙みような顔をして、ちんまりと座る。

　いつもの、騒そう々ぞうしい仔こ猫ねこじみた反応がない。何かを思い詰つめているような様子に、ふと刀火は不安を覚えた。

「なぜ、わたしを待っていた」

「話があって、待ってたの」

　俯いたまま答えた千樹は、何度か大きく呼吸をして、意を決したように顔をあげた。目には強い覚かく悟ごの光があった。

「あなたにお願いがあるの。わたしの仮かり妻づまの立場を取りあげて、曉宮から放り出して欲しいの」

「なにを言っている？」

　不審のあまり、刀火の声は低くなる。

　仮妻の立場を取りあげて宮から放り出せという、その事は理解出来る。だが、なぜ彼女が突とつ拍ぴよう子しもなくそんなことを言い出したのか、その理由がまったく分からなかった。

「どういう意味で言っている？」




　　　　○




「言葉通り。あなたと縁えんを切って、ここから出たい」

　千樹は、できるだけ冷静になろうと努力して、膝ひざで揃そろえていた両手に力をこめる。

　──わたしは、自分の能力にも、なにもかもにも、全すべてに負けたくない。

　自らを叱しつ責せきするが、刀火の表情は訝いぶかしげなまま。

「理由は？」

　短く問う刀火の緑を秘ひめた瞳が、千樹の真意を探ろうとするように、注がれている。千樹はできるだけ動どう揺ようするまいと、何度か唇くちびるを湿しめらせ、深く息を吸い、吐いてから口を開く。

「それは……」

　本当の理由を口にすれば、刀火は鼻で笑って流してしまうだろう。それを知っていたから、口ごもる。

「言えないか？　理由がなければ、たわごとだ。わたしは言ったはず。一度踏みこんだら、わたしが滅ほろびるまでは、逃にげ出すことは許さないと」

「待って。理由は、ある。あるの！」

　慌てて千樹は刀火の言葉を遮さえぎった。

「理由はあるの！　本当に！　だから、お願い！」

「ならばその理由を言え」

　苛いら立だったように、刀火は告げた。

「え……」

　本当の理由は、言えない。しかし刀火は、

「言え」

　重ねて問う。その時、

『策を弄ろうせ』

　駆かけ抜ぬける雷らい鳴めいのように、雅近の声が耳に鋭するどく蘇よみがえる。

「あ……あの……」

　思い出したのは、雅近が告げた策とやらだ。しかしその策というのは、とてつもなくひどい策だ。刀火にとっても、綾峰にとっても。しかし。

「ないのであれば、話は終わりだ。おまえのたわごとは、聞かなかったことにする」

　刀火が立ちあがりかけたので、千樹は慌てて彼の袖そでを摑つかんで引き留めた。

　──けして、この人を巻きこまない。

　彼の衣ころもを握にぎった瞬しゆん間かんに、覚悟を決めた。ひどい策でも、自分が彼らに甘えて彼等を危険にさらすよりは、よほどいい。

「待って！　理由はある！」

「ならば言えと言っている」

「理由は……綾峰様」

　そう口に出した瞬間、胸に鋭い針が突つき刺ささったような痛みが走る。

　──ひるむな。

　その痛みに萎なえそうになる己おのれを、叱責した。冷静に、策を弄し、刀火から愛あい想そを尽つかされて、放ほうり出されるように振ふる舞まえ。そう自分に言い聞かせる。

「綾峰？」

　刀火の表情が、冷たくなる。千樹は、できるだけ軽けい薄はくな、そして怯おびえを隠かくすような、嫌いやらしい笑えみを浮うかべようとした。

「わたしは、綾峰様が……その。あの、あのね。あのお方のことを、好きになったみたいなの」

　言いながら、喉のど元もとにせりあがってくるやるせなさが、どうしようもなかった。泣き声にならないように体の芯しんに力をこめて、軽薄な笑顔を顔に張りつかせる。

　──大好きなのに、この人のこと。

　口元だけ笑いの形に取り繕つくろって、言葉を続ける。

「ごめんなさい。突とつ然ぜんにこんなこと言って、驚おどろくわよね。だってわたし、あなたのことを好きだと言ったのだものね。わかってるわよ、よく。けれど、気の迷いだとも言ったでしょう？　迷いが、消えたのよ。いえ、違う。また、迷ったのかもしれない。薫たき物もの合わせで、綾峰様に良くしていただいて、わたし本当に感謝したの。冬鬼に襲おそわれた時だってそう。あのお方は、ご自分の命を顧かえりみず、逃げろと言ってくださって。本当に、嬉うれしかったの」

　刀火は無表情で千樹を見おろしている。その目の冷たさが、どんどん増すようで、千樹は息が出来ないほど苦しく感じる。けれど笑ったまま、さらに続ける。

「お優やさしいし、気を遣つかってくださるし。柚葉も、綾峰様が理想的なお相手だと、わたしに言ってくれたの。本当に、そう思うの。あのお方は、わたしを好いてくださる。わたしも、あのお方に、どんどん気持ちが傾かたむいてしまう。こんな状態で、体てい裁さいだけでもあなたの仮妻であることは、あなたにとっても、わたしにとっても良くないわ。そうじゃない？　だからわたしの、仮妻の立場を取りあげて、ここから放り出して。そしてわたしは、あなたに仕えることも辞やめる。臣下も辞める」

　揺ゆれる明かりに照らされる刀火の睫まつげは、頰ほおに濃こく影かげを落とす。はじめて出会ったときのように、冷然としていて美しいと、こんな時でさえ思う。その表情の冷たさは、はじめて出会ったときに見た、高貴であり取りつく島のないほど冷れい淡たんな、曉宮様らしい表情だ。

　その目を見れば、刀火の心が、急速に千樹との距離を取ったのが、手に取るように分かる。

　胸が痛い。胸を刺す針の数は、百から千へと、みるみる増えていくようだ。だが笑顔は消さなかった。何万本の針が胸に刺さっても、消すつもりはない。

　しばしの沈ちん黙もくの後、刀火が呆あきれたような声こわ音ねで言う。

「気移りの早い姫君だ」

　袖を摑んでいた千樹の手を、刀火が邪じや魔まそうに払はらいのけた。

「だが言ったはず。一度踏ふみこんだならば、逃げ出すことは許さない」

「でも、わたしは綾峰様が」

「下がれ」

「待って、でも」

「くどい！　下がれ！」

　刀火は斬きって捨てるように告げると、背を見せて、寝しん所じよの中へと踏みこんだ。御み簾すが下ろされ、姿が見えなくなる。

　千樹は俯うつむいたまま、動けない。

「わたしを……放り出してよ」

　聞こえるはずはなかったが、懇こん願がんするように呟つぶやく。

　風にあおられた桜の花びらが一枚、暗い床ゆか板いたを滑すべって、どこからともなく流れ込んできた。そして、千樹の膝にぶつかって止まる。愛らしい薄うす紅べにに、ぱたぱたと涙なみだが落ちた。




　　　　○




　──傷が痛む。

　寝所に踏みこむと、刀火は脇きよう息そくにもたれかかって肩かたを押さえた。

　今まで気にかけないようにしていた傷の痛みが、いきなり、がなり立てるように騒さわぎはじめた。顔を歪ゆがめる。

　千樹の言葉が、胸の内側から、肩の傷を突き上げるようにして痛む。

　──綾峰を好き、か。

　悪くはないと、刀火の冷静な部分は告げている。

　綾峰は二に之の御み子こで、千樹を大切に扱あつかう。まだまだ、堪こらえ性しようのないところを見せたりするが、以前よりは格段に、人が出来てきた。そんな二之御子を千樹が好きになってしまうのはあり得ることで、また、そうなっても悪くはないはずだ。

　もし刀火に何事かがあれば、千樹の逃げ道として綾峰を用意しておくのも悪くないと、刀火自身も考えていた。

　千樹は表向き、刀火の仮かり妻づまであるが、実際は信しん頼らい出来る臣下の一人として扱うつもりだった。

　仮妻は、ただ彼女を側そばに置くための方便であり、手段なのだ。

　千樹が自分に好意を告げた言葉が嬉しくて、思わず臣下として仕えることを許し、仮妻にしてしまったのだ。

　それだけなのだ。

　──いや、それこそが問題だったらしい。

　ようやく刀火は、己の失敗に気がついた。彼女の気持ちが嬉しくて、それを受け止める方法として臣下として仕えることを許し、仮妻の立場を用意した。

　仮妻であれば、誰だれにもはばかりなく、自分のものとして、側に置けるからだ。

　一いつ旦たん仮妻になった姫ひめ君ぎみは、どんな理由があれど、仮妻であることは辞められない。

　それは刀火が彼女を不要と感じても、放り出すことは出来ないということでもある。ただ不要な仮妻を、夜の寝所に召めさずにおけば良いこと。仮妻の姫君は、生しよう涯がい顧みられることなく、鬱うつ々うつと過ごす。

　刀火が亡なくなってしまえば、仮妻は自由の身になる。それこそ綾峰だろうが雅近だろうが、誰の妻になることも可能だ。だが刀火が生きている限り、千樹は仮妻として縛しばられる。

　それは、高貴な身分の者の仮妻となった姫君の、宿命だ。

　──まさか千樹を、わたしの命があるのに、手放すことを考える必要があるとは、思っていなかった。だから問題など、ないと……。

　そのことに思い当たり、痛みに顔を歪めながらも、顔を伏ふせて笑う。

「わたしは、命ある限り、あの姫君を手放すつもりはなかったということか……。よほど『好き』の一言が、嬉しかったか？　愚おろかしい」

　自ら意識していなかった、自らの心の動きが、あまりにもおかしかった。

　自分がそれほどに、何かに飢うえていたのが滑こつ稽けいだ。

　しかしその愚かしい決断の結果、千樹を臣下として、仮妻として抱かかえている。

　千樹の魔ま力りよくがどれほど危険か、刀火は、賢夕の事件ではっきりと認にん識しきした。

　幻繕も雅近も気づいている。

　千樹の能力は、桜の屛びよう風ぶ絵えを描えがき、鬼界と人界の狭はざ間まに穴を開けた絵師と同じ。

　いや、もっと悪い。

　桜の屛風絵を描いた絵師はおそらく、鬼の姿など想像出来なかった。だから神話に伝えられる言葉から想像し、景色を描いた。

　しかし千樹は、鬼の姿をはっきりとその目で見ている。彼女は、鬼そのものを描くことが可能だ。そしてそれを点てん睛せいさせずとも、具現させたほどの絵の魔力を持っている。

　千樹が鬼の絵を描いて点睛させれば、鬼は具現するどころではないはず。

　絵の鬼が、鬼そのものとなるだろう。

　絵が現実となり、鬼界から人界へと、鬼は一足飛びに出現する。

　そんな危険な千樹を、おいそれと野に放しておけるわけはないのもまた事実。彼女を仮妻として縛るのは、愚かしくとも、間ま違ちがってはいない。

　だから千樹のたわごとも、無視してしまえばいいだけのこと。

　──だが。

　笑いをおさめ、刀火は脇息に両りよう腕うでを載のせて顔を伏せ、目を閉じる。

　──それでは千樹は、仮妻、臣下とは名ばかりの虜りよ囚しゆうだ。恋こいしい男とも添そえない。

　傷が、また強く痛む。

　虜囚のように扱うことが嫌いやだったから、刀火は彼女を一度、手放そうとしたのに。また同じ所に、堂々めぐりのように帰ってきた。しかも今度は、千樹は確実に、刀火の手から逃のがれたがっている。彼女は、綾峰を好きだと告げている。

　傷が痛む以上に、胸が圧あつ迫ぱくされるようで、息苦しい。




　　　　○




　彩遊は膝ひざにぷくを抱えて、ぼんやりと西の対たいの屋やの簀すの子こに座って月を見あげていた。

　月の光は、彩遊の目にも青くてぼんやりと丸い光として感じられ、それを見るのが彩遊は大好きだ。

「先生。あいつ、千樹どうしたんですか？　柚葉と一いつ緒しよに出て行ってから、帰ってきませんね」

　純鉄が簀子に出てくると、欄らん干かんに手をついて心配そうな声を出す。

「うん……。そうだねぇ」

　彩遊はぷくを撫なでながら、俯く。

「あの子は、決めてしまったかもしれない。責任とか、義務とか、そんなもの関係ないと、そっぽを向いて放ほうり出してくれればいいのに。そんなことは、してくれないだろうから」

「なんなんですか？」

　純鉄は彩遊の隣となりに腰こしを下ろすと、問い詰つめるように訊きく。兄あに弟で子しの遺のこしていった弟子は、千樹と同じように真っ直すぐな気き性しようで良い弟子だと、彩遊は思う。ぷくを撫でる手を返して、純鉄の頭もわしゃわしゃと撫でてやった。

「なにするんですか!?　なにを!?」

　純鉄が飛び退のいたので、彩遊はちょっと笑って、また月を見あげた。

「わたしは、弟子の君たちが可愛かわいい。けれど進む道を決めるのは、君たち自身だから」




　　　　○




「姫ひめ様？」

　雅近と頼近の頼たのみに応じ、千樹を彼等のもとに連れて行ったあとに、柚葉は細々した用事をするため、一旦、曉宮を離はなれていた。

　用事が思いの外に手間取って、柚葉が曉宮の東の対屋へ帰り着いたのは、すっかりと暗くなってからだった。

　明かりを灯ともすのも、夕ゆう餉げの準備も、長年曉宮に出入りする侍じ女じよたちがやってくれるので、柚葉の帰りが遅おそくなっても支障はない。

　しかし千樹が、雅近と頼近となにを話したのか、柚葉は少し気になっていた。

　柚葉は、頼近を胡う散さん臭くさいと思ってしまう。

　雅近とそっくりな顔をして、あんなに誠実そうなのが、まずは胡散臭い。そんな彼が、柚葉の大事な姫君に、なにか妙みようなことを言ったりしていないか、気がかりだった。

　千樹はああ見えても、繊せん細さいなところがある。一見、姉姫の阿樹とは正反対のようだが、根っこのところが何処どこか似ている。だから柚葉も、阿樹に仕えていたときと同じように、千樹の事が気になるし、大切にしたいと思う。

　しかし急いで帰り着いた東の対屋に、千樹の姿はなかった。

　どこへ行ったのかときょろきょろしていると、簀子に、文らしきものが置いてあるのに気がついた。不ふ審しんに思って取りあげて月明かりに透すかしてみると、それは柚葉宛あての文らしかった。

　送り主は、雅近とある。

「雅近様？」

　手紙を広げると、急に柚葉に会いたくてたまらなくなった。だから、御渡橋の近くにある、万龍の社まで来てくれとある。柚葉は暫しばらく、どうしようかと迷った。

「でも姫様は……」

　簀子から庭の方を眺ながめると、庭の向こうに見える寝しん殿でんに明かりが灯っていた。

　寝殿の室の中に、刀火と千樹らしき人ひと影かげがある。千樹はどうやら、刀火のもとへ行っているらしい。曉宮様は変態だが、とりあえずは千樹の主人にあたるので、心配あるまい。しかも怪け我がをしているのだから、変態行こう為いに及およぶ心配もないだろう。

　柚葉はひとまず安心して、文を懐ふところにしまうと、万龍の社に向かった。







　七花　守るべき我が臣




　庭の桜は半分散り、青々とした葉の緑が濃こくなりだしていた。

　盛りの頃ころの花を思い出す。あの花の見事さは、刀火のために、七夜の身み繕づくろいをして毎夜通ったときの自分と同じ。あの時が千樹にとって、最も幸せだったのだろうと思う。

　咲さき残った桜の花は、月光に白く光る。

　その様は、冷然とした刀火の姿のようで、美しい。

　東の対屋に戻もどると、千樹はどこかぼうっとしていて、簀子に座って庭を眺め続けていた。

　都合が良いことに柚葉はいないし、彩遊も気を遣つかっているのだろう。こちらに来る気配はない。

　真夜中を過ぎる頃。花を見ているのが嫌になり、千樹は一人、ふらりと曉宮を出た。

　昼間に雅近たちと対面した、曉宮の周囲に巡めぐらされた散歩道へ向かう。そこであれば、仮かり妻づまである姫ひめ君ぎみが散歩しても文句は言われない。

　普ふ通つうならば侍女の柚葉を連れて出るのだが、彼女がいないので仕方ない。

　小道には、昼間と同様に春の花が咲き誇ほこっている。特に膝辺りに群れ咲く沈じん丁ちよう花げが、甘い香かおりをふりまいて、千樹の心を慰なぐさめてくれる。夜の湿しめった空気の中で、花の香りは一層強い。

　石に腰こし掛かけて、薄うつすら青い月を見あげると、自分がなぜこれほど気落ちしているのかがよく分かる。

　──自分の故国を、救えるかもしれない。その役目を果たそうと、言ってくれる人もいる。自分の責任を果たせるのだから、嬉うれしいはず。けれど、気分が沈しずんでしまうのは、多分あの人がいるからね。あの人の側そばを離れるのが、いやなんだ。

　自分の進むべき道を刀火のために決め、刀火のために力を尽つくすことを目的に生きようと、決意した。

　それなのに自分が刀火の側にいることは、百害あって一利なしなのだと思い知った。

　決意も覚かく悟ごも、一いつ切さい合切をひっくりかえす必要がある。そして出て行かなければならない。

　──けれどあの人は、簡単に放り出してくれない。

　一度臣下として受け入れたのだからと、千樹がなにを言っても刀火は千樹を放り出すことはない。

　刀火がすこしのことで動どう揺ようして、臣下を放り出すような人なら良かった。そしたら千樹の危険を察した時点で、放り出してくれたはず。しかし彼は動揺せずに、平然と千樹を懐に入れていたのだから、困るのだ。

　──だからあんな噓うそ……綾峰様を好きだなんて、言わなくちゃならない。

　それですら、刀火は一いつ蹴しゆうした。雅近から授さずけられた策も失敗に終わり、途と方ほうに暮れる。

　その時、くすくすっと嫌な笑い声が耳に入った。

　顔をあげると、沈丁花の低木と小道を挟はさんだ向こう側に、数人の女君の姿があった。薫たき物もの合わせで見た顔だ。

　春の夜に月が明るいと、花と月の風情ふぜいを楽しむために、夜の散歩に出る女君は多い。彼女たちも、そんな風流な遊びにやってきたのだろう。だがそんな退たい屈くつな楽しみよりも、もっと面おも白しろい、格好の獲え物ものをみつけたと、その目が言っていた。

　彼女たちはひそひそ囁ささやき交かわし、こちらを見て、くすくす笑う。

　その彼女たちのありように、うんざりした。

　上主から目をかけられていることが明らかな千樹を、面と向かって罵ば倒とうしたり、あからさまな嫌いやがらせは出来ない。しかしこういうやり方であれば、いくらでもやれるのだ。

　視線と、表情と、笑い声。そして、ひそめた声。

　それだけでこれほど侮ぶ蔑べつされた気がするのだと、千樹ははじめて知った。それを思いつく女君たちが、憎にくらしい。うんざりする。けれどそんな気持ちを、千樹はなだめなくてはならない。

　自分の操あやつる魔ま力りよくがどれほど危険か、千樹はこの時はもう、よく分かっていた。だから獣けもののように荒あれ狂くるうことなく、人らしくあらねばならない。

　だから千樹は決意した。自らの能力に責任を持つために、上北国へ行き、二度と帰らないのだ。

　刀火には拒きよ絶ぜつされたが、こうなったらいっそ、密ひそかに行方ゆくえをくらましてしまうのもいいのかも知れない。

　自分の未来や自分自身が不安でたまらないのに、女君たちの気配は容よう赦しやなく、千樹をあざける。

　嫌な気持ちに耐たえるために、千樹はついと夜空を見あげた。

　月は綺き麗れいだ。




　　　　○




　──あの跳はねっ返りは、一人で外へ行ったのか？

　千樹が東の対たいの屋やへ戻ったのは、気配で分かっていた。

　寝しん所じよの中にいても、刀火の神経は外へばかり向かい、無意識に千樹の気配を探さぐっていた。傷は痛み、睡すい魔まもやってこない。

　すると真夜中近くに、東の対屋からふらりと出て行く千樹らしき影かげが、開きっぱなしの蔀しとみの向こうの、御み簾す越ごしに見えた。

　柚葉を身代わりにしているのではないらしく、仮妻らしい、華はなやかな袿うちき姿のまま、ふらりと出て行くのに驚おどろいた。

　柚葉を身代わりにしているときは、自由に常宮から出歩いている。だがさすがに「仮妻です」と宣伝しているような衣装で、侍じ女じよ一人も連れずに、しかも真夜中にふらふらと曉宮を出るなど、常識外れもいいところだ。

　誰だれかに見とがめられ、あれこれと文句を言われる前に、連れ戻してやらねばならないだろう。

　──まったく、厄やつ介かいな。

　ため息をつきながら、刀火は歩み出した。そして数歩歩み出したものの、追いついた彼女にどんな言葉をかけるべきか、迷って立ち止まる。

　綾峰を好きになってしまったから、仮妻を辞やめたい。千樹はそう告げた。

　──しかし千樹の望みを、わたしは拒きよ否ひした。

　千樹が望むことを無む慈じ悲ひにも拒絶した自分が、どんな顔で彼女に声をかければいいのか。

「曉宮様」

　迷い立ち止まっていると、背後から、雅近の声がした。いや、口調にわずかな遠えん慮りよが感じられるので、頼近だろう。ふり返ると、頼近が庭の中央に跪ひざまずき、頭こうべを垂れていた。

「曉宮に無断で立ち入りましたこと、お許しください」

「よく門番の衛え士じが通したな、頼近」

「雅近と勘かん違ちがいしたようです。もちろん、衛え門もん府ふの割り符ふを持参しましたので、門を通るのには問題ないとは思っていましたが、勘違いしたようなので、そのまま通りました。実は宮様に、申し上げたいことがあり、参上しました」

「今夜は太だ政じよう大だい臣じん家で祝しゆく宴えんのはずではないか？　頼近。その主役が抜ぬけ出して良いのか？」

「わたしには祝宴よりも、大事な使命がございます。宮様に、たってのお願いがございます」

　告げると、頼近は顔をあげた。

「わたしは衛門府への出仕を上主様に命じられましたが、早々にお暇いとまをもらい、上北国へ帰りたいと思っています。一刻も早く、上北国を安定させたいのです。その安定のために、宮様にお願いに参りました」

　強い目の輝かがやきで、頼近は刀火を見あげた。

「父上主にも、そう言っていたな。なぜ、それほど上北国のことを思う？」

「わたしを受け入れ、育ててくれた国なので」

　何度も頼近が口にするそれを、刀火が信しん頼らいしきれないのは、あまりにきれい事めいているからだ。そんなきれい事ばかり、聞きたくはない。

「それはもう聞いた。それだけか？」

　さらに切りこむと、頼近はすこし驚いたような顔をした。刀火が見み据すえていると、観念したように口元を少し歪ゆがめて笑った。

「いえ。そうです……。それだけではないかもしれません。意地、かもしれません」

　頼近は挑いどむように刀火を見あげる。

「捨てられた者の意地です。わたしこそが、良き国を手に入れたのだと、わたしを捨てた者に向かって、誇ほこりたい」

「意地か。『受け入れてくれた国に報むくいる』よりは、よほど納なつ得とく出来る。それで願いとは？」

「千樹姫ひめの、上北国へのご同行をお願いしたいと思っております」

　その言葉に、刀火は眉まゆをひそめた。

「聞いたのか？　封ふう印いんのこと。誰から聞いた」

「雅近が教えてくれました。いずれ分かることだろうから、と」

　舌打ちしたい気分だったが、確かに雅近の言うように、常宮では周知のことなので、いつまでも隠かくしておけるものではない。

「そして今日の昼間に、千樹姫にもご相談しました。姫ひめ君ぎみは、わたしとともに上北国へ行くことを了りよう承しようしてくださいました」

「千樹が？」

「千樹姫を上北国へお連れしたいのです。姫君は、自分の封印の力が上北国を国として取り戻もどす力になるのならば、行くと仰おつしやった」

　千樹の故国を滅ほろぼした、冬鬼。その冬鬼を呼び出してしまった、屛びよう風ぶ絵えが上北国にはある。冬鬼が鬼界に戻っている今、屛風絵を封印すれば、上北国が安定を取り戻す第一歩となる。

　それを知った千樹が、どう思うか。

　彼女の性格からして、捨てた国など知ったことかと、知らん顔を決め込めないのは当然だ。そして自分の力が必要なのだと助けを請こわれれば、けして無下には断れない。逆に、自分の義務だと感じ、自ら向かおうとするはず。

　──まさかそのために、仮かり妻づまを辞めると？

　しかしそれは、あり得ない。

　もし上北国へ向かい封印をすることが自分の義務と感じれば、刀火に向かって「自分の義務を果たしたいので、しばらく常宮を離はなれたい」と言えば済むこと。仮妻も辞める必要はなく、ただ一時、旅に出ればいい。それは千樹とて分かるはず。

　それなのに、仮妻を辞めたいと言い出したのは、上北国のために封印を行うこととは、関係ないのだろう。

　単純に千樹は、仮妻を辞めたかったのだ。

　それもこれも、綾峰に気持ちが移ったから。

　千樹は、あれこれと策を弄ろうし、噓うそをつくような姫君ではない。うっかりした告白の後にすら、自分の気持ちを誤ご魔ま化かしたりはぐらかしたりしなかった姫君だ。

　刀火を上主にするために力を尽つくすと言った千樹と、今の千樹は、変わらない。

　ただ彼女の気持ちが刀火よりも、綾峰に移った。そして彼女は自分の義務と思えるものに、巡めぐり合った。そういうことなのだろう。

「宮様。千樹姫は、ご決断くださったのです。その役目を果たすために、宮様の許しを得ようとも仰ってくださった。しかし姫君だけに頭をさげさせるわけにはいかないと思い、わたしは、こちらに参りました。お聞き入れ頂けるでしょうか？　姫君が封印へ向かうことを」

　探るように、頼近が言う。

　──千樹が、わたしに仕える意味はない。

　それを使命と感じ、千樹は上北国へ向かうことを了承した。

　そして彼女の恋こい心ごころは、綾峰にある。彼女の果たすべき役割も、彼女が寄り添そいたい者も、刀火とは別の所にあるということだろう。

　もしこのまま千樹を仮妻とし、自分の臣下として置いておけば、彼女は飼い殺しだ。

　しかしそれでも、直接に、千樹から言葉を聞いたわけではない。

　──聞くべきだ。千樹の本当の思いを。

　千樹を飼い殺しにすることを、刀火は望んでいない。

「千樹のことについては、本人に確かめる。屋や敷しきに帰り祝宴の続きに参加しろ、頼近。姫君には、わたしが直接確かめる」

　刀火は跪く頼近に背を向け、曉宮の外へ向かった。

　沈じん丁ちよう花げの香かおりが強い、細い散歩道にさしかかると、くすくす、嫌いやな感じの忍しのび笑いが聞こえてきた。

　刀火は目を細め、細い竹の群れの向こう側を透すかし見る。三人ほどの女君が肩かたを寄せ合い、くすくすと笑っている背中があった。

　彼女たちの視線の先には、石に腰こし掛かけ、こちらに横顔を見せて夜空を見あげる千樹がいる。

　その横顔は、凜り々りしかった。

　悪意のある全すべてを拒きよ絶ぜつするように、月の一点を見つめているが、その姿は凜々しいと同時に痛ましい。

「わたしの仮妻を笑うことは、わたしを笑うことだ。覚かく悟ごは出来ているか？」

　竹の群れを搔かき分けて女君たちの背後に出ると、女君たちは飛びあがった。

「あ、曉宮……様!?」

　震ふるえる声と怯おびえた顔で、彼女たちは頭をさげたが、刀火は薄うすら笑う。充じゆう分ぶんに脅おどしつけてやる必要があると思った。

「その顔、よく覚えておこう」

「し、失礼いたします！」

　女君たちは、我先にと駆かけ出した。それを見送る刀火を、千樹が驚おどろいたようにふり返った。

「……なにしてるの、あなた」

　ぽかんとした顔で訊きいてくるので、気が抜ける。

「こちらの台詞せりふだ。わたしの仮妻が、侍女の一人も連れずに、なぜこんなところに座っている」

「あ、ああ。そうよね。柚葉を探すのが、ちょっと面めん倒どうだったから。ははは……」

　わざとらしく笑え顔がおになると立ちあがり、千樹はそそくさと歩み去ろうとした。刀火は大おお股またに近づいて、その手首を握にぎった。

「なに？」

　不安げに見返す瞳ひとみを見つめて、先刻感じた痛ましさを再び感じる。

　──わたしの仮妻でさえなければ。

　思わず、刀火は千樹を抱だき寄せていた。

　千樹が息を吞のみ、離れようともがくが、その抵てい抗こうを抑おさえこんでさらに強く抱きしめる。すると千樹が、震えながら動かなくなる。彼女の息が、刀火の鎖さ骨こつの辺りにかかる。吐と息いきは熱い。まるで熱に浮うかされているように、熱いと思う。

　薫たき物もの合わせで侮ぶ辱じよくされ、女君たちを呪のろうのがなぜ悪いと、苦痛に呻うめくように言った千樹を思い出す。さらに先刻の、汚きたないものを必死で見まいとするように、月の一点を見つめる横顔が、瞼まぶたに焼き付いている。

　──綾峰を好きだと言った。

　また気が迷ったのだと告げた、いつもと違ちがう、取り繕つくろうような弱々しさも思い出す。

　こうやって抱きしめることも、してはならないことなのかも知れない。
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「おまえは、上北国へ行き、屛風絵の封印をしようと思うのか？」

　いきなりの問いに、千樹は面めん食くらったように目を瞬またたく。

「雅近様か、頼近様から、聞いたの？」

「どうでもいい。答えろ。封印するために、行きたいと答えたのか？」

　千樹は目を泳がせ、暫しばらくすると、こくんとはっきり頷うなずいた。

「わたしは故国から逃にげ出した。けれどその国を救おうとしている人がいる。そしてわたしの力が、役に立つ。だったら、帰りたい。帰らなきゃならない。わたしが生かされている、これが義務だと思う。万龍や、二柱の大祖神の仕組む、巡り合わせだと思う」

「そうか」

　ゆっくりと刀火は千樹の体を離し、一呼吸置き、さらに訊く。

「綾峰が、……好きか？」

　びくりと、千樹の肩が揺ゆれた。見つめていると、千樹の大きな瞳がうるむ。それはきらきら光って、美しかった。

「……はい」

　かろうじて出た、という感じの声だった。

　しかし聞き間ま違ちがえようもなく「はい」と言った。

　──わたしの傍かたわらに置く意味は、ない。

　小さな石が、空っぽの胸の中にころりと転げ込むように、刀火は理解した。

　いつの間にか、袖そでの中で、両手の拳こぶしを強く握っていた。爪つめが掌てのひらに食い込む。

　袖の中に隠れた二の腕うでから肘ひじにかけて、つっと嫌な、生暖かい滴しずくの感かん触しよくが滑すべり落ちた。血だ。あまりに力を入れすぎたために、傷口が開いたらしい。

　──このままわたしの仮妻にしていれば、千樹は飼い殺しだ。

　嫌な血の流れを感じながらも、なぜか傷口の痛みは感じない。先ほどまであれほどうずいていた痛みはなく、ただ嫌な血の滴が、何滴てきも腕を這はうだけだ。

　刀火は冷静に、千樹の言葉を理解していた。なのに、肩から血の滴が流れる度たびに、その嫌な感触が「手放すものか」と、がなり立てている気がする。

　手の甲こうにまで流れた血を、刀火は袖の陰かげに隠かくした。

　──姫ひめ君ぎみに……自由を……。それが、千樹のためにわたしが出来ることだ。

「許す。わたしの仮妻でいる必要はない。自由にしてやろう」

　静かに告げた。

「……え？」

　意味が分からないというように、千樹は戸と惑まどった様子で刀火を見あげてくる。

「わたしの仮妻を辞やめたいと言ったはずだ。それを許す。仮妻を辞め、自由に、上北国へ行き、おまえの義務と思うものを果たせばよい。そのかわり、上北国へ向かうならば、おまえの危あやうい能力を見張らせるために、幻繕御法を同行させる。それで義務を果たせ。それからは自由にしろ。再びここへ帰り、綾峰の仮かり妻づまになっても良い」

　瞬く、可愛かわいらしい目を見つめながら、刀火は続ける。

「ただし、普ふ通つうの方法では、仮妻であることを辞められない。仮妻を辞められるのは、夫が死ぬか、もしくは仮妻本人が死んで、嫡ちやく妻さいとなった時のみだ。だからおまえが仮妻であることを辞めたいというなら、死んだ者とするしかない」

「どういう……こと？」

「おまえは死んだ者とする。千樹姫ひめは亡なくなるのだ。そしておまえは、千樹という名を捨て、別の名を名乗り、別人として市し井せいに戻もどる。それしかない。それでもいいか？」




　　　　○




　──ああ、千樹という名が、死ぬのか。

　そう理解した。

　刀火がなぜ突とつ然ぜん、千樹の望みを受け入れてくれたのか分からない。

　しかしこれは千樹が望んだことで、喜ばしいことなのだ。名を捨てることになったとしても、この望みのためならば、仕方のないことなのだ。

　千樹には、やるべきことがある。巡めぐり合わせがそう言っている気がする。

　そして自分は、この美しい曉宮の傍らにいることで、様々な災さい厄やくを、彼にもたらしかねない。

　だったら、名を捨てることは仕方がない。阿樹が、彩遊が、ずっと慈いつくしんで呼んでくれた名だ。そして刀火が、意地悪く呼んでくれた名だった。

　耳に残っているその声を振ふり切るためには、名を捨てるのは好都合かもしれない。

　──これでわたしの望み通りだ。よかったじゃない、これで。よかった。

　自分に声をかけてみるが、胸の内が全部空くう洞どうになったかのように、自分を励はげます声がうつろに響ひびく。

「それでいいか？　それでいいならば、そのように雅近に手配させる」

「それでいい。ありがとう」

　微笑ほほえもうとしたが、うまくいったかどうかは分からない。

　刀火は無表情で、暫く黙だまった。そして、

「早々に、宮に戻れ」

　と命じ、刀火はいつものように背を向け、曉宮の方へ去って行く。

　戻れと命じられたが、千樹は動けなかった。

　微笑みながら見送り、刀火の姿が消えた途と端たんに、我が慢まん出来なくなった。

　その場にしゃがみ込み、両手で覆おおった顔を膝ひざにつけると、喉のどの奥から声が出た。

　止められなかった。子供みたいな泣き声だと思ったが、抑えこめない。肩かたが震えて、胸が震えて、涙なみだが止まらない。七つ八つの子供のように、しゃくりあげ、泣き声が出る。

「姫君」

　突然、泣きじゃくる背中を抱きしめられ、千樹はびくっとして顔をあげた。

　涙でくちゃくちゃになったみっともない顔をさらして見あげた先には、綾峰の、心配そうな顔があった。彼は千樹の傍らに跪ひざまずいていた。

「すみません……。もう、見ていられなかった」

　いつから、綾峰はいたのだろうか。その驚おどろきと疑問の表情に気づいたらしく、綾峰はばつが悪そうに視線をそらす。

「昼間の、あなたと彩遊の話が気になって。眠ねむれずに、いっそ、あなたに話を聞くべきだと思って、曉宮に入ろうとしたら。あなたが出てこられて。夜でもあるし、お一人なので心配で。でも声をかけづらくて。見なかったふりをして、立ち去ろうかと思いましたが……でも。見ていられなくて」

　なんというみっともないところを、全部見られていたのだろうか。

　盗ぬすみ見されたことを抗こう議ぎしようにも、恥はずかしがろうにも、涙が止まらず、嗚お咽えつが止まらず、ひくひくという声と涙が出るだけだ。

「先ほど兄君は、あなたは、わたしのことを好きかと訊きかれた。あなたは、『はい』と答えた。けれど、あれは噓うそですね」

　綾峰が、静かに口を開く。

「彩遊との話を、わたしは聞いてしまいました。だから分かります。あなたは、兄君のもとから離はなれようとしている。義務感かもしれないし、あなた自身の能力の恐おそろしさを知ったからかもしれない。けれどあなたは、兄君のために兄君から離れようとしている。わたしを好きだなんていうのは、噓だ。分かっています」

　おずおずと、綾峰は千樹の頭に手をやり、自分の胸にもたせかけた。

「知っています。けれど何者かが、……それこそあなた自身が、あなたをこの国に置いておけないと言うなら、わたしは、あなたと共にどこへでも行きます」

　いたわりの言葉に、さらに涙があふれた。えぐえぐと、子供のように綾峰の狩かり衣ぎぬの胸を摑つかんで顔をこすりつけ、泣き声を上げた。

　──どうしてこの人は、こんなに優やさしいのだろう。わたしは言い訳に、この人を使ったのに。

　恋こいをすると身勝手になる人がいる。けれど綾峰は正反対に、恋をすればするほど、優しくなり、いたわりを覚えているようだった。綾峰のその恋のありようは、胸に染しみる。痛いほどだ。

　──でもだからこそ、この人にも甘えてはいけない。

　それも分かっていた。だが涙が止まらなかった。落ち着け落ち着けと、自分に言い聞かせて、涙を止めようとした。この泣き声が止まって、涙も止まったら、自分は綾峰に心から詫わび、そして刀火と綾峰、二人の兄弟には二度と近づくまいと決意した。

　それが自分の能力に、責任を持つことだ。

　常宮を離れ、刀火とも綾峰からも離れ、自分が一度捨て去った故郷を再び蘇よみがえらせるために、自分は戻るのだ。

　上北国へ。




　　　　○




　真夜中の都大路は静かだ。

　人ひと影かげはない。食い物を求めてあちこちを嗅かぎまわる野の良ら犬いぬだけが一いつ匹ぴき、月光に照らされて長い影を引きずっている。

　露ろ店てんの商売をしていた連中は、とっくにねぐらに戻っていた。低い軒のきを連ねる店も、戸板を締しめきっている。

　その穏おだやかな夜の都大路を、衛え士じの一団が見回っていた。これは永冶の都で鬼おにが目もく撃げきされはじめてからの慣例だった。朝、昼、夜に、衛士が都を見回るのだ。

　しかし衛士たちの表情は明るく、春の夜を楽しむ、散歩気分なのが見て取れる。それは都に出しゆつ没ぼつしていた鬼が、数日前に退治されたからだ。

　鬼を追い詰つめたのは曉宮で、討うち取ったのは、太だ政じよう大だい臣じんの嫡ちやく子しの一人。十八年前に死んだと思われていた青年だという噂うわさだった。

　そうやって都には平安を取り戻したのだが、衛士の見回りは続いている。日に三度の衛士の見回りは、治安維い持じに貢こう献けんしていると、都人に評判が良かったからだ。

　衛士たちが大路の南なん端たんに近づくと、店が軒を連ねた場所が途と切ぎれ、戸板の向こうに人が眠る気配もなくなる。寂さびしい土ど塀べいが続いていた。

　その時一いち陣じんの風が吹ふき、砂すな埃ぼこりが舞まいあがった。

　衛士たちが目を細め、手で顔を庇かばうが、砂埃に混じって白いなにかが、彼等の周囲を乱らん舞ぶしたように思えた。

　風が止やむと、彼等はまた歩き出す。

「今夜は、いい月だな」

　先頭を歩いていた衛士の一人が、何気なく前方に目をやり、ぎくりと足を止める。

　足を止めた衛士は立ち尽つくし、膝をぶるぶる震ふるわせはじめる。

　後からやって来た連中は、わいわいと話をしながら歩いていたので、立ち止まっている仲間にぶつかりそうになり、慌あわてて足を止める。

「おい、どうした……」

　仲間の異変に気がついた連中が立ち止まり、足を震わせる衛士の視線の先に目を向けた。

　その時、彼等の目に映ったのは、彼等の正面の大路の中央に、大きな月を背負って立つ人影だ。

　いや、人ではなかった。

　白木から削けずりだしたような端たん整せいな面おも立だちに、赤い唇くちびる。白い髪かみ。額には白い、二本の角。

「鬼だ」

　先頭で立ち止まっていた衛士が呟つぶやいた途端、白い鬼の唇がにやりと笑いの形になり、身を低くしてこちらに向かって駆かけてきた。

　衛士たちは恐きよう慌こうに陥おちいり、悲鳴をあげて逆方向に駆け戻もどろうとした。

　しかし鬼に最も近い位置にいた衛士の背に、鬼の姿が迫せまる。鬼は腰こしにある、細身の太刀たちを抜ぬくと、躊躇ためらいなく衛士の背を斬きりおろした。

　悲鳴が上がった。

　逃にげ出していた衛士たちはぎょっとふり返り、そこで自分たちも刀を持っていたことをようやく思い出したらしく、刀を抜く。

　鬼は立ち止まっていた。

　血に濡ぬれた刀を下げ持ち、衛士たちに向かってにたりと笑うと、そのままくるりときびすを返し、脇わき道みちへと駆け込んだ。

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　衛士たちは呆ぼう然ぜんと、地面に俯うつぶせに倒たおれた仲間を見おろした。仲間はぴくりとも動かず、大きく裂さけた背中から、砂の地面の上に、真っ黒な血がじわじわと広がる。

「鬼だ。知らせないと……鬼が、出た」
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　新宮の正宮は、政まつりごとの場だ。

　太い白木の円柱が等とう間かん隔かくに並ぶ広い空間は、天てん井じようが高く、荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きがある。

　早朝の朝議の場だった。

　御み簾すを巻き上げ、春の朝風を取り込んでいる正宮内部には、上主を筆頭に、太政大臣以下、左右の大臣と八はち寮りよう二府の頭かみが揃そろっていた。

　太政大臣の傍かたわらには、彼の息子むすこたち、雅近と頼近も控ひかえている。

　昨日、正式に嫡子として復活した高月頼近は、初日から真面目まじめに出仕している。そのことに周囲の目は好意的だった。

　不ふ吉きつの象しよう徴ちようとされる双ふた子ごであるが、その一方が現れ鬼を滅めつしたというのは、不吉よりも瑞ずい兆ちようであろう。上主の、そんな言葉もあってこその、頼近の華はな々ばなしい復活だった。

　雅近はそれに満足そうで、時折、隣となりの頼近と目配せしては、微笑ほほえみ頷うなずきあっていた。兄弟仲が良いのもまた瑞兆だと、誰だれかが隣の者と囁ささやきあっていた。

　本来の官位からすれば、頼近も雅近も、この場にいられない。

　しかし太政大臣の嫡子として、合議の場に参加することは、いずれ太政大臣となるための必要な知識を身につけるために、許されている。彼等はそこにいながらも、いない者として扱あつかわれ、ただ見学をするのみだ。

「先に田地の税に関して、地所寮から……」

　左大臣が、案件を奏上していたその時だった。

「申し上げます、申し上げます！　衛え門もん府ふの頭かみ様に、至急！」

　突とつ然ぜん、簀すの子こを巡めぐって従者が駆けてきた。無礼を恐れるかのように、しかしそれでも声を発しなければと、汗あせだくで必死の様子で、彼は簀子にひれ伏ふした。

「何事か！　上主様のおわすこの場に、無礼な！」

　太政大臣がいきり立って立ちあがると、雅近と頼近は、顔を見合わせて眉まゆをひそめる。ただ事ではないと、お互たがいの目が言っている。

「無礼は承知でございます。しかし至急、お知らせせねば！　鬼が昨夜、また都に現れ、衛士が一人斬り殺されました！　鬼は、白い髪に二本の角。先に出現した鬼とは、別の鬼です！」

　その瞬しゆん間かん、上主の顔色が変わり、信じられないと言いたげに呟く。

「白い髪……。二本角？　それは、鬼？　なんの鬼ぞ」

　その場にいた誰もが、ざわついて蒼そう白はくになる。太政大臣も唇を震わせ、一瞬沈ちん黙もくした。

「……春鬼。桜の屛びよう風ぶ絵えに封ふう印いんされているはずの、鬼です」

　静まったその場に響ひびいた声は、雅近だった。頼近がぎょっと、雅近を見やる。

「春鬼だという確証はあるのか？」

「曉宮様から聞いた、春鬼の特とく徴ちようそのものだ。まさかでも。なぜだ……。屛風絵は封じられて……。では、宮様は？　今!?　俺は今朝はまだ、宮様の顔を拝見していない！」

　雅近が焦あせったように立ちあがるが、太政大臣が大声で一いつ喝かつした。

「狼狽うろたえるな雅近！　まだ春鬼と決まったわけではない」

「……春鬼です」

　従者が駆け抜けてきたのを追うように、しかしとてつもなく静かに、するすると、一人の侍じ女じよが姿を現した。山やま吹ぶき色の袿うちきに、愛らしい顔つきの彼女は、柚葉だった。

　なぜ侍女がこのような場所にと、その場にいた全員が訝いぶかしげな表情をするが、

「わたくしは昨夜、見てしまいました。曉宮で……。宮様の仮かり妻づまの千樹姫ひめが、鬼の姿を描えがき、それが成って、具現して、絵から飛び出していきました」

　その不ふ審しんを吹き飛ばすように、彼女は心ここにあらずの表情ながら、とんでもないことを口にした。

「まさか、やったのか？　あの姫ひめ君ぎみが……なぜだ」

　雅近が、絶望したように呟く。そしていきなり、彼は父親の狩かり衣ぎぬの肩かたを強く摑つかんだ。

「恐おそれていたことが起こりました！　父君、早く対処をしなければ、宮様が！」

「まことか？　雅近……まことに、あの姫君が……」

　上主の震える問いに、雅近はふり返ると膝ひざを折り頭こうべを垂れ、しかし声は厳しく上主に答えた。

「その能力が、あの姫君にはあるのです。曉宮様があの姫君をお側そばに置かれることを、不安に思っていましたが、姫君のお人ひと柄がらにかけていました。しかしまさか、このようなことになるとは。とにかく即そつ刻こく、姫君をとらえるようご命令ください！　姫君が本当にそんな真似まねをしたか否いなか、取り押さえてから確かめても良いはずです。あの姫君が心を乱したのならば、あの能力は危険です。なによりも曉宮様にとって！」

「雅近、それは性急すぎる」

　頼近が焦った声をあげて雅近の袖そでを引くが、雅近はそれを振り払はらった。

「頼近は知らないのだ、宮様に鬼おにの影えい響きようがあればどうなるのか！　幻繕御法に知らせなければ！　すぐに」

　その言葉に、上主は、控える従者に鋭するどく命じた。

「急ぎ幻繕に、曉宮のもとへ向かわせろ！　曉宮に異変がないか、報告せよと命じよ！」

　はっと答えて駆け出す従者を確かく認にんもせず、上主は再び、雅近に目を向ける。

「そなたの申すとおりやもしれぬ、雅近。至急、姫君をとらえる準備をせよ！　衛門府頭と衛士府頭、手勢を連れ、雅近と共に曉宮の姫君のもとへ急げ！」
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「落ち着きましたか？」

　朝日が昇のぼって暫しばらくすると、綾峰が優やさしく問いかけてくれた。

　昨夜は、泣きすぎて混乱して、どうしようもない千樹を、綾峰が東の対たいの屋やへ連れ帰ってくれた。そして彼は、千樹と距きよ離りをおいて室の隅すみに端たん座ざして、ずっと辛しん抱ぼう強づよく、千樹が泣き止やむのを待ってくれていた。

　夜が明けるとやっと泣き声が止まり、涙なみだも止まった。それを見計らって、綾峰はそっと声をかけ、千樹の傍らに寄ってくると肩に手を添そえた。

　千樹は頷いた。泣きすぎて、喉のどが嗄かれ、声が出ない。

　柚葉は結局、昨夜は戻らなかったようだ。どこへ行ったのかわからないが、その方が都合が良かった。今の自分は、本当にみっともない。誰にも見せたくないほど、惨みじめな姿だ。

「白湯さゆでもお持ちしましょう」

　綾峰がそう言って出て行くと、千樹は、ぼんやりと板目を見つめる。

　心が空っぽになるというのは、こういうことなのだと、妙みように冷めた感覚で理解していた。

　板目の上に徐じよ々じよに伸のびてくる朝の光が、ひどく眩まぶしい。
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　脇きよう息そくを引き寄せてもたれかかり、刀火は庭を眺ながめていた。

　昨夜からずっとこうしていた。いつの間にか空は白みはじめ、刀火の膝や頰ほおに朝日が当たる。

　太陽の位置からすると、とっくに朝議が始まった時間だろう。本来は刀火も参加すべきなのだが、怪け我がを心配した上主から、休むように命じられている。それがありがたかった。出血した傷が痛み、動くのが怠だるい。

　空くう虚きよ感がどうしようもなく、立ちあがるのも億おつ劫くうだ。

　千樹を手放すと決意した途と端たん、自分がこれほど衝しよう撃げきを受けるとは、自分でも意外だった。

「兄君」

　背後から呼ばれ、刀火はふり返った。綾峰が室の中に踏ふみこんで来たが、彼の気配に気がつかなかったということは、よほど自分は、ぼんやりしていたのだろう。

「何用だ？」

　手にした扇おうぎの縁ふちを目で追い、それを指で撫なで、ぞんざいに弟御み子こを迎むかえた。だが彼は、兄御子の態度の悪さに不快な表情一つせず、硬かたい表情で正面に端座した。

「朝から申し訳ありません。けれど、昨夜のことを、お話ししたくて参りました。わたしは、兄君と千樹姫の会話を聞いてしまいました」

「立ち聞きか？　まあ、別に構わない。特別な話をしていたわけではない」

「なぜ千樹姫を手放すのですか」

　責めるような口調がおかしくて、刀火は笑ってしまう。

「おまえの望みに添っていると思うが？　そして、これは姫君の望みに添うことでもある。姫君は上北国へ向かい、屛風絵を封じたいと願っている。そして綾峰、おまえに心こころ惹ひかれているそうだ。姫君を手に入れるのに、わたしを殺す必要はなくなったな」

「兄君は自分が噓うそつきのわりには、他人の噓は見み抜ぬけないのですか？」

「他人の噓？」

　綾峰の目は落ち着いていた。冷静に、しかし心から刀火を批難する口調は、今までの彼にはないものだった。いつも感情一いつ杯ぱいに挑いどみかかってくるようだった彼とは、全く違ちがう。彼の言葉の芯しんには、しっかりとした重みがある。

「千樹姫が、噓をつかぬとでもお考えですか？」

「噓を？　千樹が？」

　うっかり刀火への恋こい心ごころを告白した千樹は、噓をついて、それを誤ご魔ま化かすことすらしなかった。彼女は噓を嫌きらっているから、だからこそ噓をつけなかったのだ。そんな彼女が、噓をつくはずはない。

「噓などつくまい、自分のためにさえ噓はつかなかった」

「自分のためでないからこそ、つける噓もあります」

　綾峰が、悔くやしげに唇くちびるを嚙かんだ。その瞳ひとみに光るものを見つけて、刀火は少なからず驚おどろいた。

「泣いているのか？」

　綾峰は、顔を歪ゆがめた。冷静さを保とうと、努力しているようだ。

「はい。悔しくて。なぜわたしは、こんなことを兄君に言っているのか、自分でも悔しくて。黙だまっていればいいものを、黙っておれないのが、悔しいのです。わたしは、姫君が欲しいのに」

　紛まぎれもない真しん摯しさが、綾峰の涙にはあった。

　綾峰の言葉は、全すべてが真実なのだと、百の言葉で説かれるより、直接胸に響ひびく。

　──千樹が噓をついたと、綾峰は言った。噓を……。

　突とつ然ぜん、閉とざされていた扉とびらが開くように、なにかが見えた気がした。

　そしてそれが見えた瞬しゆん間かん、目の前に雷いかずちの紫し電でんが突つき刺ささったように、理解した。

　──千樹は、噓をついていた。

　千樹のどの言葉が、どの態度が噓なのだろうか。

　もしかして自分は、彼女にとてつもなく酷こくなことをしたのではないだろうか。

「曉宮様！」

　直線的な朝の光を斬きり裂さきかき乱すように、庭から一直線に、階きざはしを駆かけあがってきた者がいた。

　見慣れているはずの顔かたちに、馴な染じみのない雰ふん囲い気きを身につけた青年は、高月頼近だった。

　彼は沓くつも脱ぬがず、青い顔色で、室の中に駆け込んでくると、驚きふり返った綾峰と、身を起こした刀火の前に、両手をついた。息が乱れ、肩かたが激しく上下している。

「何事だ」

　無礼を問うよりも先に、彼の尋じん常じようではない顔色と態度に、異常を感じた。

「千樹姫ひめをすぐに、ここから逃にがしてください！　お早く！　すぐに雅近が衛士を連れて、姫ひめ君ぎみを捕とらえに参ります。捕らえられれば、姫君は身に覚えのない罪を告白せよと、責められるのは必定です。幻繕御法も参ります。九反が目くらましをかけ、それと悟さとられぬように時間を稼かせいでおりますが、猶ゆう予よはほとんどありません！」

「どうして、そんなことになっているんだ!?」

　ぎょっとしたように綾峰が立ちあがると、苦しい呼吸の合間に、頼近が続けた。

「昨夜、都に鬼が出現して衛士を一人斬りました。その鬼が、春鬼であったと。千樹姫が、その春鬼を絵で具現させたのを、柚葉が目もく撃げきしたと！　それで上主様が命令されたのです、姫君の捕ほ縛ばくを！」

「そんな馬ば鹿かな……」

　呆ぼう然ぜんとする綾峰の背中と、必死の声を振ふり絞しぼる頼近を目にして、刀火の意識は冴さえてくる。

　これはただならぬ事だ。

　しかし、ただならぬ時であればあるほど、思考が冴える。幼い頃ころから背負った宿命のせいだ。

　──春鬼が出現した？　しかし、それはあり得ない。わたしの中の魔ま王おうの種は、騒さわがない。それは春鬼ではない。ということは、千樹が春鬼を出現させたわけではない。

　これは千樹にかけられた、罠わなだ。そう判じた。

　目的は定さだかではないが、誰だれかが仕組んでいる。

「頼近。なぜおまえは、逃げろと言う」

　立ちあがり、冷えた声で詰きつ問もんした刀火を、頼近は、息を切らしながら真っ直すぐに見あげた。

「確証がないからです。いわれのない憶おく測そくで、人は苦しめられる。わたしはそれで五歳の時に、死ねと言われました。ですから、わたしは黙っていられない。確証があってこそ、千樹姫は責められるべき。ですが雅近は、姫君を排はい除じよするべきだと、最初から決めてかかっている！」

　雅近は、そうだろう。千樹の能力の危あやうさに気づいてから、そして刀火が怪我を負ってからはさらに急激に、千樹を危険視している。

　──この罠を仕し掛かけたのは、雅近か？　いや、幻繕御法。もしくはこの頼近？

　罠の目的も、誰の陰いん謀ぼうかも分からない。だが千樹が捕らえられてしまえば、この陰謀を仕掛けた者の思うつぼ。そしてその思おも惑わくの中に捕らえられた千樹が、無事で済むとは思えない。

　誰の罠かと、詮せん索さくしている暇ひまはない。まずは、千樹を逃がすことだ。

「頼近。門前を見張れ、行け」

「しかし姫君を」

「千樹は、わたしと綾峰で逃がす。行け！」

　再度鋭するどく命じ、表の門を指さすと、頼近は弾はじかれたように立ちあがり駆けだす。

　頼近も、とりあえずはこの場から遠ざけたかった。危機を知らせてくれたとは言え、突然、死の国から蘇よみがえった彼をまだ信しん頼らい出来ないでいた。

　無論、雅近も幻繕も、自分の周囲に仕える者は誰一人、今は信頼出来ないと思えた。彼等は時折、刀火を守る、あるいは国を守るという、彼等の正義と目的だけで動き、刀火の意思など聞こうとしないときがある。

　だが唯ゆい一いつ、今、千樹を守るという一事に関して、信頼出来る者がいた。

　緊きん張ちようした面おも持もちで、こちらを見つめる弟御子だ。こと千樹に関しては、彼ならば信頼出来る。

「来い、綾峰」

　命じるのと同時に、東の対たいの屋やへ向けて駆けた。




　　　　○




　ぼんやりと座っていると、寝しん殿でんの方がにわかに騒がしくなった。

　どうしたのだろうかと、なんとなく顔をあげると、寝殿の簀すの子こを巡めぐって、刀火が厳しい表情で、こちらに向かって来る姿が見えた。背後には緊張した面持ちの綾峰もいる。

　何事か分からなかったが、もう刀火の顔を見るのは苦しくてたまらない。

　千樹は逃げようとして立ちあがり、うろうろと逃げ道を探して視線を彷徨さまよわせた。しかし泣き疲つかれて、鈍にぶくなった頭と体では、反応が遅おそすぎたらしい。

　刀火はあっという間に室に踏ふみこんで来た。逃げ出しそこね、千樹はじりじりと後あと退ずさった。こちらに来る刀火に追い詰つめられる形になり、柱に背をつける。

　正面まで来ると、刀火が突然告げた。

「綾峰と共に、ここから逃げろ。今すぐだ。わたしが時間を稼いでやる。二人して逃とう亡ぼうし、行方ゆくえ知れずということにする」

「なに？　なんでいきなり。なにがあったの？」

　一いつ瞬しゆん、仮かり妻づまを辞やめる方法を、そんな乱暴な方法に変へん更こうしたのかと思った。

　だが彼等の緊きん迫ぱくした様子から、明らかに何か、別の事態が起こったのだとわかった。

「昨夜、都に鬼が現れて衛え士じを斬り殺した。その鬼の姿が、春鬼そのものだったらしい。そしておまえが、ここで春鬼の絵を描えがき具現させたのを目撃したと、柚葉が申し出た」

　千樹にしてみれば、突とつ拍ぴよう子しもない言いがかりに啞あ然ぜんとした。しかし自分にかけられている嫌けん疑ぎの重大さはすぐに理解し、血の気が引く。

「そんなっ！　そんなことしない！　してない！」

「分かっている。わたしの中の魔王の種が騒がないのが、その証しよう拠こだ。春鬼は出現していない。何かの罠だ。だが証言があり、衛士が殺された。上主様からおまえの捕縛命令が下り、雅近は、おまえを捕らえようとしている。だから急げ、行け」

「でも、でもわたしは……」

　春鬼が出現した。柚葉が、千樹が春鬼を出現させたと証言した。

　なにがどうなったのか分からないが、明らかにこれは、自分に仕掛けられた罠だろう。しかしそうだとすると、またここで、刀火を巻きこんでしまうのだろうか。

　それだけはもう、絶対に避さけたかった。

「でも、わたしはもう、あなたの仮妻じゃなくなる。臣下じゃなくなる。あなたが助けてくれる必要はない。わたしは、自分でなんとかする」

「出来ると思うのか!?　とにかく綾峰と共に逃げろ！」

「けれどわたしは、あなたに助けてもらう、いわれはない！　平気よ、一人で逃げる！」

　そう言って、刀火の胸を押した。彼の前からすり抜ぬけようとした瞬間、腰こしを捕らえられ引き戻もどされ、手首を摑つかまれる。

「落ち着け。黙だまれ。とにかく今は、逃げろ！」

「放っておいて、いいから」

「黙れ。聞け、わたしの話を」

「いいのよ、放して！」

「黙れ！　黙らせるぞ！」

「ないのよ！　あなたに、助けてもらう理由……！」

　と言いかけたとき、唇くちびるを塞ふさがれていた。驚おどろきに、千樹は目を瞬またたく。刀火に口づけされていた。

　綾峰が息を吞のみ、思わずのように目をそらす。

　すぐに刀火は唇を離し、緊迫した声で囁ささやく。

「おまえはまだ、千樹という名を捨てていない。だからまだ、おまえは、わたしの仮妻だ。わたしの臣下だ。わたしは主人だ。だからおまえは、守るべき我が臣だ、まだ」

　驚きに呆然とし、千樹は何も言えなかった。

「主人のわたしが命じる。逃げろ。綾峰と共に」

　告げると、刀火は千樹を突つき放すようにして綾峰の方へ押し出した。たたらを踏んでよろけた千樹の手を、綾峰が摑む。

「行きましょう、姫君」

　綾峰は、刀火に向かって複雑な視線を送った。

「兄君……」

「頼たのむ、綾峰」

　全すべてを託たくすような刀火の言葉に、綾峰は胸をつかれたような表情になり、それから、決意を固めたらしく唇を引き結ぶ。

「承知しました。兄君」

　一つ頷うなずいて答えた綾峰は、千樹の手をしっかり握にぎりなおす。

「必ず姫ひめ君ぎみはお守りします。行きます。走ってください、姫君！」

　ぐんと引っ張られ、千樹は、綾峰と共に走り出していた。

　曉宮を飛び出し、朝の鮮あざやかで清せい浄じような光を散らし、搔かき分けて走る。杉すぎ木こ立だちが地面に落とす、規則的な影かげを横切って走る。

　千樹は混乱して、駆かけ続けた。

　春光は眩まぶしく、目め眩まいを起こしそうだった。口づけして逃にげろと告げた、緑を秘ひめた瞳ひとみが、慕したわしくて慕わしくて、心が乱れて、どうにかなりそうだった。







　あとがき




　こんにちは。三川みりです。

　前巻、千樹がやっと恋こい心ごころに気がつき、刀火の仮妻に納まりました。

　今巻は、その立場に納まってしまったが故ゆえに、浮うき彫ぼりになる問題が出てきます。そしてそれは皆みな様さまに、「どことなく、嫌いやな奴やつ」と思われていたはずの、あの人にまつわる問題でもあります。

　この問題を乗のり越こえなければ、千樹にも未来がないのだろうな、と思います。なので、「ごめんね……千樹」という親心もありつつ、大変ですが、千樹にはがんばってもらいます。

　ここを乗り切れば、千樹にも春が来るはずです！

　この物語。登場人物のほとんどが、面めん倒どうな事情を抱かかえていたり、面倒な性格だったりするので、なかなかパワーを使います。

　しかしその中で、書いていてストレスがないのは彩遊先生。なんて良い人だろうと、しみじみ思います。

　担当様。いつも、わたしの事情や思いを訊きき、尊重して頂き、心から申し訳ないとは思いつつも、本当にありがたいです。迷いが多く、常に、あれこれとお手数をおかけしておりますが、手をかけて頂いているぶん、お役に立てるようがんばります。

　イラストを描えがいてくださる、由羅カイリ様。毎回、惚ほれ惚ぼれするような千樹や刀火を描いて頂き、ありがとうございます。綾峰も、なんと素す敵てきな青年なのでしょう！　そして実は、目次のカットの、小さい千樹や刀火たちのシリーズが、えもいわれぬほど可愛かわいい、といつも思っています。

　読者の皆様。千樹はまた、大変なことになっておりますが、面おも白しろかったと思ってもらえれば、幸いです。

　この本の出る前の月、長らく続けてきました「シュガーアップル・フェアリーテイル」というシリーズが完結しました。けれどあと一冊だけ、外伝が出る予定です。こちらは、「封鬼花伝」の次巻、五巻の前後になろうかと思いますが、もし興味がありましたら、こちらも手に取ってみてください。

　では、次巻。千樹たちの物語に、今少しつきあっても良いと思ってくださる方がいましたら、またお目にかかりたいです。
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